
一

一
頁

［
再
念
校
］　

駒
澤
大
學　

佛
教
學
部
論
集　

第
53
號

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
論
集
　
第
五
十
三
號
　
令
和
四
年
十
月

は
じ
め
に

中
国
で
は
南
宋
初
期
か
ら
元
末
明
初
に
か
け
て
の
間
に
、
日
本
で
は
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
・
室
町
・
戦
国
期
に
か
け
て
の
間
に
、
禅
宗
史
上
に

曹
洞
宗
の
一
派
と
し
て
宏
智
派
が
相
承
展
開
し
て
い
る
。
宏
智
派
と
は
南
宋
初
期
に
明
州
（
後
世
の
浙
江
省
寧
波
）
鄞
県
東
六
〇
里
の
天
童
山
景
徳
禅

寺
に
住
持
し
て
世
に
「
天
童
の
覚
和
尚
」
と
尊
称
さ
れ
た
宏
智
正
覚
（
宏
智
禅
師
、
隰
州
古
仏
、
覚
夫
子
、
一
〇
九
一
─
一
一
五
七
）
を
派
祖
と
し
て
形
成

さ
れ
た
系
統
を
い
う
。
正
覚
や
そ
の
法
兄
に
当
た
る
真
歇
清
了
（
寂
庵
、
悟
空
禅
師
、
了
菩
薩
、
一
〇
八
八
─
一
一
五
一
）
が
唱
え
た
禅
旨
は
黙
照
禅
と
称

さ
れ
、
南
宋
初
期
に
は
江
南
禅
林
に
か
な
り
浸
透
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
臨
済
宗
楊
岐
派
（
大
慧
派
祖
）
の
大
慧
宗
杲
（
妙
喜
、

大
慧
普
覚
禅
師
、
一
〇
八
九
―
一
一
六
三
）
が
黙
照
禅
を
邪
禅
と
し
て
批
判
を
展
開
す
る
と
、
江
南
の
曹
洞
宗
は
真
歇
派
も
宏
智
派
も
し
だ
い
に
影
響
力

を
失
い
、
南
宋
後
期
に
な
る
と
宗
勢
は
著
し
く
衰
微
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

１
）。

そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
南
宋
後
期
に
真
歇
派
の
孤
塁
を
守
っ
て
い
た
の
が
長
翁
如
浄
（
浄
長
、
一
一
六
二
─
一
二
二
七
）
と
そ
の
法
嗣
た
ち
で

あ
り
、
如
浄
の
法
統
は
入
宋
求
法
し
た
永
平
道
元
（
仏
法
房
、
一
二
〇
〇
─
一
二
五
三
）
が
そ
の
法
を
嗣
い
だ
こ
と
に
よ
り
日
本
禅
林
に
導
入
さ
れ
、
や

が
て
永
平
下
す
な
わ
ち
日
本
曹
洞
宗
と
し
て
一
大
動
脈
を
形
成
し
て
現
今
に
及
ん
で
い
る
。
一
方
、
南
宋
後
期
に
宏
智
派
の
孤
塁
を
守
っ
て
活
躍
し

て
い
た
の
が
明
極
慧
祚
（
法
祚
と
も
）
と
そ
の
高
弟
で
あ
る
東
谷
妙
光
（
？
─
一
二
五
三
）
ら
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
宏
智
正
覚
か
ら
東
谷
妙
光
お

よ
び
そ
の
門
流
に
至
る
宏
智
派
の
主
要
な
系
譜
に
つ
い
て
、
こ
れ
と
対
峙
す
る
真
歇
派
の
一
系
と
と
も
に
列
記
す
る
な
ら
ば
、
左
記
の
系
図
の
よ
う

に
な
ろ
う
。 東

谷
妙
光
と
曹
洞
宗
宏
智
派
の
相
承
（
上
）

　
─
南
宋
後
期
に
曹
洞
宗
の
孤
塁
を
維
持
し
た
祖
師
─

�

佐
　
　
藤
　
　
秀
　
　
孝
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丹
霞
子
淳
│
長
蘆
真
歇
清
了
│
天
童
大
休
宗
珏
│
雪
竇
足
庵
智
鑑
│
天
童
長
翁
如
浄
│
永
平
道
元
（
日
本
曹
洞
宗
）

　
　
　
　
　天
童
宏
智
正
覚
│
浄
慈
自
得
慧
暉
│
華
蔵
明
極
慧
祚
│
霊
隠
東
谷
妙
光
│
天
寧
直
翁
可
挙
│
天
童
雲
外
雲
岫
│
天
寧
東
陵
永
璵
（
東
陵
派
）

 

瑞
巌
石
窓
法
恭
│
浄
慈
中
庵
重
皎 

承
天
短
篷
□
遠 

白
雲
東
明
慧
日
（
東
明
派
）

こ
の
よ
う
に
妙
光
は
宏
智
派
の
系
統
を
嗣
承
し
て
お
り
、
宏
智
正
覚
の
法
曾
孫
に
当
た
っ
て
い
る
。
妙
光
の
本
師
は
明
極
慧
祚
で
あ
り
、
師
翁
に

当
た
る
の
は
正
覚
の
高
弟
と
し
て
名
高
い
自
得
慧
暉
（
慧
輝
と
も
、一
〇
九
七
─
一
一
八
三
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
妙
光
と
同
門
に
は
短
篷
□
遠
（
短
蓬
と
も
、

遠
鉄
橛
、
？
─
一
二
四
七
）
が
存
し
て
お
り
、
こ
の
両
者
は
南
宋
後
期
の
宏
智
派
を
継
承
堅
持
し
た
曹
洞
禅
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
し
か
も
妙
光
の
法

孫
に
当
た
る
東
明
慧
日
（
白
雲
、
一
二
七
二
─
一
三
四
〇
）
と
法
曾
孫
に
当
た
る
東
陵
永
璵
（
妙
応
光
国
慧
海
慈
済
禅
師
、
一
二
八
五
─
一
三
六
五
）
は
そ
れ
ぞ

れ
元
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
相
継
い
で
日
本
に
渡
来
し
、
鎌
倉
や
京
都
の
五
山
叢
林
に
化
導
を
敷
い
て
お
り
、
日
本
の
宏
智
派
で
あ
る
東
明
派

と
東
陵
派
が
五
山
派
の
一
角
を
担
っ
て
曹
洞
系
と
し
て
形
成
さ
れ
た
の
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

真
歇
派
を
継
承
す
る
如
浄
は
嘉
定
年
間
（
一
二
〇
八
─
一
二
二
四
）
の
末
頃
か
ら
宝
慶
年
間
（
一
二
二
五
─
一
二
二
七
）
に
か
け
て
杭
州
銭
塘
県
の
南
屏

山
浄
慈
報
恩
光
孝
禅
寺
（
五
山
第
四
位
）
と
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
（
五
山
第
三
位
）
に
住
持
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
宏
智
派
の
妙
光
は

そ
れ
よ
り
二
〇
余
年
を
経
た
淳
祐
年
間（
一
二
四
一
─
一
二
五
二
）の
末
頃
か
ら
宝
祐
元
年（
一
二
五
三
）に
か
け
て
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
禅
寺（
五

山
第
五
位
）
と
杭
州
銭
塘
県
の
北
山
景
徳
霊
隠
禅
寺
（
五
山
第
二
位
）
に
住
持
し
て
い
る
。
如
浄
と
妙
光
の
両
者
は
曹
洞
禅
者
と
し
て
珍
し
く
も
南
宋

後
期
に
五
山
に
ま
で
陞
住
し
て
化
導
を
敷
い
た
の
で
あ
り
、
臨
済
宗
一
色
の
五
山
禅
林
に
あ
っ
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
希
有
な
る
存
在
で
あ
っ
た
。
と

り
わ
け
如
浄
亡
き
後
の
江
南
禅
林
に
お
い
て
、
妙
光
は
ま
さ
に
曹
洞
宗
を
担
っ
た
第
一
人
者
と
い
っ
て
よ
い
立
場
に
い
た
わ
け
で
あ
る
。

本
稿
で
は
如
浄
に
次
い
で
南
宋
後
期
の
五
山
禅
林
に
陞
住
し
た
東
谷
妙
光
と
い
う
曹
洞
禅
者
に
つ
い
て
、
そ
の
埋
も
れ
た
事
跡
を
整
理
分
析
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
明
確
で
な
か
っ
た
妙
光
の
立
場
と
功
績
を
詳
し
く
解
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

禅
宗
燈
史
に
載
る
東
谷
妙
光

中
国
で
編
纂
さ
れ
た
禅
宗
燈
史
で
東
谷
妙
光
の
名
を
は
じ
め
て
記
す
の
は
、
明
代
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
続
伝
燈
録
』
巻
三
一
「
目
録
」
に
至
っ

て
の
こ
と
で
あ
る
。『
続
伝
燈
録
』
で
は
単
に
「
華
蔵
祚
禅
師
法
嗣
一
人
、
東
谷
光
禅
師
〈
無
録
〉」（
大
正
蔵
五
一
・
六
七
九
ａ
）
と
名
を
記
す
の
み
で
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無
録
と
し
て
伝
記
が
見
録
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
常
州（
江
蘇
省
）無
錫
県
の
華
蔵
寺
の
明
極
慧
祚
に
法
を
嗣
い
だ
事
実
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、

住
持
し
た
寺
院
名
す
ら
付
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
妙
光
に
つ
い
て
伝
記
的
な
記
載
を
残
す
唯
一
の
禅
宗
燈
史
と
い
え
る
の
が
、
同
じ
く
明
代
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
末

に
付
さ
れ
る
「
五
燈
会
元
補
遺
」
で
あ
っ
て
、「
五
燈
会
元
補
遺
」
に
は
「
華
蔵
明
極
祚
禅
師
法
嗣
」
と
し
て
「
杭
州
霊
隠
東
谷
光
禅
師
」
の
章
が

立
伝
見
録
さ
れ
て
お
り
、
明
確
に
「
杭
州
霊
隠
」
と
い
う
住
持
し
た
寺
院
の
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
「
五
燈
会
元
補
遺
」

に
お
い
て
も
東
谷
妙
光
の
章
は
伝
記
的
な
記
述
が
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
伝
記
に
関
わ
る
よ
う
な
記
載
と
し
て
は
僅
か
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容

に
止
ま
っ
て
い
る
。

杭
州
霊
隠
東
谷
光
禅
師
、常
之
無
錫
人
。
与
二
侍
読
尤
焴
一
厚
善
。
初
住
二
嘉
禾
本
覚
、一 

遷
二
蘇
之
霊
巌
・
常
州
華
蔵
。一
而
中
呉
万
寿
居
レ
之
最
久
、

衆
盈
二
七
百
、一 

法
道
為
レ
之
一
振
。
勅
授
二
明
之
育
王
、一
特
旨
移
二
霊
隠
。一（
中
略
）
宝
祐
元
年
臘
月
初
五
日
示
寂
。
書
レ
偈
辞
レ
衆
云
、東
谷
片
雲
収
、

月
円
当
二
古
渡
、一 

寒
驚
白
鳥
飛
、
夜
宿
二
無
影
樹
。一（
卍
続
蔵
一
四
二
・
四
五
五
ｃ
～
ｄ
）

こ
の
よ
う
に
記
事
内
容
は
き
わ
め
て
簡
略
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
「
五
燈
会
元
補
遺
」
の
東
谷
妙
光
の
章
に
よ
っ
て
、
辛
う
じ
て
妙
光
の
大
ま

か
な
活
動
の
流
れ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
末
「
五
燈
会
元
補
遺
」
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
、
妙
光
が
南
宋
末
期
の

宝
祐
元
年
（
一
二
五
三
）
に
示
寂
し
て
よ
り
一
世
紀
半
を
隔
て
た
明
代
初
期
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
参
学
期
の
足
跡
な
ど
は
全
く
記
さ

れ
て
お
ら
ず
、
各
寺
へ
の
入
寺
年
時
や
示
寂
し
た
と
き
の
世
寿
や
法
臘
な
ど
も
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
中
略
で
示
し
た
箇
所
は
後
に
取
り
上
げ
る
ご

と
く
妙
光
の
上
堂
語
そ
の
他
の
こ
と
ば
を
収
録
し
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
も
限
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
妙
光
が
門
下
に
示
し
た
接
化
の
あ

と
か
た
を
伝
え
る
貴
重
な
内
容
と
い
っ
て
よ
い
。

後
代
の
禅
宗
燈
史
と
し
て
『
五
燈
会
元
続
略
』
巻
一
上
「
東
谷
光
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
三
八
・
四
二
六
ｄ
）
と
『
継
燈
録
』
巻
一
「
東
谷
光
禅
師
」

の
章
（
卍
続
蔵
一
四
七
・
三
五
七
ｃ
）
と
『
五
燈
全
書
』
巻
三
〇
「
東
谷
光
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四
〇
・
三
六
二
ｂ
）
と
『
続
指
月
録
』
巻
一
「
東
谷
光

禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四
三
・
四
〇
三
ａ
）
な
ど
で
は
、
単
に
「
東
谷
光
禅
師
」
と
記
す
の
み
で
あ
り
、
地
名
や
住
持
寺
院
な
ど
の
記
載
す
ら
付
さ
れ

て
い
な
い
。
さ
ら
に
『
続
燈
正
統
』
巻
三
五
「
寧
波
府
東
谷
光
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四
四
・
四
四
八
ｃ
～
ｄ
）
や
『
祖
燈
大
統
』
巻
七
一
「
寧
波
府

東
谷
光
禅
師
」
の
章
（
禅
宗
全
書
二
一
・
一
五
一
一
頁
）
に
至
っ
て
は
、
住
持
し
た
寺
院
名
を
記
さ
ず
、
な
ぜ
か
「
寧
波
府
」
と
い
う
地
名
の
み
で
示
す

と
い
う
不
可
解
な
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
明
末
清
初
の
禅
宗
燈
史
で
は
、
内
容
的
に
全
く
「
五
燈
会
元
補
遺
」
の
記
事
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
後
代
で
は
妙

光
の
行
実
や
活
動
寺
院
そ
の
他
の
情
報
が
一
切
未
詳
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
『
続
燈
正
統
』
や
『
祖
燈
大
統
』
に
お

い
て
は
、
東
谷
が
明
州
（
明
清
代
に
は
寧
波
府
）
鄞
県
の
天
童
山
の
東
に
存
す
る
宏
智
正
覚
の
墓
塔
妙
光
塔
を
擁
す
る
東
谷
庵
に
結
び
付
け
ら
れ
て
推

測
さ
れ
た
が
た
め
に
、
寺
院
名
で
は
な
く
「
寧
波
府
」
と
い
う
地
名
の
み
が
付
さ
れ
た
不
自
然
な
表
記
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
に
載
る
東
谷
妙
光

禅
宗
燈
史
に
先
ん
じ
て
南
宋
末
期
に
大
慧
派
の
枯
崖
円
悟
が
編
集
し
た
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
に
は
、
幸
い
に
も
若
干
な
が
ら
東
谷
妙
光
に
関
す
る

貴
重
な
記
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る（

２
）。『

枯
崖
和
尚
漫
録
』
に
は
二
ヶ
所
に
妙
光
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
は
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
中
の
「
短

篷
遠
禅
師
」
の
項
の
末
尾
に
「
時
光
東
谷
亦
道
行
、
一
力
起
二
洞
上
之
宗
。一 

無
レ
謂
レ
無
レ
人
」（
卍
続
蔵
一
四
八
・
八
四
ａ
）
と
し
て
簡
略
に
付
さ
れ
て
い

る
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
妙
光
が
同
門
に
当
た
る
短
篷
□
遠
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
曹
洞
宗
旨
を
挙
揚
し
た
と
す
る
記
載
で
あ
り
、
枯
崖
円
悟
と

し
て
は
当
代
の
曹
洞
宗
を
担
う
優
れ
た
人
材
と
し
て
両
者
の
存
在
を
称
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
が
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
下
の
「
東
谷
光
禅
師
」
の
項
で
あ
っ
て
、

東
谷
光
禅
師
、
風
神
清
拔
有
二
精
識
。一 

見
二
祚
明
極
。一 
与
二
実
斎
蒋
公
、一 

為
二
法
喜
之
遊
。一 

蒋
録
二
西
庵
三
偈
一
以
寄
。
和
酬
云
、

　

�

莫
レ
道
西
庵
小
、
了
無
二
辺
与
一レ
表
、
還
二
他
親
到
来
、一 
一
一
方
分
暁
。
莫
レ
道
西
庵
静
、
鉄
牛
吼
声
震
、
露
柱
与
二
燈
籠
、一 

点
頭
相
共
応
。

莫
レ
道
西
庵
窮
、
呑
レ
空
復
吐
レ
空
、
相
二
逢
金
粟
老
、一 
﨟
月
鼓
二
春
風
。一 

住
二
霊
隠
一
已
罷
勌
溘
然
矣
。
東
澗
湯
公
漢
、
祭
以
レ
文
曰
、

　

�

維
東
谷
師
、昂
然
鶴
質
。
作
二
冷
泉
主
、一 

曾
不
二
多
日
、一 

示
レ
病
已
早
、示
レ
滅
何
疾
。
我
雖
二
乍
識
、一 

開
レ
口
吐
レ
実
、
問
訊
殷
勤
、
迹
疎
情
密
。

忽
遣
二
手
書
、一
古
畫
名
筆
、
聿
来
告
レ
行
、
覧
レ
之
自
失
。
諦
観
二
點
畫
、一
宛
然
遒
逸
、
是
過
量
人
、
生
死
斉
。一 

而
我
凡
情
、
悲
涕
為
出
。
雪

満
二
湖
山
、一 

羸
馬
難
レ
叱
。
聊
持
二
瓣
香
、一
往
吊
二
其
室
。一 

一
時
講
道
相
往
来
皆
名
公
卿
、
是
曰
二
同
レ
人
于
一レ
門
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
九
〇
ａ
～
ｂ
）

と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
東
谷
妙
光
そ
の
人
に
関
す
る
記
事
に
ほ
か
な
ら
な
い
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
三
巻
は
南
宋
末
期
の
景
定
年
間
（
一
二
六
〇
─

一
二
六
四
）
に
大
慧
派
の
枯
崖
円
悟
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
妙
光
が
宝
祐
元
年
（
一
二
五
三
）
一
二
月
に
示
寂
し
て
か
ら
、
僅
か
一
〇
年
余
り
し



東
谷
妙
光
と
曹
洞
宗
宏
智
派
の
相
承
（
上
）（
佐
藤
）

五

五
頁

［
再
念
校
］　

駒
澤
大
學　

佛
教
學
部
論
集　

第
53
號

か
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
き
わ
め
て
信
憑
性
の
高
い
内
容
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
円
悟
は
大
慧
派
の
偃
渓
広
聞
（
仏
智
禅
師
、
一
一
八
九
─

一
一
六
三
）
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
あ
り
、
し
か
も
妙
光
は
広
聞
の
後
席
を
継
い
で
明
州
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
に
住
持
し
、
逆
に
広
聞
は
妙

光
の
後
席
を
継
い
で
杭
州
銭
塘
県
の
北
山
景
徳
霊
隠
禅
寺
に
住
持
し
た
経
緯
が
そ
れ
ぞ
れ
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
妙
光
と
広
聞
の
間
に
は
親
密
な

交
友
関
係
が
存
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
広
聞
の
法
嗣
で
あ
る
円
悟
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
当
代
の
曹
洞
宗
を
代
表
す
る
禅
者
で
あ
っ
た
妙

光
の
あ
り
よ
う
を
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
円
悟
が
編
集
し
た
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
に
載
る
妙
光
の
記
事
は
、
南
宋
末
期
の
貴
重

な
事
跡
を
伝
え
る
内
容
と
見
て
よ
く
、
そ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
は
後
段
で
逐
一
に
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

道
号
・
法
諱
と
東
谷
庵
妙
光
塔

は
じ
め
に
問
題
と
す
べ
き
は
、
こ
の
人
の
東
谷
妙
光
と
い
う
道
号
と
法
諱
に
関
す
る
こ
と
が
ら
で
あ
ろ
う
。
妙
光
と
い
う
法
諱
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
中
国
で
著
さ
れ
た
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
や
禅
宗
燈
史
そ
の
他
の
記
事
の
中
で
明
確
に
「
妙
光
」
と
書
か
れ
て
い
る
事
例
は
実
際
の
と
こ
ろ
一
つ

も
存
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
東
谷
光
禅
師
」「
東
谷
光
和
尚
」「
光
東
谷
」
と
い
っ
た
具
合
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
法
諱
の
上

字
を
欠
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
人
の
法
諱
は
正
し
く
は
「
妙
光
」
と
記
す
べ
き
で
あ
り
、こ
の
点
に
つ
い
て
は
日
本
の
南
北
朝
後
期
に
五
山
版
と
し
て
編
纂
刊
行
さ
れ
た
『
仏

祖
正
伝
宗
派
図
』「
曹
洞
宗
」
の
項
に
「
華
蔵
明
極
慧
祚
」
の
法
嗣
と
し
て
「
霊
隠
東
谷
妙
光
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
応
永
二
五
年
（
一
四
一
八
）

に
夢
窓
派
の
古
篆
周
印
（
無
礙
）
に
よ
り
編
集
刊
行
さ
れ
た
『
仏
祖
宗
派
図
』「
曹
洞
宗
」
の
項
で
も
「
華
蔵
明
極
慧
祚
」
の
法
嗣
と
し
て
「
霊
隠
東

谷
妙
光
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、江
戸
期
に
編
纂
刊
行
さ
れ
た
『
正
誤
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
一
「
曹
洞
宗
」
の
項
で
は
「
華
蔵
明
極
恵
祚
」

の
法
嗣
と
し
て
「
承
天
短
篷
□
遠
」
と
「
霊
隠
東
谷
妙
光
」
の
二
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
に
残
る
南
北
朝
期
か
ら
江
戸
期
以

前
の
宗
派
図
で
は
、
い
ず
れ
も
「
東
谷
明
光
」
と
記
し
た
例
は
一
つ
も
見
ら
れ
ず
、
等
し
く
「
東
谷
妙
光
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
稿
で
も
「
東
谷
妙
光
」
と
い
う
表
記
で
統
一
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

現
今
、
日
本
で
出
版
さ
れ
た
禅
宗
関
係
の
書
籍
で
、
曹
洞
宗
宏
智
派
の
系
図
を
載
せ
る
場
合
に
「
東
谷
妙
光
」
で
は
な
く
、
な
ぜ
か
「
東
谷
明
光
」

と
記
し
て
い
る
事
例
が
か
な
り
の
頻
度
で
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
史
料
で
こ
の
人
の
法
諱
を
「
明
光
」
と
記
し
て
い
る
例
は
全
く

見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
明
光
と
記
す
の
は
明
確
に
誤
り
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う（

３
）。
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ち
な
み
に
『
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
や
『
仏
祖
宗
派
図
』
で
は
、
曹
洞
宗
の
「
天
童
如
浄
」
の
法
嗣
の
一
人
と
し
て
「
承
天
短
篷
□
遠
」
の
名
が
載

せ
ら
れ
て
お
り
、
中
世
日
本
の
五
山
禅
林
で
は
短
篷
□
遠
を
明
極
慧
祚
の
法
嗣
で
は
な
く
、
真
歇
派
の
長
翁
如
浄
の
法
嗣
と
し
て
伝
え
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸
期
の
『
正
誤
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
一
で
は
「
華
蔵
明
極
恵
祚
」
の
法
嗣
と
し
て
「
承
天
短
篷
□
遠
」
と
記
さ

れ
、
短
篷
□
遠
は
如
浄
の
法
嗣
か
ら
慧
祚
の
法
嗣
へ
と
改
め
ら
れ
、
妙
光
と
同
門
に
扱
わ
れ
て
い
る
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
中
の
「
短
篷
遠
禅
師
」

の
項
か
ら
す
る
と
、
短
篷
遠
は
如
浄
の
法
嗣
で
は
な
く
、
妙
光
と
同
じ
く
慧
祚
の
法
嗣
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
妙
光
の
道
号
と
さ
れ
る
「
東
谷
」
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
な
し
て
お
き
た
い
。
東
谷
の
道
号
が
本
師
の
明
極
慧
祚
か
ら
付
与
さ
れ
た
も

の
な
の
か
、
妙
光
が
自
ら
名
乗
っ
た
自
号
の
類
い
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。
こ
の
点
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
法
統
の
祖
師
で
あ
る
宏
智
正
覚

が
紹
興
二
七
年
（
一
一
五
七
）
一
〇
月
に
示
寂
し
た
際
、
遺
骨
が
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
の
東
方
、
古
天
童
の
東
谷
庵
に
収
め
ら
れ
て
墓
塔

が
妙
光
塔
と
称
せ
ら
れ
、
東
谷
庵
に
立
石
さ
れ
た
正
覚
の
塔
銘
が
「
宏
智
禅
師
妙
光
塔
銘
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
ろ
う（

４
）。

宏
智
派
の
東
谷
妙
光
と
い
う
道
号
と
法
諱
が
、
宏
智
正
覚
の
塔
頭
の
名
称
で
あ
る
東
谷
庵
と
墓
塔
の
名
で
あ
る
妙
光
塔
と
全
く
無
縁
で
あ
っ
た
と

解
す
る
の
は
如
何
に
も
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
東
谷
庵
の
妙
光
塔
と
東
谷
妙
光
は
き
わ
め
て
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
妙
光
自
身
も
早
く
か
ら
深
く
肝
に
銘
じ
て
意
識
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
妙
光
は
東
谷
庵
の
妙
光
塔
に
葬

ら
れ
た
宏
智
正
覚
の
法
曾
孫
と
し
て
曹
洞
宗
旨
を
継
承
維
持
す
べ
き
立
場
を
自
ら
に
課
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
東
谷
の
道
号
が
本
師
の
明
極
慧
祚

か
ら
授
与
さ
れ
た
道
号
頌
の
類
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
妙
光
自
身
が
率
先
し
て
自
ら
名
乗
っ
た
自
号
で
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
宏
智
正
覚
を
大
父
と
尊
崇
す
る
慧
祚
の
意
向
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
、
法
嗣
の
妙
光
が
道
号
に
「
東
谷
」
と
い
う
名
称
を
用
い
た
こ
と
は
疑

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、『
天
童
寺
志
』
巻
三
「
先
覚
攷
」
に
載
る
「
晦
巌
光
禅
師
」
の
項
で
は
「
師
諱
仏
光
、
晩
号
二
東
谷
、一
嗣
二
華
蔵
祚
一
」
と
あ
り
、
実
際
に

天
童
山
に
は
住
持
し
て
い
な
い
東
谷
妙
光
を
虎
丘
派
の
晦
巌
大
光
と
混
乱
し
、
本
来
は
虎
丘
派
の
笑
庵
了
悟
の
法
嗣
と
す
べ
き
大
光
を
、
慧
祚
の
法

嗣
の
東
谷
妙
光
と
解
し
、
法
諱
が
仏
光
で
、
晩
年
に
晦
巌
の
道
号
を
東
谷
に
改
め
た
か
の
ご
と
く
に
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
天
童
寺
志
』
で

は
曹
洞
宗
宏
智
派
の
東
谷
妙
光
と
臨
済
宗
虎
丘
派
の
晦
巌
大
光
を
混
同
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
「
師
、
諱
は
仏
光
」
と
記
し
た
こ

と
で
、
同
じ
く
南
宋
末
期
に
活
躍
し
た
仏
光
法
師
す
な
わ
ち
天
台
宗
の
晦
巌
法
照
（
仏
光
法
師
、
一
一
八
五
─
一
二
七
三
）
を
も
加
え
て
三
重
も
の
誤
り

を
犯
し
て
い
た
こ
と
に
な
る（

５
）。
本
来
は
全
く
別
人
で
あ
っ
た
は
ず
の
曹
洞
宗
の
東
谷
妙
光
と
臨
済
宗
虎
丘
派
の
晦
巌
大
光
と
天
台
宗
の
晦
巌
法
照
と
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い
う
三
者
が
な
ぜ
か
混
乱
錯
綜
さ
れ
て
、
一
人
の
人
物
の
ご
と
く
扱
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
重
大
な
過
ち
を
演
じ
て
い
る
。
し
か
も
「
晩
に
東
谷
と

号
し
、
華
藏
の
祚
に
嗣
ぐ
」
と
付
記
し
た
こ
と
で
、
元
来
は
天
童
寺
に
住
持
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
妙
光
を
華
蔵
寺
の
明
極
慧
祚
の
法
嗣
と
記
し
て

天
童
寺
の
住
持
世
代
に
載
せ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
天
童
山
に
住
持
し
な
か
っ
た
曹
洞
宗
の
東
谷
妙
光
と
、
天
童
山
に
住
持
し
た
虎
丘
派
の
晦
巌
大
光
と
い
う
二
人
の
禅
者
の
事
跡
が
如
何
に

後
世
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
従
来
は
全
く
関
係
な
か
っ
た
は
ず
の
天
台
宗
の
晦
巌
法
照
ま
で
も
加
え
て

三
重
の
誤
り
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
如
何
に
限
ら
れ
た
曖
昧
な
史
料
の
中
で
別
人
が
同
一
人
物
の
ご
と
く
見
誤
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
問

題
を
提
起
す
る
一
例
と
し
て
、
逆
に
貴
重
な
課
題
を
提
供
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い（

６
）。

無
錫
と
華
蔵
寺

妙
光
の
出
身
地
に
つ
い
て
は
「
五
燈
会
元
補
遺
」
に
「
常
之
無
錫
人
」
と
あ
る
か
ら
、
常
州
（
江
蘇
省
）
無
錫
県
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
俗
姓
に
つ
い
て
は
何
ら
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
常
州
無
錫
県
と
は
現
今
の
江
蘇
省
無
錫
市
の
こ
と
で
あ
り
、
隋
代
に
無
錫
は

常
州
に
属
し
、
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
も
こ
れ
に
依
っ
て
い
る
。
常
州
は
毘
陵
郡
ま
た
は
晋
陵
郡
と
も
称
さ
れ
、
州
内
は
晋
陵
県
・
武
進
県
・
宜

興
県
・
江
陰
県
・
無
錫
県
と
い
う
五
県
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
中
の
一
県
が
無
錫
県
に
当
た
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
無
錫
は
太
湖
に
臨
む
山
紫
水
明
の

景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
妙
光
の
俗
姓
が
無
錫
の
如
何
な
る
氏
族
で
あ
っ
た
の
か
は
残
念
な
が
ら
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
あ
る
い
は
後
に
触
れ

る
が
ご
と
く
無
錫
の
地
を
本
貫
と
す
る
尤
氏
の
一
族
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

妙
光
の
生
年
に
つ
い
て
も
何
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
状
況
的
に
は
十
二
世
紀
の
後
半
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
大
慧
派
の
偃
渓
広
聞
や
松
源

派
の
虚
堂
智
愚
（
息
耕
叟
、
一
一
八
五
─
一
二
六
九
）
な
ど
と
関
わ
り
深
い
こ
と
か
ら
、
彼
ら
と
同
世
代
で
あ
っ
た
も
の
と
目
さ
れ
る
。
妙
光
は
お
よ
そ

十
二
世
紀
後
半
の
淳
煕
年
間
（
一
一
七
四
─
一
一
八
九
）
の
後
半
頃
か
ら
紹
煕
年
間
（
一
一
九
〇
─
一
一
九
四
）
の
頃
に
出
生
し
て
い
る
と
解
し
て
お
き
た

い
。
同
じ
曹
洞
宗
の
如
浄
は
紹
興
三
二
年
（
一
一
六
二
）
に
越
州
（
浙
江
省
）
に
生
ま
れ
、
宝
慶
三
年
（
一
二
二
七
）
七
月
一
七
日
に
世
寿
六
六
歳
で
遷

化
し
て
い
る
が（

７
）、

妙
光
の
ほ
う
は
如
浄
よ
り
二
〇
歳
ほ
ど
若
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
下
「
東
谷
光
禅
師
」
の
項
に
お
い
て
、
広
聞
の
法
嗣
で
あ
る
枯
崖
円
悟
は
妙
光
の
人
柄
に
つ
い
て
「
風
神
清

拔
に
し
て
精
識
有
り
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。
風
神
と
は
風
采
精
神
の
略
で
、
人
柄
と
か
人
品
の
意
で
あ
り
、
そ
の
人
の
持
つ
趣
や
気
品
の
こ
と
に
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ほ
か
な
ら
な
い
。
清
拔
と
は
清
ら
か
で
秀
で
て
い
る
こ
と
、
姿
か
た
ち
が
清
く
す
ぐ
れ
て
い
る
さ
ま
を
い
い
、
俗
気
の
な
い
清
浄
な
様
子
を
表
し
て

い
る
。
円
悟
と
し
て
は
妙
光
を
人
品
の
き
わ
め
て
高
潔
清
浄
な
禅
者
と
し
て
見
做
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
円
悟
は
妙
光
を「
精
識
有
り
」

と
評
し
て
い
る
が
、
精
識
と
は
よ
く
記
憶
し
て
い
る
、
記
憶
力
が
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
て
い
る
意
で
あ
る
か
ら
、
妙
光
が
卓
越
し
た
見
識
を
具
え
て
い

た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る（

８
）。

こ
れ
は
妙
光
の
人
柄
や
性
格
を
伝
え
た
貴
重
な
記
事
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
妙
光
は
気
品
に
満
ち
て
見
識
を
具
え

た
す
ぐ
れ
た
禅
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

妙
光
が
如
何
な
る
幼
年
期
を
過
ご
し
た
の
か
、
ま
た
出
家
得
度
す
る
因
縁
や
受
戒
の
年
時
な
ど
に
つ
い
て
も
一
切
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、

常
州
無
錫
県
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
妙
光
は
郷
里
の
名
刹
で
あ
る
華
蔵
寺
で
早
く
か
ら
明
極
慧
祚
の
も
と
に
投
じ
、
慧
祚
を
受
業
師

と
し
て
出
家
得
度
し
曹
洞
宗
旨
を
参
学
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。『
増
集
続
伝
燈
録
』
で
は
「
華
蔵
明
極
祚
禅
師
法
嗣
」
と
あ
り
、

『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
下
「
東
谷
光
禅
師
」
に
も
「
祚
明
極
に
見
ゆ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
妙
光
が
慧
祚
に
相
見
し
て
参
学
に
努
め
て
嗣
法
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
妙
光
が
如
何
な
る
悟
道
の
機
縁
を
経
て
慧
祚
の
法
を
嗣
い
だ
の
か
、
具
体
的
な
記
述
は
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
。
状
況
的
に
妙
光
は
地
元
無
錫
に
在
っ
て
曹
洞
宗
旨
に
触
れ
る
機
会
を
得
、
慧
祚
の
接
化
で
坐
禅
に
親
し
ん
で
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

本
師
明
極
慧
祚
に
つ
い
て

妙
光
の
嗣
法
の
本
師
で
あ
る
明
極
慧
祚
に
つ
い
て
は
す
で
に
詳
し
く
触
れ
た（
９
）の
で
、
こ
こ
で
は
妙
光
と
の
関
わ
り
を
踏
ま
え
て
簡
略
に
事
跡
を
述

べ
る
に
止
め
た
い
。
お
そ
ら
く
妙
光
は
久
し
く
無
錫
県
の
華
蔵
寺
で
化
導
を
敷
い
た
慧
祚
の
も
と
に
投
じ
、
宏
智
正
覚
の
禅
風
に
心
酔
し
て
い
た
慧

祚
に
就
い
て
曹
洞
宗
旨
の
参
学
研
鑽
に
努
め
、
久
し
い
辦
道
修
行
を
経
て
印
可
証
明
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
慧
祚
が
珍
し
く
も
無
錫
の
華
蔵
寺
で

黙
照
禅
を
挙
揚
し
て
い
た
こ
と
が
縁
で
妙
光
は
曹
洞
宗
に
帰
属
し
た
わ
け
で
あ
り
、
慧
祚
と
妙
光
の
師
資
は
ま
さ
に
大
父
を
も
っ
て
宏
智
正
覚
の
禅

を
継
承
せ
ん
と
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
両
者
が
並
々
な
ら
ぬ
覚
悟
で
正
覚
の
黙
照
禅
に
傾
倒
し
て
い
た
さ
ま
が
知
ら
れ
、
曹
洞
宗
旨
の
再
振
を
願
望

す
る
か
の
思
い
に
満
ち
て
い
た
感
が
窺
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
『
如
浄
和
尚
語
録
』「
住
建
康
府
清
凉
寺
語
録
」
の
冒
頭
に
は
「
師
於
二
嘉
定
三
年
十
月
初
五
日
、一 

於
二
華
蔵
褒
忠
禅
寺
一
受
レ
請
入
レ
寺
」

（
大
正
蔵
四
八
・
一
二
一
ｃ
）
と
あ
り
、
如
浄
は
嘉
定
三
年
（
一
二
一
〇
）
一
〇
月
五
日
の
達
磨
忌
に
無
錫
の
華
蔵
寺
で
請
を
受
け
て
建
康
府
（
南
京
）
の
石

頭
山
清
凉
広
慧
禅
寺
に
開
堂
出
世
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
華
蔵
寺
の
住
持
を
務
め
て
い
た
の
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
は
明
確
で
な
い
が
、
時
期
的
に
大
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慧
派
の
遯
庵
宗
演
か
宏
智
派
の
明
極
慧
祚
あ
る
い
は
大
慧
派
の
秀
巌
師
瑞
（
？
―
一
二
二
三
）
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る（

（1
（

。
仮
に
住
持
が
慧

祚
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
あ
る
い
は
如
浄
は
こ
の
と
き
華
蔵
寺
の
慧
祚
の
も
と
に
在
っ
た
妙
光
と
も
面
識
が
存
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
少
な
く
と

も
『
如
浄
和
尚
語
録
』「
偈
頌
」
に
「
送
三
僧
見
二
明
極
和
尚
一
」（
大
正
蔵
四
八
・
一
三
二
ｂ
～
ｃ
）
と
い
う
偈
頌
も
収
め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

こ
と
か
ら
、
如
浄
が

同
じ
曹
洞
宗
の
慧
祚
と
関
わ
り
深
か
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

妙
光
と
同
門
に
当
た
る
短
篷
□
遠
は
後
に
如
浄
に
も
参
学
し
た
も
の
ら
し
く
、
徹
底
し
た
坐
禅
を
重
ん
じ
、
鉄
の
杭
を
打
ち
込
ん
だ
よ
う
に
不
動

で
あ
っ
た
た
め
「
遠
鉄
橛
」
と
称
さ
れ
た
禅
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
お
そ
ら
く
妙
光
も
ま
た
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
黙
照
禅
に
傾
倒
し
、
同
じ
よ

う
に
坐
禅
を
重
視
し
た
曹
洞
禅
者
で
あ
っ
た
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
上
「
明
極
祚
禅
師
」
の
項
に
「
常
州
華
蔵
明
極
祚

禅
師
、
嗣
二
自
得
暉
。一 （
中
略
）
明
極
以
二
大
父
一
事
二
宏
智
一
」（
卍
続
蔵
一
四
八
・
七
五
ｃ
）
と
あ
り
、
慧
祚
は
常
に
法
祖
に
当
た
る
宏
智
正
覚
を
大
父
す

な
わ
ち
法
統
の
祖
父
と
し
て
殊
の
ほ
か
尊
崇
し
、
正
覚
の
教
え
を
宣
揚
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。
妙
光
も
ま
た
参
学
期
に
華
蔵
寺
の
慧

祚
の
も
と
で
『
宏
智
禅
師
語
録
』
な
ど
を
実
地
に
参
究
し
、
正
覚
の
示
す
曹
洞
宗
旨
に
深
く
共
鳴
し
、
と
り
わ
け
黙
照
禅
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
慧
祚
が
住
持
し
て
い
た
常
州
無
錫
県
の
華
蔵
寺
に
つ
い
て
は
、
南
宋
末
期
か
ら
元
代
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
咸
淳
毘
陵
志
』
巻
二
五

「
寺
院
」
の
「
無
錫
」
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

華
蔵
褒
忠
顕
親
禅
寺
、
在
二
県
西
三
十
六
里
青
山
彎
。一 

国
朝
紹
興
中
、
張
循
王
俊
、
即
レ
墳
建
レ
刹
、
賜
二
今
額
。一 

有
レ
亭
名
二
雲
海
、一
瞰
二
太
湖
一

騒
レ
人
。
墨
客
多
吟
詠
、
尤
遂
初
亭
前
山
色
遶
危
欄
之
篇
、
尤
膾
灸
〈
見
二
詞
翰
門
一
〉。
後
厄
二
於
回
禄
、一
寺
非
二
旧
観
、一 

而
亭
如
レ
故
。

往
古
の
華
蔵
寺
の
開
山
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
─
一
一
六
二
）
に
循
王
の
張
俊
（
字
は
伯
英
、
一
〇
八
六
─

一
一
五
四
）
が
家
刹
と
な
し
、
華
蔵
褒
忠
顕
親
禅
寺
の
勅
額
を
賜
わ
っ
て
い
る
。『
扶
桑
五
山
記
』
一
「
大
宋
国
諸
寺
位
次
」
の
「
甲
刹
」
に
も
、

華
蔵
、
常
州
毘
陵
顕
親
禅
寺
〈
南
京
常
州
府
無
錫
県
〉。
開
山
［　
　

］。
中
興
安
民
禅
師
。
青
山
・
雲
海
亭
・
望
江
亭
。（
玉
村
本
・
一
一
頁
）

と
簡
略
な
が
ら
記
事
が
存
し
て
い
る
。
開
山
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
楊
岐
派
の
圜
悟
克
勤
（
仏
果
禅
師
、
一
〇
六
三
─
一
一
三
五
）
の
高
弟
で
あ
る
華

蔵
安
民
（
密
印
禅
師
）
を
中
興
開
山
と
し
て
禅
刹
に
改
め
た
も
の
ら
し
い
。『
密
菴
和
尚
語
録
』
に
「
常
州
褒
忠
顕
報
華
蔵
禅
寺
語
録
」
を
収
め
て
お
り
、

虎
丘
派
の
密
庵
咸
傑
も
華
蔵
寺
に
住
持
し
て
い
る
。
華
蔵
寺
は
無
錫
県
西
三
六
里
の
青
山
湾
に
存
し
た
と
さ
れ
、
慧
祚
や
妙
光
ら
が
活
躍
し
た
頃
に

は
華
蔵
褒
忠
顕
親
禅
寺
と
称
し
、
禅
宗
甲
刹
の
一
つ
に
列
し
て
い
る
。
ま
た
寺
内
に
は
雲
海
亭
と
望
江
亭
が
建
て
ら
れ
、
太
湖
の
青
山
湾
に
面
し
た
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絶
景
の
地
に
存
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
古
来
よ
り
詩
人
墨
客
ら
が
太
湖
に
臨
む
景
勝
を
愛
し
て
華
蔵
寺
の
存
す
る
地
に
到
り
、尤
袤
（
字

は
延
之
、
遂
初
居
士
、
一
一
二
七
―
一
一
九
三
）
を
は
じ
め
と
し
て
詩
文
を
詠
じ
る
者
が
多
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

慧
祚
の
も
と
に
は
東
谷
妙
光
や
短
篷
□
遠
の
ほ
か
に
も
久
し
く
参
学
し
て
い
た
門
人
と
し
て
破
庵
派
の
石
室
法
輝
と
い
う
禅
者
が
存
し
て
い
る
。

『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
中
「
嘉
興
府
光
孝
石
室
輝
禅
師
」
の
項
に
よ
れ
ば
、

室
久
侍
二
明
極
、一
後
嗣
二
無
準
。一 

性
介
烈
貴
勢
、
不
二
敢
干
以
一レ
私
。
住
二
慶
元
彰
聖
、一
官
府
科
擾
無
レ
節
、
棄
去
。
府
公
聞
レ
之
雖
二
勉
留
、一 

不
レ

回
矣
。
嘗
掛
レ
牌
、
首
二
衆
径
山
。一 

其
語
穏
実
。（
卍
続
蔵
一
四
八
・
八
六
ａ
）

と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
、
法
輝
が
久
し
く
慧
祚
に
参
学
し
て
い
た
事
実
を
伝
え
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
点
は
破
庵
派
（
無
準
下
）
の
希
叟
紹
曇
も
『
希
叟
和

尚
広
録
』
巻
七
「
賛
」
に
お
い
て
、

　
　

石
室
和
尚
〈
万
寿
応
巌
請
〉。

面
孔
得
二
人
憎
、一
脳
中
秋
月
皎
。
做
処
没
二
瘢
痕
、一 

用
時
成
レ
要
妙
。
見
二
明
極
一
透
二
出
夜
明
簾
、一
依
二
円
照
一
爛
二
煨
文
武
火
。一 

幾
処
移
レ
場
弄
二

険
機
、一 

電
巻
風
旋
人
絶
倒
。
夫
是
之
謂
二
石
室
道
人
。一 

前
身
後
身
、
一
夢
両
覚
。（
卍
続
蔵
一
二
二
・
一
五
九
ｃ
）

と
い
う
仏
祖
賛
を
残
し
て
お
り
、
同
門
に
当
た
る
法
輝
に
対
し
て
「
明
極
に
見
え
て
夜
明
簾
を
透
出
し
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ

る
。
石
室
輝
禅
師
な
い
し
石
室
和
尚
と
は
、
破
庵
派
の
無
準
師
範
（
円
照
、
仏
鑑
禅
師
、
一
一
七
七
─
一
二
四
九
）
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
の
一
人
で
あ
る

石
室
法
輝
（
法
暉
と
も
）
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
法
輝
は
郷
関
や
俗
姓
が
定
か
で
な
い
が
、
久
し
く
慧
祚
に
随
侍
し
た
も
の
ら
し
く
、
一
に
慧

祚
の
子
飼
い
の
門
人
で
法
輝
と
い
う
法
諱
も
慧
祚
す
な
わ
ち
法
祚
か
ら
付
与
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
目
さ
れ
る（

（1
（

。
法
輝
は
や
が
て
久
し
く
参

学
し
た
慧
祚
の
も
と
を
離
れ
、
無
準
師
範
（
円
照
）
の
門
下
に
投
じ
て
お
り
、
つ
い
に
は
師
範
の
法
を
嗣
い
で
臨
済
禅
者
と
な
っ
て
い
る
。
法
輝
は

華
蔵
寺
の
慧
祚
の
も
と
で
妙
光
や
短
篷
遠
ら
と
と
も
に
曹
洞
宗
旨
を
久
し
く
研
鑽
し
、
慧
祚
が
示
寂
し
て
後
か
師
範
に
参
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
ら
し
く
、
杭
州
餘
杭
県
西
北
の
径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
（
五
山
第
一
位
）
で
は
師
範
の
も
と
で
首
座
（
第
一
座
）
を
務
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
法
輝
は
明
州
鄞
県
西
南
七
〇
里
の
小
渓
に
存
し
た
彰
聖
禅
院
（
報
忠
福
善
禅
院
）
に
住
持
と
し
て
開
堂
出
世
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

彰
聖
院
に
住
持
し
た
も
の
の
、
ま
も
な
く
官
府
の
待
遇
の
い
い
加
減
さ
か
ら
退
住
を
願
い
出
、
明
州
府
主
が
こ
れ
を
聞
い
て
努
め
て
留
め
よ
う
と
し

た
が
、顧
み
る
こ
と
な
く
彰
聖
院
を
後
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、法
輝
は
秀
州
嘉
興
府
（
嘉
禾
）
の
天
寧
報
恩
光
孝
禅
寺
に
遷
住
し
て
お
り
、

一
僧
と
の
間
で
交
わ
し
た
問
答
商
量
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
希
叟
紹
曇
に
法
輝
の
頂
相
賛
を
依
頼
し
た
「
万
寿
応
巌
」
に
つ
い
て
は
定
か
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で
な
い
が
、
応
巌
（
法
諱
は
未
詳
）
は
お
そ
ら
く
法
輝
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
南
宋
末
期
に
蘇
州
府
治
（
元
和
県
）
の
万
寿

報
恩
光
孝
禅
寺
の
住
持
を
勤
め
て
い
た
際
に
法
叔
の
紹
曇
の
も
と
を
訪
ね
、
法
輝
の
頂
相
に
賛
を
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
の

み
で
な
く
『
希
叟
和
尚
広
録
』
で
も
法
輝
が
明
極
慧
祚
に
参
じ
た
こ
と
を
特
筆
し
て
い
る
か
ら
、
法
輝
が
慧
祚
の
子
飼
い
の
門
人
で
あ
っ
た
ら
し
い

こ
と
が
知
ら
れ
、
妙
光
な
ど
と
と
も
に
慧
祚
の
も
と
で
得
度
を
受
け
た
小
師
か
参
学
の
門
人
で
あ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。
紹
曇
は
「
明
極
に
見

え
て
夜
明
簾
を
透
出
し
、
円
照
に
依
り
て
文
武
の
火
を
爛
煨
す
」
と
法
輝
を
称
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
法
輝
が
慧
祚
の
も
と
で
洞
上
の
夜
明
簾
す
な

わ
ち
深
遠
な
曹
洞
宗
旨
に
参
じ
、
そ
の
後
、
師
範
の
も
と
に
投
じ
て
臨
済
宗
旨
を
究
め
尽
し
て
法
を
嗣
い
だ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
紹
曇
は
「
石
室

和
尚
」
の
賛
で
法
輝
が
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
の
両
宗
旨
を
兼
ね
て
修
め
て
い
た
点
を
強
調
し
て
い
る
。
妙
光
は
師
範
よ
り
若
干
な
が
ら
後
輩
に
当
た
る

も
の
の
、
ほ
ぼ
同
世
代
の
禅
者
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
法
輝
は
お
そ
ら
く
晩
年
に
近
い
頃
の
慧
祚
に
随
侍
し
、
妙
光
や
師
範
よ
り
は
い
く
ぶ
ん
年
少

で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
法
輝
は
無
準
門
下
に
お
い
て
比
較
的
に
年
長
に
属
す
る
長
老
格
の
門
人
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
淳
祐
年
間

（
一
二
四
一
―
一
二
五
二
）
の
末
頃
か
ら
景
定
年
間
（
一
二
六
〇
―
一
二
六
四
）
に
か
け
て
活
躍
し
た
も
の
で
あ
ろ（

（1
（

う
。

嘉
興
の
寿
山
本
覚
寺
に
開
堂
出
世
す
る

妙
光
が
最
初
に
開
堂
出
世
し
た
の
は
嘉
興
府
（
浙
江
省
）
嘉
興
県
（
嘉
禾
）
西
二
七
里
に
存
し
た
寿
山
本
覚
禅
寺
で
あ
り
、「
五
燈
会
元
補
遺
」
に

よ
れ
ば
「
初
住
二
嘉
禾
本
覚
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
嘉
禾
の
本
覚
寺
が
晋
山
開
堂
し
た
初
住
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
明
の
万
暦

二
八
年
（
一
六
〇
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
嘉
興
府
志
』
巻
四
「
寺
観
」
の
「
秀
水
県
」
に
よ
れ
ば
、

本
覚
寺
、
在
二
治
西
二
十
七
里
。一 

即
春
秋
時
、
檇
李
之
地
。
旧
名
二
報
本
禅
院
。一 

内
有
二
檇
李
亭
・
蘇
長
公
三
過
堂
。一 

宣
和
年
間
、
改
為
二
神
霄

玉
清
万
寿
宮
。一 

建
炎
元
年
、
復
二
旧
額
。一 

淳
祐
間
、
守
臣
趙
與
訔
、
請
為
二
本
覚
禅
院
。一 

洪
武
初
、
定
為
二
禅
寺
。一 

万
暦
十
二
年
、
郡
守
龔
勉
、

葺
二
三
過
堂
、一 

祀
二
蘇
公
、一 

并
集
二
古
今
游
覧
詩
文
一
成
レ
帙
。

と
あ
り
、
嘉
興
府
（
秀
州
）
の
秀
水
県
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
嘉
興
県
が
時
代
に
よ
っ
て
古
く
は
檇
李
さ
ら
に
後
に
は
秀
水
県
と
も
嘉
興
県
と

も
称
し
、
俗
に
嘉
禾
と
も
称
さ
れ
た
こ
と
に
因
ん
で
い
る
。
一
方
、『
扶
桑
五
山
記
』
一
「
大
宋
国
諸
寺
位
次
」
の
「
甲
刹
」
に
よ
れ
ば
、

寿
山
、
秀
州
嘉
興
県
〈
浙
江
嘉
興
府
〉
本
覚
禅
寺
〈
在
二
秀
水
県
。一 

宋
建
。
宣
和
中
、
改
為
二
神
霄
玉
清
万
寿
宮
。一 

建
炎
初
、
復
二
旧
額
。一 

正

携
李
之
地
、
今
有
二
携
李
亭
一
〉。
開
山
静
恵
禅
師
。
一
撃
亭
・
携
李
亭
・
三
過
堂
〈
在
二
秀
水
県
本
覚
寺
。一 

宋
蘇
軾
与
二
文
長
老
、一 

三
過
レ
此
、
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皆
有
レ
詩
。
後
人
因
建
レ
堂
命
名
焉
。〉（
玉
村
本
・
一
七
～
一
八
頁
）

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
覚
寺
は
秀
州
嘉
興
府
秀
水
県
治
西
二
七
里
に
存
し
、
南
宋
後
期
に
は
甲
刹
に
列
し
て
名
声
を
馳
せ
て
い
た
ら
し
い

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
寺
の
開
山
は
静
恵
禅
師
（
法
諱
は
僧
翼
か
）
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
禅
者
が
具
体
的
に
如
何
な
る
人
な
の
か
明
確
で
な
い
。
寺

内
の
三
過
堂
は
北
宋
代
に
文
人
の
蘇
軾
（
字
は
子
瞻
、
諡
は
文
忠
、
東
坡
居
士
、
一
〇
三
六
─
一
一
〇
一
）
と
臨
済
宗
黄
龍
派
の
雲
庵
克
文
（
真
浄
禅
師
、

一
〇
二
五
─
一
一
〇
一
）
が
関
わ
り
を
持
っ
て
詩
を
詠
じ
た
史
蹟
と
さ
れ
て
い
る
。
北
宋
後
期
に
は
臨
済
宗
の
本
覚
若
浮
（
？
─
一
〇
八
六
）
や
雲
門
宗

の
本
覚
守
一
（
法
真
禅
師
）
な
ど
が
本
覚
寺
に
住
持
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
南
宋
後
期
に
は
妙
光
の
ほ
か
に
日
本
に
渡
来
し
た
大
休
正
念
（
仏
源
禅
師
、

一
二
一
五
─
一
二
八
九
）
と
同
門
で
『
拈
八
方
珠
玉
集
』
を
編
纂
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
松
源
派
の
雲
谷
懐
慶
（
祖
慶
と
も
）
な
ど
も
入
寺
し
て
い

る（
（1
（

。
元
代
に
入
っ
て
も
松
源
派
の
霊
石
如
芝
（
仏
鑑
禅
師
、
一
二
四
六
─
？
）
や
同
じ
松
源
派
金
剛
幢
下
の
了
庵
清
欲
（
南
堂
、
慈
雲
普
済
禅
師
、
一
二
八
八

─
一
三
六
三
）
さ
ら
に
大
慧
派
の
楚
石
梵
琦
（
曇
耀
、
西
斎
和
尚
、
仏
日
普
照
慧
辯
禅
師
、
一
二
九
六
─
一
三
七
〇
）
な
ど
す
ぐ
れ
た
人
材
が
相
継
い
で
嘉
興

の
本
覚
寺
で
化
導
を
敷
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る（

（1
（

か
ら
、
宋
元
代
に
嘉
興
の
名
刹
と
し
て
名
が
轟
い
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

本
覚
寺
に
開
堂
出
世
し
た
際
、
お
そ
ら
く
妙
光
は
入
院
法
語
で
本
師
の
明
極
慧
祚
に
対
し
て
親
し
く
嗣
承
香
を
焚
い
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
、
こ

の
と
き
か
ら
正
式
に
曹
洞
禅
者
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
慧
祚
が
示
寂
し
た
年
月
日
な
ど
は
定
か
で
な
い
が
、
世
寿
七
七

歳
で
遺
偈
を
残
し
て
示
寂
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
師
匠
の
自
得
慧
暉
が
淳
熙
一
〇
年
（
一
一
八
三
）
に
逝
去
し
て
い
る
点
を
踏
ま
え
る
と
、
お
そ
ら

く
慧
祚
は
嘉
定
年
間（
一
二
〇
八
─
一
二
二
四
）の
後
半
頃
の
示
寂
に
相
当
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
い
で
真
歇
派
の
如
浄
が
宝
慶
三
年（
一
二
二
七
）

七
月
一
七
日
に
世
寿
六
六
歳
で
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
で
示
寂
し
て
お
り
、
天
童
山
内
の
南
谷
庵
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
如
浄
の
法
弟

に
当
た
る
棘
林
□
杞
（
□
杷
と
も
、
？
─
一
二
五
八
）
な
ど
も
活
躍
し
て
い
た
が
、
慧
祚
と
如
浄
を
失
っ
て
曹
洞
禅
者
の
数
が
極
端
に
減
り
、
曹
洞
宗

の
勢
力
が
衰
退
し
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
妙
光
が
短
篷
□
遠
と
と
も
に
宏
智
派
の
曹
洞
禅
者
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
た
こ
と
は
、
嫌

が
上
に
も
世
の
注
目
を
集
め
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。

妙
光
が
本
覚
寺
に
開
堂
出
世
し
た
年
時
は
定
か
で
な
い
が
、
後
に
詳
し
く
触
れ
る
ご
と
く
妙
光
が
諸
禅
寺
の
住
職
と
し
て
化
導
を
敷
い
た
期
間
は

お
よ
そ
三
〇
年
間
に
及
ん
だ
も
の
ら
し
い
。
妙
光
が
示
寂
し
た
の
が
宝
祐
元
年
（
一
二
五
三
）
一
二
月
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
三
〇
年
前
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
お
よ
そ
嘉
定
年
間
（
一
二
〇
八
─
一
二
二
四
）
の
末
頃
か
宝
慶
年
間
（
一
二
二
五
─
一
二
二
七
）
の
初
め
頃
に
妙
光
は
本
覚
寺
に
開
堂
出

世
し
て
い
る
計
算
に
な
ろ
う（

（1
（

。
す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
慧
祚
は
世
寿
七
七
歳
で
無
錫
の
華
蔵
寺
で
示
寂
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
示
寂
年
時
な
ど
は
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定
か
で
な
い
。
こ
の
た
め
妙
光
が
本
覚
寺
に
開
堂
出
世
し
た
当
初
、
慧
祚
が
い
ま
だ
健
在
で
あ
っ
た
か
否
か
も
明
確
で
は
な
い
が
、
状
況
的
に
は
す

で
に
世
を
去
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
解
せ
ら
れ
る
。

ま
た
妙
光
が
本
覚
寺
に
開
堂
出
世
し
た
頃
、
日
本
か
ら
永
平
道
元
が
入
宋
求
法
し
、
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
に
お
い
て
真
歇
派
の
如
浄
に

参
学
し
て
法
を
嗣
ぎ
、
宝
慶
三
年
（
一
二
二
七
）
秋
に
曹
洞
宗
旨
を
最
初
に
日
本
に
伝
え
て
い
る
。
妙
光
の
法
孫
に
当
た
る
東
明
慧
日
が
鎌
倉
幕
府

の
第
九
代
執
権
で
あ
る
北
条
貞
時
（
法
名
は
崇
暁
・
崇
演
、
一
二
七
一
─
一
三
一
一
）
の
招
き
で
日
本
に
渡
来
す
る
の
は
こ
れ
よ
り
八
〇
年
あ
ま
り
を
経

た
延
慶
元
年
（
元
の
至
大
元
年
、一
三
〇
八
）
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
妙
光
の
法
曾
孫
に
当
た
る
東
陵
永
璵
が
室
町
幕
府
の
足
利
直
義
（
三
条
殿
、

一
三
〇
六
─
一
三
五
二
）
や
仏
光
派
（
夢
窓
派
祖
）
の
夢
窓
疎
石
（
朴
訥
子
、
夢
窓
国
師
、
一
二
七
五
─
一
三
五
一
）
の
招
き
で
日
本
に
到
っ
た
の
は
北
朝
の
観

応
二
年
（
元
の
至
正
一
一
年
、
一
三
五
一
）
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
中
「
短
篷
遠
禅
師
」
の
項
の
末
尾
に
は
、

時
に
光
東
谷
も
亦
た
道
行
な
り
、
一
力
、
洞
上
の
宗
を
起
こ
す
。
人
無
し
と
謂
う
こ
と
無
か
れ
。

と
あ
り
、
妙
光
が
同
門
に
当
た
る
短
篷
□
遠
と
力
を
合
わ
せ
て
曹
洞
宗
旨
を
起
こ
す
こ
と
に
努
め
た
業
績
を
特
筆
し
て
お
り
、
決
し
て
南
宋
後
期
の

曹
洞
宗
に
す
ぐ
れ
た
人
材
が
輩
出
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
と
力
説
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
表
現
が
記
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
曹
洞
宗
が
か
な

り
衰
微
し
て
い
た
こ
と
を
逆
に
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
妙
光
が
明
極
慧
祚
に
嗣
承
香
を
焚
い
て
曹
洞
禅
者
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
こ
と
は
、
嫌

が
上
に
も
注
目
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
妙
光
と
同
門
の
短
篷
遠
は
そ
の
修
行
期
に
明
極
慧
祚
の
ほ
か
、
真
歇
派
の
長
翁
如
浄
に
も
参
学
し
て
い
た

経
験
が
存
し
た
も
の
ら
し
い
。
慧
祚
と
如
浄
に
は
道
交
が
存
し
た
こ
と
か
ら
、
妙
光
も
同
じ
曹
洞
禅
者
で
あ
る
如
浄
の
存
在
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
天
童
山
の
如
浄
の
も
と
に
道
元
と
い
う
日
本
僧
が
訪
れ
、
法
を
嗣
い
で
帰
国
し
た
経
緯
な
ど
も
遠
く
伝
え
聞
い
て
い
た
可

能
性
も
存
し
よ
う
。

蘇
州
の
霊
巌
山
崇
報
寺
に
入
寺
す
る

つ
い
で
妙
光
は
蘇
州
（
江
蘇
省
）
平
江
府
呉
県
西
南
二
五
里
の
霊
巌
山
崇
報
禅
寺
（
旧
名
は
秀
峰
寺
）
に
住
持
し
て
い
る
。「
五
燈
会
元
補
遺
」
に
よ

れ
ば
「
遷
二
蘇
之
霊
巌
・
常
州
華
蔵
一
」
と
あ
る
か
ら
、
嘉
興
の
本
覚
寺
に
つ
づ
い
て
妙
光
は
そ
の
ま
ま
蘇
州
の
霊
巌
寺
に
遷
住
し
た
ら
し
い
こ
と

が
知
ら
れ
る
が
、
や
は
り
具
体
的
な
入
寺
の
時
期
な
ど
は
定
か
で
な
い
。
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蘇
州
の
霊
巌
寺
に
つ
い
て
は
清
の
同
治
年
間
（
一
八
六
二
―
一
八
七
四
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
蘇
州
府
志
』
巻
四
〇
「
寺
観
二
」
の
「
呉
県
」
に
、

霊
巌
禅
寺
、
在
二
霊
巌
山
。一 

旧
名
二
秀
峰
寺
、一 

即
呉
館
娃
宮
也
。
梁
天
監
中
置
。
有
二
智
積
菩
薩
化
形
画
相
之
蹟
。一 

宋
太
平
興
国
初
、
節
度
使

孫
承
祐
、
為
二
其
姉
呉
越
国
妃
、一
建
二
磚
塔
九
成
、一 

先
為
二
律
居
。一 

元
豊
中
、
郡
守
晏
知
止
、
闢
為
二
禅
院
。一 

紹
興
中
、
賜
二
蘄
王
一
韓
世
忠
薦
二

先
福
、一 

号
二
顕
親
崇
報
禅
院
、一
重
二
建
智
積
殿
。一 

明
洪
武
初
、
改
賜
二
今
額
、一 

為
二
叢
林
寺
。一 （
後
略
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
寺
の
変
遷
が
簡
略
な
が
ら
知
ら
れ
る
。
蘇
州
呉
県
の
霊
巌
寺
は
太
湖
の
東
に
聳
え
る
霊
巌
山
（
硯
石
山
と
も
）
の
山
頂
に
存
し
た

禅
寺
で
あ
り
、古
く
は
三
国
時
代
に
呉
の
離
宮「
館
娃
宮
」が
存
し
た
遺
跡
の
地
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。北
宋
初
期
の
太
平
興
国
年
間（
九
七
六

─
九
八
四
）
の
初
め
に
静
海
軍
節
度
使
の
孫
承
祐
（
九
三
六
─
九
八
五
）
が
九
層
の
磚
塔
を
建
て
て
律
院
と
な
し
、
元
豊
年
間
（
一
〇
七
八
─
一
〇
八
五
）

に
郡
守（
蘇
州
府
主
）の
晏
崇
譲（
知
止
）が
禅
院
に
改
め
て
い
る
。
こ
の
寺
は
も
と
秀
峯
禅
院（
秀
峰
寺
）と
称
し
て
い
た
が
、南
宋
の
紹
興
年
間（
一
一
三
一

─
一
一
六
二
）
に
「
顕
親
崇
報
禅
院
」
の
額
を
賜
っ
て
智
積
殿
を
重
建
し
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
妙
光
が
住
持
し
た
頃
は
正
式
に
は
霊
巌
山
顕
報
崇
報

禅
院
な
い
し
単
に
霊
巌
山
崇
報
禅
寺
と
呼
称
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
智
積
殿
と
は
古
く
梁
代
に
霊
巌
山
寺
に
居
し
た
と
さ
れ
る
智

積
菩
薩
の
化
形
画
相
を
祀
る
殿
宇
で
あ
り
、
こ
の
た
め
霊
巌
寺
は
別
に
「
智
積
道
場
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

蘇
州
の
霊
巌
寺
に
関
し
て
は
、
清
代
初
期
に
住
持
し
た
臨
済
正
宗
の
退
翁
弘
儲
（
継
起
、
一
六
〇
五
─
一
六
七
二
）
の
法
嗣
で
あ
る
雪
庵
殊
致
が
編

輯
し
た
『
霊
巌
記
略
』
二
巻
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
明
代
や
清
代
初
期
の
記
事
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
宋
元
代
以
前
の
動
向
に
つ
い
て

は
わ
ず
か
な
記
載
し
か
存
し
て
い
な
い
。『
霊
巌
記
略
』
巻
下
「
敍
諸
聖
師
伝
記
」
や
南
宋
代
か
ら
元
代
に
か
け
て
の
禅
僧
の
語
録
な
ど
を
踏
ま
え

る
と
、
霊
巌
寺
に
は
北
宋
代
に
雲
門
宗
の
慧
林
宗
本
（
法
空
、
円
照
禅
師
、
一
〇
二
〇
─
一
〇
九
九
）
や
慧
林
懐
深
（
慈
受
禅
師
、
一
〇
七
七
─
一
一
三
二
）
な

ど
が
住
持
し
、
南
宋
初
期
に
は
雲
門
宗
の
径
山
智
訥
（
妙
空
禅
師
、
一
〇
七
八
─
一
一
五
七
）
が
住
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（1
（

。
霊
巌
寺
の
境
内
に
は
雲

門
宗
の
慈
受
懐
深
が
詩
偈
を
詠
じ
た
披
雲
堂
、
雲
門
宗
の
雲
居
了
元
（
仏
印
禅
師
、
一
〇
三
二
─
一
〇
九
八
）
と
蘇
軾
（
東
坡
居
士
）
ゆ
か
り
の
迎
笑
亭
な

ど
の
史
蹟
が
存
し
た
と
さ
れ
る
。

南
宋
の
中
期
以
降
は
概
ね
臨
済
宗
楊
岐
派
の
禅
者
が
住
持
職
を
継
承
し
て
お
り
、
楊
岐
派
の
月
林
師
観
（
一
一
四
三
─
一
二
一
七
）
が
住
持
し
、
南

宋
の
後
期
に
妙
光
と
前
後
し
て
師
観
の
法
嗣
で
あ
る
無
門
慧
開
（
仏
眼
禅
師
、
一
一
八
三
─
一
二
六
〇
）
も
住
持
し
て
い
る（

（2
（

。
元
代
に
は
曹
源
派
の
石
湖

至
美
（
至
渼
と
も
、
慈
済
通
慧
禅
師
、
一
二
五
八
─
一
三
三
一
）
や
松
源
派
の
了
庵
清
欲
（
南
堂
、
一
二
八
八
─
一
三
六
三
）
が
住
持
し
、
明
代
初
期
に
も
大
慧

派
の
南
石
文
琇
（
一
三
四
五
─
一
四
一
八
）
が
住
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
ま
さ
に
霊
巌
寺
は
蘇
州
を
代
表
す
る
著
名
な
禅
刹
の
一
つ
で
あ
っ
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た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、『
霊
巌
記
略
』
の
「
敍
諸
聖
師
伝
記
」
に
は
住
持
者
の
中
に
東
谷
妙
光
の
名
は
存
し
て
お
ら
ず
、
後
世
、
霊
巌
寺
で
は

歴
代
住
持
の
中
に
妙
光
の
存
在
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
妙
光
が
霊
巌
寺
で
な
し
た
事
跡
に
つ
い
て
何
も
窺

え
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
、
辛
う
じ
て
「
五
燈
会
元
補
遺
」
に
よ
っ
て
妙
光
が
霊
巌
寺
に
住
持
し
た
事
実
が
判
明
す
る
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

無
錫
の
華
蔵
寺
に
遷
住
す
る

さ
ら
に
妙
光
は
蘇
州
の
霊
巌
寺
に
つ
づ
い
て
、
か
つ
て
本
師
の
明
極
慧
祚
に
参
学
し
た
地
で
も
あ
っ
た
常
州
無
錫
県
の
華
蔵
禅
寺
に
住
持
す
る
機

会
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。「
五
燈
会
元
補
遺
」
に
よ
れ
ば
「
与
二
侍
読
尤
焴
一
厚
善
」
と
あ
り
、
ま
た
「
遷
二
蘇
之
霊
巌
・
常
州
華
蔵
一
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
『
扶
桑
五
山
記
』
一
「
大
宋
国
諸
寺
位
次
」
の
「
甲
刹
」
の
筆
頭
に
「
華
蔵
。
常
州
毘
陵
顕
報
禅
寺
」（
玉
村
本
・

一
一
頁
）
と
あ
る
か
ら
、華
蔵
寺
は
南
宋
後
期
に
は
常
州
無
錫
の
甲
刹
位
の
禅
刹
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
元
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
無
錫
県
志
』
巻
二
「
山

川
第
二
」
に
よ
る
と
、

青
山
、
去
レ
州
西
北
三
十
五
里
、
面
二
太
湖
。一 

山
下
有
二
張
循
王
墓
及
華
蔵
寺
。一 

由
二
青
山
嶺
一
以
入
二
寺
中
。一 

山
下
有
二
小
嶺
塔
子
嶺
・
唐
湾
、一 

去
二
青
山
一
不
レ
遠
。

と
記
さ
れ
、
同
じ
く
『
無
錫
県
志
』
巻
三
下
「
祠
宇
三
之
八
」
に
も
、

華
蔵
寺
、
在
二
州
西
青
山
湾
前
、一 

面
二
太
湖
。一 
宋
太
師
循
王
張
浚
葬
。
於
レ
是
因
建
二
浮
図
一
以
奉
、
歳
祀
至
レ
今
。
其
地
号
二
華
蔵
寺
、一 

中
有
二

雲
海
・
惟
玉
二
亭
、一 

可
レ
望
二
山
気
。一 

と
し
て
華
蔵
寺
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
華
蔵
寺
は
無
錫
県
西
の
青
山
湾
の
前
に
在
っ
て
太
湖
に
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
す
で

に
触
れ
た
ご
と
く
本
師
の
明
極
慧
祚
が
久
し
く
住
持
し
て
い
た
寺
で
あ
り
、
か
つ
て
妙
光
自
身
も
こ
の
寺
で
慧
祚
に
就
い
て
辦
道
修
行
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
妙
光
に
と
っ
て
因
縁
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
存
し
た
わ
け
で
あ
る
。
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
に
か
け
て
は
禅
刹
開
山
の
密
印
安
民

や
虎
丘
派
の
密
庵
咸
傑
の
ほ
か
に
、
楊
岐
派
の
伊
庵
有
権
（
？
─
一
一
八
〇
）
や
大
慧
派
の
遯
庵
宗
演
・
秀
巌
師
瑞
（
？
─
一
二
二
三
）
お
よ
び
楊
岐
派

の
湛
堂
智
深
な
ど
が
住
持
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
臨
済
禅
者
に
互
し
て
慧
祚
も
住
持
し
て
い
る
。
ま
た
妙
光
が
住
持
と
し
て
活
躍
し
た
前
後
の
頃
に

は
松
源
下
の
無
得
覚
通
が
こ
の
寺
で
住
持
と
し
て
化
導
を
敷
い
て
い
る
。
覚
通
が
番
易
す
な
わ
ち
饒
州
（
江
西
省
）
潘
陽
県
の
東
湖
薦
福
禅
寺
か
ら

南
岳
福
厳
禅
寺
を
経
て
無
錫
の
華
蔵
寺
に
住
持
し
て
い
た
の
は
、法
嗣
の
虚
舟
普
度（
一
一
九
九
─
一
二
八
〇
）
の
事
跡
か
ら
し
て
、宝
慶
年
間（
一
二
二
五
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―
一
二
二
七
）
の
頃
に
当
た
る
か
ら
、
妙
光
が
華
蔵
寺
に
住
持
し
た
の
は
そ
れ
よ
り
以
降
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る（

（2
（

。

妙
光
が
住
持
し
た
以
降
も
華
蔵
寺
に
は
楊
岐
派
の
純
庵
善
浄
（
淳
庵
）
や
瞎
驢
無
見
な
ど
が
入
院
し
て
い
る（

（2
（

か
ら
、
南
宋
代
を
通
じ
て
華
蔵
寺
は

か
な
り
整
っ
た
無
錫
を
代
表
と
す
る
禅
刹
と
し
て
機
能
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
無
錫
の
華
藏
寺
に
南
宋
中
後
期
に
慧
祚
と
妙
光
の
師
資

が
相
継
い
で
住
持
し
、
一
定
期
間
に
わ
た
っ
て
化
導
を
敷
い
て
曹
洞
宗
旨
を
挙
揚
し
た
こ
と
は
、
か
な
り
衰
退
し
て
い
た
江
南
の
曹
洞
宗
に
と
っ
て

再
び
人
材
が
輩
出
し
た
感
を
印
象
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
慧
祚
と
妙
光
は
曹
洞
禅
者
が
多
く
拠
点
と
し
て
い
た
東
浙
の
明

州
で
は
な
く
、
あ
え
て
明
州
と
は
距
離
を
置
い
て
常
州
無
錫
の
地
に
在
っ
て
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
臨
済
宗
一
色
の
南
宋
後
期
の
江

蘇
の
禅
刹
に
在
っ
て
異
彩
を
放
つ
特
徴
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

当
時
、
妙
光
が
深
く
関
わ
っ
た
官
僚
と
し
て
、
侍
読
の
尤
焴
（
字
は
伯
晦
、
号
は
木
石
、
一
一
九
〇
─
一
二
七
二
）
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
尤
焴
は

妙
光
と
同
じ
無
錫
の
人
で
あ
り
、
こ
う
し
た
有
力
な
官
僚
と
の
関
わ
り
が
や
が
て
妙
光
を
五
山
の
住
持
へ
と
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

ん
な
妙
光
と
尤
焴
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
後
段
で
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

蘇
州
の
万
寿
報
恩
光
孝
寺
に
陞
住
す
る

妙
光
が
無
錫
の
華
蔵
寺
に
つ
づ
い
て
化
導
を
敷
い
た
の
が
蘇
州
府
治
（
元
和
県
）
東
北
に
存
し
た
天
寧
万
寿
報
恩
光
孝
禅
寺
（
万
寿
寺
）
で
あ
り
、

し
か
も
妙
光
の
万
寿
寺
住
持
期
間
は
か
な
り
長
期
に
及
ん
だ
も
の
ら
し
い
。
こ
の
点
は
「
五
燈
会
元
補
遺
」
に
よ
れ
ば
「
而
中
呉
万
寿
居
レ
之
最
久
、

衆
盈
二
七
百
、一 

法
道
為
レ
之
一
振
」
と
あ
り
、
そ
こ
に
「
之
れ
に
居
る
こ
と
最
も
久
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
妙
光
が
最
も
久
し
く
教
導
接
化

の
拠
点
と
し
て
い
た
寺
院
こ
そ
蘇
州
の
万
寿
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

蘇
州
の
万
寿
寺
に
つ
い
て
は
『
蘇
州
府
志
』
巻
四
二
「
寺
観
」
の
「
元
和
県
〈
附
已
廃
寺
観
〉」
に
、

万
寿
禅
寺
、
在
二
府
治
東
北
。一 

晋
義
煕
中
、
西
域
僧
法
愔
建
、
初
名
二
浄
寿
院
。一 

梁
改
二
安
国
。一 

唐
長
寿
二
年
、
改
二
名
長
寿
。一 

呉
越
銭
氏
、
有

二
国
中
呉
軍
節
度
使
銭
文
、一 

奉
重
作
、
又
更
二
名
安
国
長
寿
禅
院
。一 

宋
大
中
祥
符
二
年
、
丁
謂
奏
改
二
承
天
万
寿
禅
院
。一 

崇
寧
中
、
詔
加
二
崇

寧
、一 

尋
改
二
天
寧
。一 

紹
興
中
、
改
二
報
恩
光
孝
禅
寺
。一 

元
末
兵
燬
。
明
洪
武
間
重
建
、
宋
濂
記
。
嘉
靖
二
年
、
巡
撫
舒
汀
、
改
為
二
長
洲
県
学
。一 

と
あ
っ
て
、
万
寿
寺
の
伽
藍
の
大
ま
か
な
変
遷
が
知
ら
れ
る（

（2
（

。
ま
た
『
扶
桑
五
山
記
』
一
「
大
宋
国
諸
寺
位
次
」
の
「
十
刹
」
に
よ
れ
ば
、

万
寿
、蘇
州
平
江
府
報
恩
光
孝
禅
寺
〈
初
名
二
浄
寿
寺
。一 

恵
遠
法
師
居
レ
此
、
修
二
念
仏
三
昧
一
〉。
開
山
［　
　

］。
禅
月
堂
・
皈
雲
堂
・
帰
雪
堂
・
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江
東
第
一
禅
林
。（
玉
村
本
・
八
頁
）

と
記
さ
れ
る
か
ら
、
蘇
州
の
万
寿
寺
は
禅
宗
十
刹
の
第
四
位
に
列
し
た
名
刹
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
寺
は
東
晋
の
義
煕
年
間
（
四
〇
五
─

四
一
八
）
に
西
域
の
僧
法
愔
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
浄
寿
院
・
長
寿
院
・
安
国
長
寿
禅
院
・
承
天
万
寿
禅
院
・
崇
寧
万
寿
禅
院
な
ど
、
幾
多
の
寺
名

の
変
遷
を
経
て
南
宋
初
期
の
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
─
一
一
六
二
）
に
万
寿
報
恩
光
孝
禅
寺
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
南
宋
後
期
に
は
禅
宗
十
刹
の

第
四
位
に
制
定
さ
れ
、
蘇
州
の
禅
刹
と
し
て
は
十
刹
第
九
位
の
虎
丘
山
雲
巌
禅
寺
や
甲
刹
位
の
承
天
能
仁
禅
寺
よ
り
寺
格
が
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
時
と
し
て
は
「
江
東
第
一
禅
林
」
の
尊
称
が
付
さ
れ
る
ご
と
く
蘇
州
を
代
表
す
る
第
一
の
禅
刹
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
『
扶
桑
五
山
記
』

に
よ
れ
ば
、
古
く
廬
山
慧
遠
（
蓮
社
初
祖
、
三
三
四
─
四
一
六
）
が
念
仏
三
昧
を
修
し
た
地
と
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
唐
末
五
代
に
は
青
原
下
の
石
霜

慶
諸
（
普
会
大
師
、
八
〇
七
─
八
八
八
）
の
法
嗣
で
詩
僧
と
し
て
名
高
い
徳
隠
貫
休
（
禅
月
大
師
、
八
三
二
─
九
一
二
）
も
こ
の
寺
に
居
住
し
て
い
た
と
さ
れ
、

寺
内
に
は
貫
休
ゆ
か
り
の
禅
月
閣
（
禅
月
堂
）
が
存
し
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
後
に
明
の
嘉
靖
二
年
（
一
五
二
三
）
に
巡
撫
の
舒
汀
（
字
は
紹
安
、
号
は
雲

川
、
一
四
九
八
─
一
五
四
五
）
が
寺
院
を
改
め
て
蘇
州
長
洲
県
の
県
学
と
な
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

南
宋
代
の
禅
者
の
語
録
や
禅
宗
燈
史
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
蘇
州
の
万
寿
寺
に
は
南
宋
代
に
虎
丘
派
の
応
庵
曇
華
（
一
一
〇
三
─
一
一
六
三
）
や
楊

岐
派
の
月
林
師
観
（
一
一
四
三
─
一
二
一
七
）
お
よ
び
大
慧
派
の
淮
海
元
肇
（
一
一
八
九
─
一
二
六
五
）
や
石
楼
普
明
さ
ら
に
松
源
派
の
訥
堂
浄
辯
な
ど
が

相
継
い
で
住
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（2
（

。
と
く
に
南
宋
後
期
に
な
る
と
十
刹
位
に
列
し
た
た
め
、
万
寿
寺
は
五
山
へ
と
陞
住
す
る
踏
み
台
と
し
て
多

く
の
禅
者
が
住
持
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、「
五
燈
会
元
補
遺
」
の
妙
光
の
章
に
は
、万
寿
寺
に
お
け
る
接
化
と
し
て
「
衆
は
七
百
に
盈
つ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、当
時
、

蘇
州
万
寿
寺
の
妙
光
の
も
と
に
は
修
行
僧
が
七
〇
〇
人
に
も
満
ち
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
妙
光
が
万
寿
寺
に
在
っ
て
絶
大
な
接
化
を
な
し
て
曹
洞
宗
旨

を
鼓
吹
し
て
い
た
さ
ま
が
改
め
て
偲
ば
れ
る
。
当
時
、
す
で
に
五
山
の
下
に
十
刹
が
制
定
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
刹
第
四
位
の
万

寿
寺
は
十
刹
第
九
位
の
虎
丘
山
雲
巌
禅
寺
と
と
も
に
蘇
州
呉
県
の
名
刹
と
し
て
機
能
し
、大
き
く
寺
門
が
躍
進
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
後
、

妙
光
も
当
時
の
臨
済
禅
者
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
し
だ
い
に
官
寺
を
陞
住
し
て
五
山
の
住
持
へ
と
な
っ
て
い
く
。妙
光
の
法
嗣
と
し
て
宗
派
図
に
は「
万

寿
潜
渓
了
広
」
の
名
が
存
す
る
が
、
妙
光
の
法
嗣
で
あ
る
潜
渓
了
広
も
お
そ
ら
く
後
に
蘇
州
の
万
寿
寺
に
住
持
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
妙
光
が
万
寿
寺
に
在
っ
た
頃
、
同
じ
蘇
州
呉
県
の
甲
刹
で
あ
っ
た
承
天
能
仁
禅
寺
に
は
同
門
に
当
た
る
短
篷
□
遠
も
住
持
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
蘇
州
の
大
刹
に
曹
洞
宗
旨
を
振
る
う
二
禅
者
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
臨
済
宗
一
色
の
江
南
禅
林
に
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
異
色
の
存
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在
と
し
て
映
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
後
に
述
べ
る
ご
と
く
「
五
燈
会
元
補
遺
」
に
は
僅
か
に
四
度
の
上
堂
語
・
小
参
さ
ら
に
問
答
な
ど
が
伝
え
ら
れ

る
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
住
持
地
を
示
す
自
称
は
見
ら
れ
な
い
。
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
も
妙
光
が
も
っ
と
も
久
し
く
化
導
を

敷
い
た
蘇
州
の
万
寿
寺
に
お
け
る
説
示
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

大
休
正
念
が
万
寿
寺
の
妙
光
に
参
学
す
る

妙
光
が
蘇
州
の
万
寿
報
恩
光
孝
寺
で
な
し
た
事
跡
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
日
本
に
渡
来
す
る
こ
と
に
な
る
松
源
派
の
大
休
正
念
（
仏
源
禅
師
、

一
二
一
五
─
一
二
八
九
）
が
若
く
し
て
万
寿
寺
の
妙
光
の
席
下
で
参
学
し
て
い
る
事
実
で
あ
ろ
う
。
正
念
と
い
え
ば
、松
源
派
の
蘭
渓
道
隆
（
大
覚
禅
師
、

一
二
一
三
─
一
二
七
八
）
や
破
庵
派
の
兀
庵
普
寧
（
宗
覚
禅
師
、
？
─
一
二
七
六
）
に
次
い
で
日
本
に
渡
来
し
、
鎌
倉
禅
林
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
正
念
の
語
録
で
あ
る
『
大
休
和
尚
語
録
』
に
付
さ
れ
る
「
告
香
普
説
」
に
、

山
僧
在
レ
唐
、
初
参
二
東
谷
光
和
尚
於
平
江
万
寿
。一 

夜
深
静
坐
中
、
如
三
水
灌
二
頂
門
、一 

身
心
清
涼
、
若
二
桶
底
子
脱
。一 

次
聞
二
東
谷
上
堂
挙
、一 

張
拙
問
二
長
沙
、一 

百
千
諸
仏
但
聞
二
其
名
、一
未
審
、
居
二
何
国
土
。一 

沙
云
、
黄
鶴
楼
崔
浩
題
、
後
秀
才
曾
題
否
。
拙
云
、
不
レ
曾
。
沙
云
、
得
二

閑
題
一
取
二
一
道
一
好
。
従
レ
茲
得
二
箇
入
処
。一 
述
レ
偈
云
、
右
軍
王
羲
之
、
草
聖
最
為
レ
奇
、
淡
書
二
千
仏
榜
、一 

濃
写
二
四
賢
詩
。一 

由
レ
是
遍
二
参
知

識
、一 

後
入
二
天
目
山
、一 

庵
居
六
年
。
石
谿
和
尚
住
二
径
山
、一 

遂
往
依
レ
之
。（
日
仏
全
四
八
・
二
一
二
ａ
）

と
正
念
自
身
が
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蘇
州
の
万
寿
報
恩
光
孝
禅
寺
に
お
い
て
妙
光
に
参
学
し
て
い
る
事
実
が
知
ら
れ
る
。
正
念
は
蘇
州
の
万
寿

寺
で
妙
光
に
参
学
し
た
後
、
杭
州
臨
安
県
の
天
目
山
に
庵
居
す
る
こ
と
六
年
を
経
て
、
や
が
て
杭
州
餘
杭
県
の
径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
に
上
山
し
て
松

源
派
の
石
渓
心
月
（
仏
海
禅
師
、
一
一
七
七
？
─
一
二
五
六
）
に
参
じ
て
法
を
嗣
い
で
い
る
。

こ
の
点
は
正
念
自
身
が
同
じ
く
『
念
大
休
禅
師
語
録
』
巻
末
「
大
休
和
尚
自
著
蔵
六
庵
円
湛
塔
無
生
銘
」
に
お
い
て
も
、

維
正
念
生
縁
、
唐
朝
永
嘉
郡
。
初
於
二
東
谷
光
和
尚
処
一
聞
レ
挙
、下 
張
拙
問
二
長
沙
、一 

百
千
諸
仏
但
聞
二
其
名
、一
未
審
、
居
二
何
国
土
一
話
。上 

発
二

明
見
地
、一 

述
レ
偈
云
、
右
軍
王
羲
之
、
草
聖
最
為
レ
奇
、
淡
書
二
千
仏
榜
、一 
濃
写
二
四
賢
詩
。一 

後
於
二
石
渓
月
和
尚
室
中
。一 （
日
仏
全
四
八
・
二
六
三
ａ
）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
た
だ
し
、「
大
休
和
尚
自
著
蔵
六
庵
円
湛
塔
無
生
銘
」
で
は
妙
光
の
住
持
地
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正

念
が
い
ず
れ
の
寺
院
で
妙
光
に
参
学
し
た
の
か
が
定
か
で
な
い
。
一
方
、
聖
一
派
の
虎
関
師
錬
（
海
蔵
和
尚
、
一
二
七
八
─
一
三
四
六
）
も
『
元
亨
釈
書
』

巻
八
「
釈
正
念
」
の
章
に
お
い
て
、
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釈
正
念
、
宋
国
永
嘉
郡
人
也
。
自
号
二
大
休
。一 

初
参
二
光
東
谷
、一 

聞
下
谷
挙
中
張
拙
問
二
長
沙
、一 

百
千
諸
仏
但
聞
二
其
名
、一 

未
審
、
居
二
何
国
土
一

話
。上 

有
レ
省
、
述
レ
偈
呈
レ
谷
曰
、
右
軍
王
羲
之
、
草
聖
最
為
レ
奇
、
淡
書
二
千
仏
榜
、一 

濃
写
二
四
賢
詩
。一 

後
謁
二
月
石
谿
。一 （
日
仏
全
六
二
・
一
〇
八
ｃ

～
一
〇
九
ａ
）

と
記
し
て
お
り
、
正
念
が
妙
光
の
も
と
に
参
学
し
た
事
実
は
伝
え
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
妙
光
に
参
学
し
た
際
の
寺
院
名
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
後
世
に
な
る
と
、
妙
光
が
杭
州
霊
隠
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
と
き
に
正
念
が
そ
の
も
と
に
投
じ
た
と
い
う
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

正
念
は
温
州
（
浙
江
省
）
永
嘉
県
（
永
嘉
郡
）
の
出
身
と
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
俗
姓
に
つ
い
て
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
正
念
に
関
し
て
は
特

定
の
伝
記
史
料
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
日
本
に
渡
来
す
る
ま
で
の
事
跡
が
詳
し
く
辿
れ
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
た
だ
、
示
寂
年
時
と
世
寿

に
よ
る
逆
算
か
ら
嘉
定
八
年
（
一
二
一
五
）
に
出
生
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、参
学
の
最
初
に
妙
光
の
も
と
に
投
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、「
告
香
普
説
」

に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
早
い
時
期
に
温
州
永
嘉
の
地
を
発
っ
て
蘇
州
の
万
寿
寺
で
妙
光
の
門
を
叩
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
仮
に
正
念
が
出

家
受
戒
し
て
ま
も
な
く
二
〇
歳
を
過
ぎ
て
妙
光
に
参
学
し
た
と
す
る
と
、そ
の
時
期
は
端
平
年
間
（
一
二
三
四
―
一
二
三
六
）
か
ら
嘉
熙
年
間
（
一
二
三
七

―
一
二
四
〇
）
の
頃
と
な
り
、
当
時
す
で
に
妙
光
が
万
寿
寺
に
住
持
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
正
念
は
「
告
香
普
説
」
に
お
い
て
、
妙
光
の
も
と
で
の
研
鑽
に
つ
い
て
、

夜
深
け
て
静
坐
す
る
中
、
水
の
頂
門
に
灌
ぐ
が
如
く
、
身
心
は
清
涼
に
し
て
、
桶
底
子
の
脱
す
る
が
若
し
。

と
述
べ
て
い
る
か
ら
、万
寿
寺
の
妙
光
の
も
と
に
投
じ
て
以
降
、正
念
は
好
ん
で
夜
更
け
ま
で
静
坐
す
な
わ
ち
坐
禅
を
組
ん
で
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ

た
も
の
ら
し
い
。
こ
こ
に
い
う
夜
が
深
ま
っ
た
と
き
の
静
坐
が
大
衆
一
如
に
僧
堂
で
行
な
わ
れ
る
夜
坐
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
開
枕
罷
の
個
人
的

な
坐
禅
の
類
い
を
指
し
て
い
る
の
か
は
明
確
で
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
万
寿
寺
の
妙
光
の
も
と
で
は
坐
禅
辦
道
が
日
々
に
行
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
窺
え
、正
念
も
曹
洞
宗
の
黙
照
禅
を
実
地
に
参
究
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
も
久
し
い
坐
禅
辦
道
が
な
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

そ
ん
な
日
々
の
夜
坐
の
中
で
、
あ
る
夜
、
正
念
は
坐
禅
の
最
中
に
頭
に
水
を
灌
が
れ
た
か
の
ご
と
き
状
態
と
な
り
、
身
心
が
清
涼
爽
快
で
あ
た
か
も

桶
の
底
が
抜
け
た
か
の
よ
う
な
境
地
に
達
し
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
正
念
が
自
ら
の
悟
道
に
つ
い
て
語
っ
た
内
容
で
あ
っ
て
、

正
念
は
万
寿
寺
の
妙
光
の
も
と
で
坐
禅
を
通
し
て
省
悟
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
も
正
念
が
こ
の
悟
道
体
験
を
な
し
た
直
後
の
頃
で
あ
ろ
う
が
、
妙
光
は
上
堂
に
お
い
て
、

張
拙
、
長
沙
に
問
う
、「
百
千
諸
仏
、
但
だ
其
の
名
を
聞
く
の
み
、
未
審
、
何
の
国
土
に
か
居
す
」
と
。
沙
云
く
、「
黄
鶴
楼
は
崔
浩
が
題
す
、
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後
に
秀
才
、
曾
て
題
す
る
や
」
と
。
拙
云
く
、「
曾
て
せ
ず
」
と
。
沙
云
く
、「
閑
題
を
得
て
一
道
を
取
る
に
好
し
」
と
。

と
い
う
古
徳
の
機
縁
を
挙
揚
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
妙
光
が
上
堂
で
課
題
と
し
て
示
し
た
古
則
と
は
、唐
末
に
青
原
下
の
石
霜
慶
諸
（
普
会
大
師
、

八
〇
七
─
八
八
八
）
の
も
と
に
参
禅
し
て
い
た
俗
人
の
張
拙
（
秀
才
）
に
因
む
機
縁
で
あ
り
、
張
拙
が
南
嶽
下
（
南
泉
下
）
の
長
沙
景
岑
（
岑
大
蟲
、
招
賢

大
師
）
の
も
と
を
訪
れ
て
交
わ
し
た
問
答
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
問
答
は
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
〇
「
湖
南
長
沙
景
岑
禅
師
」
の
章
に
、

有
二
秀
才
一
看
二
仏
名
経
一
問
曰
、百
千
諸
仏
但
見
二
其
名
、一 

未
審
居
二
何
国
土
、一 

還
化
レ
物
也
無
。
師
曰
、
黄
鶴
楼
、
崔
顥
題
後
、
秀
才
還
曾
題
未
。

曰
、
未
レ
曾
。
師
曰
、
得
二
閑
題
一
篇
一
何
妨
。（
大
正
蔵
五
一
・
二
七
四
ｂ
）

と
記
さ
れ
て
知
ら
れ
て
お
り
、
妙
光
も
こ
れ
に
基
づ
い
て
上
堂
で
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
潭
州
（
湖
南
省
）
瀏
陽
県
の
石
霜
山
崇
勝
禅
寺
で

石
霜
慶
諸
に
参
禅
し
て
い
た
張
拙
が
、
あ
る
と
き
同
じ
潭
州
長
沙
県
の
嶽
麓
山
万
寿
寺
（
鹿
苑
寺
）
に
到
っ
て
か
長
沙
景
岑
の
も
と
を
訪
ね
て
問
答

を
交
わ
し
て
い
る
。『
仏
名
経
』
を
看
経
し
て
い
た
際
、
張
拙
は
長
沙
景
岑
に
「
百
千
の
諸
仏
が
所
在
す
る
仏
国
土
の
在
り
処
と
は
ど
こ
な
の
か
」

と
問
う
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
に
対
し
て
景
岑
は
「
黄
鶴
楼
は
崔
顥
が
題
す
、
後
に
秀
才
、
曾
て
題
す
る
や
」
と
逆
に
張
拙
に
問
い
質
し
て
い
る
。
景
岑
が

示
す
盛
唐
の
詩
人
で
あ
る
崔
顥
（
七
〇
四
？
─
七
五
四
）
の
詩
と
は
、
崔
顥
が
武
昌
県
（
湖
北
省
）
南
西
に
存
し
た
黄
鶴
楼
に
登
っ
て
詠
じ
た
七
言
律
詩

で
あ
り
、『
唐
詩
選
』
巻
五
「
七
言
律
詩
」
に
よ
れ
ば
、

　
　

黄
鶴
楼
。　

崔
顥
。

昔
人
已
乗
二
黄
鶴
一
去
、
此
地
空
餘
黄
鶴
楼
。
黄
鶴
一
去
不
二
復
返
、一 

白
雲
千
載
空
悠
悠
。
晴
川
歴
歴
漢
陽
樹
、
芳
艸
萋
萋
鸚
鵡
洲
。
日
暮
郷
関

何
処
是
、
烟
波
江
上
使
二
人
愁
。一 

　
　

黄
鶴
楼
。　

崔
顥
。

昔
人
は
已
に
黄
鶴
に
乗
り
て
去
り
、
此
の
地
、
空
し
く
餘
す
黄
鶴
楼
。
黄
鶴
一
た
び
去
り
て
復
た
返
ら
ず
、
白
雲
は
千
載
に
わ
た
り
空
し
く
悠

悠
た
り
。
晴
川
歴
歴
た
り
漢
陽
の
樹
、
芳
艸
萋
萋
た
り
鸚
鵡
洲
。
日
暮
郷
関
、
何
れ
の
処
か
是
れ
な
る
、
烟
波
江
上
、
人
を
し
て
愁
え
し
む
。

と
記
さ
れ
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
を
訳
せ
ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

昔
の
仙
人
は
す
で
に
黄
色
い
鶴
に
乗
っ
て
飛
び
去
り
、
こ
の
地
に
は
空
し
く
黃
鶴
楼
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
黄
色
い
鶴
は
一
た
び
飛
び
去
り
、

も
う
戻
っ
て
は
来
な
い
。
白
雲
は
千
年
も
の
間
、
空
し
く
悠
々
と
流
れ
て
い
る
。
晴
れ
わ
た
っ
た
長
江
の
岸
に
は
漢
陽
（
湖
北
省
武
漢
）
の
木
々

が
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
芳
し
い
草
が
鸚
鵡
洲
の
辺
り
に
青
々
と
生
い
茂
っ
て
い
る
。
日
暮
れ
と
も
な
り
、
我
が
故
郷
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
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う
か
。
長
江
に
は
靄
と
細
波
が
立
ち
籠
め
、
我
が
心
を
よ
り
愁
い
さ
せ
る
。

長
沙
景
岑
と
し
て
は
百
千
の
諸
仏
が
所
在
す
る
仏
国
土
を
こ
の
「
黃
鶴
楼
」
の
風
光
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は
諸
仏
が
一
切

衆
生
を
教
化
す
る
あ
り
よ
う
を
現
実
の
黄
鶴
楼
の
勝
景
を
も
っ
て
示
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
も
正
念
は
「
告
香
普
説
」
に
お
い
て
「
茲
れ
よ
り
箇
の
入
処
を
得
た
り
」
と
自
ら
述
べ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
張
拙
と
長
沙
景
岑
の
古
則
を
妙

光
か
ら
示
さ
れ
た
際
に
何
ら
か
悟
る
と
こ
ろ
が
存
し
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
点
は
「
蔵
六
庵
円
湛
塔
無
生
銘
」
で
も
「
見
地
を
発
明
す
」
と
自
ら
述

べ
て
お
り
、『
元
亨
釈
書
』
で
も
「
省
有
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
妙
光
の
接
化
に
よ
っ
て
正
念
は
悟
る
と
こ
ろ
が
存
し
た
と
自
ら
書

き
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
妙
光
の
も
と
に
お
け
る
坐
禅
と
接
化
を
通
し
て
禅
の
悟
境
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
と
き
正
念
は
妙
光
に
対
し
て
「
右
軍
の
王
羲
之
、
草
聖
と
し
て
最
も
奇
為
り
、
淡
く
千
仏
の
榜
を
書
し
、
濃
く
四
賢
の
詩
を
写
す
」
と
い
う

五
言
四
句
の
偈
頌
を
呈
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
王
羲
之
（
字
は
逸
少
、
三
〇
三
─
三
七
九
）
は
四
世
紀
の
東
晋
代
に
活
躍
し
た
著
名
な
書
家
で

あ
り
、
楷
書
・
行
書
・
草
書
の
書
体
を
確
立
し
て
「
蘭
亭
序
」
や
「
喪
乱
帖
」
な
ど
名
だ
た
る
作
を
残
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い（

（2
（

る
。
東
晋
の
永
和

七
年
（
三
五
一
）
に
王
羲
之
は
右
軍
将
軍
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る
「
千
仏
の
榜
」
や
「
四
賢
の
詩
」
に
関
す
る
逸
話
に
つ
い
て
は
定

か
で
な
く
、『
元
亨
釈
書
』
の
註
に
お
い
て
も
「
未
レ
詳
二
其
事
一
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
南
宋
末
期
の
禅
僧
が
如
何
に
自
ら
の

禅
の
境
涯
を
詩
偈
の
か
た
ち
で
示
し
得
る
か
を
課
題
と
し
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
、
詩
禅
一
味
の
あ
り
よ
う
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
機
縁
は
年
代
的
に
正
念
が
い
ま
だ
か
な
り
若
か
っ
た
頃
の
で
き
ご
と
で
あ
り
、
こ
の
機
縁
の
後
に
正
念
は
諸
禅
徳
を
歴
参
し
、
さ
ら
に
杭
州

臨
安
県
の
西
天
目
山
に
入
っ
て
庵
居
す
る
こ
と
六
年
に
及
び
、
や
が
て
杭
州
餘
杭
県
の
径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
に
松
源
派
の
石
渓
心
月
（
仏
海
禅
師
、

一
一
七
七
？
─
一
二
五
六
）
に
参
じ
て
そ
の
法
門
を
嗣
ぐ
こ
と
に
な
る
。
心
月
が
径
山
に
入
寺
し
た
の
は
淳
祐
一
〇
年
（
一
二
五
〇
）
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
よ
り
六
年
前
が
淳
祐
五
年
（
一
二
四
五
）
で
あ
る
か
ら
、
正
念
が
妙
光
の
も
と
で
悟
道
し
た
の
は
さ
ら
に
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
正
念

は
嘉
定
八
年
（
一
二
一
五
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
二
〇
歳
代
を
通
じ
て
万
寿
寺
の
妙
光
の
も
と
に
参
禅
し
、
宏
智
派
の
黙
照
禅
に
親
し
ん

で
い
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

正
念
は
妙
光
や
心
月
が
示
寂
し
て
一
〇
数
年
を
経
た
咸
淳
五
年
（
日
本
の
文
永
六
年
、一
二
六
九
）
に
来
日
を
果
た
し
て
相
模
（
神
奈
川
県
）
鎌
倉
に
到
っ

て
お
り
、
第
八
代
執
権
の
北
条
時
宗
（
法
光
寺
殿
、
諱
は
道
杲
、
一
二
五
一
─
一
二
八
四
）
の
帰
依
を
得
て
鎌
倉
山
之
内
の
金
峰
山
浄
智
禅
寺
の
開
山
と
な

る
な
ど
、
鎌
倉
禅
林
に
宋
朝
禅
を
鼓
吹
し
て
生
涯
を
終
え
て
い
る
。
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官
僚
士
大
夫
と
交
友
す
る

後
に
詳
し
く
触
れ
る
ご
と
く
妙
光
は
当
代
の
臨
済
禅
者
と
多
く
道
交
を
な
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
官
僚
士
大
夫
ら
と
も
積
極
的
に
交
友
を
持
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
下
「
東
谷
光
禅
師
」
の
項
の
末
尾
に
、

一
時
講
道
相
往
来
、
皆
名
公
卿
、
是
曰
二
同
レ
人
于
一レ
門
。

一
時
の
講
道
、
相
い
往
来
す
る
は
皆
な
名
公
卿
な
り
、
是
れ
を
「
人
に
同
じ
く
す
る
に
、
門
に
于
い
て
す
」
と
曰
う
。

と
い
う
一
文
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
妙
光
は
多
く
の
官
僚
士
大
夫
と
積
極
的
に
社
交
を
な
し
て
い
た
も
の
ら
し
い
。「
同
人
于
門
」
と
は
『
易
経
』

の
「
人
に
同
じ
く
す
る
に
門
に
于
い
て
す
」
の
こ
と
、
易
の
同
人
の
卦
、
初
九
の
語
で
あ
る
。
剛
陽
の
徳
が
あ
り
、
門
外
に
交
わ
る
に
そ
の
徳
を
変

え
な
い
こ
と
、
人
と
人
が
心
と
徳
を
同
じ
く
す
る
意
で
あ
る
。

す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
「
五
燈
会
元
補
遺
」
に
は
「
侍
読
の
尤
焴
と
厚
善
た
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、妙
光
が
侍
読
（
侍
講
学
士
と
も
）
の
尤
焴
（
字

は
伯
晦
、
号
は
木
石
、
諡
は
荘
定
、
一
一
九
〇
─
一
二
七
二
）
と
親
し
い
道
交
を
な
し
て
い
た
こ
と
を
特
筆
し
て
い
る
。
尤
焴
に
つ
い
て
は
『
宋
元
学
案
』

巻
五
五
「
水
心
学
案
下
」
の
「
尚
書
尤
木
石
先
生
焴
」
の
項
に
、

尤
焴
、
字
伯
晦
。
無
錫
人
、
文
簡
公
袤
之
孫
也
。
先
生
端
平
初
徴
為
レ
将
作
二
監
主
簿
。一 

後
為
二
淮
西
帥
、一
以
二
儒
者
一
守
レ
辺
、
威
恵
兼
レ
済
。

累
二
進
工
部
尚
書
、一 

入
為
二
翰
林
学
士
。一 

卒
年
八
十
三
、
自
号
ニ
木
石
。一 

と
あ
り
、『
咸
淳
毘
陵
志
』
巻
一
七
「
人
物
」
の
「
無
錫
」
に
も
「
尤
袤
」
の
記
事
に
つ
づ
い
て
尤
焴
の
事
跡
が
大
ま
か
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

尤
焴
は
無
錫
の
出
身
で
、
祖
父
の
尤
袤
（
字
は
延
之
、
遂
初
居
士
、
一
一
二
四
─
一
一
九
三
）
や
父
の
尤
槩
（
字
は
与
忱
）
と
つ
づ
く
高
官
の
出
で
あ
っ
て
、

嘉
定
元
年
（
一
二
〇
八
）
の
進
士
で
あ
る
。
こ
の
点
、
妙
光
も
無
錫
の
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
妙
光
も
尤
焴
と
同
じ
無
錫
の
名
門
尤
氏

と
関
わ
り
深
い
存
在
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
常
州
無
錫
の
地
か
ら
は
尤
姓
の
官
僚
が
多
く
輩
出
し
て
お
り
、尤
焴
は
妙
光
と
郷
里
を
共
に
し
、

年
代
も
ほ
ぼ
同
世
代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
く
か
ら
親
し
い
交
友
を
な
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
、
禅
僧
と
官
僚
と
の
繋
が
り
の
一
端
が
窺
わ
れ

て
興
味
深
い
。『
偃
溪
和
尚
語
録
』
の
冒
頭
に
は
尤
焴
の
撰
し
た
序
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

か
ら
、
尤
焴
は
曹
洞
宗
の
妙
光
の
み
で
な
く
大
慧
派
の

偃
渓
広
聞
な
ど
同
時
代
の
臨
済
禅
者
ら
と
も
方
外
の
交
わ
り
を
深
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
淳
祐
年
間
（
一
二
四
一
─
一
二
五
二
）
に
大
慧
派
祖

の
大
慧
宗
杲
の
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
が
再
刊
さ
れ
る
際
に
尤
焴
は
跋
文
を
寄
せ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
広
聞
の
師
で
あ
る
大
慧
派
の
浙
翁
如
琰
や
松
源
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派
の
滅
翁
文
礼
（
天
目
、
一
一
六
七
─
一
二
五
〇
）
に
も
参
学
し
、『
天
目
禅
師
語
録
』
に
も
序
文
を
寄
せ
て
い
る（

（3
（

。

妙
光
と
尤
焴
の
交
流
は
お
そ
ら
く
妙
光
が
無
錫
の
華
蔵
寺
や
蘇
州
の
万
寿
寺
な
ど
で
化
導
を
敷
い
て
い
た
頃
か
ら
深
ま
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
尤
焴
が
翰
林
学
士
に
ま
で
昇
官
し
た
こ
と
か
ら
、
妙
光
が
甲
刹
・
十
刹
・
五
山
と
陞
住
し
て
い
く
中
で
、
尤
焴
の
ご
と
き
高
官
が
積
極
的
な
外

護
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
妙
光
に
と
っ
て
大
き
な
後
楯
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
尤
焴
は
諸
職
を
歴
任
し
て
工
部
尚
書
や
翰
林
学
士
へ
と
昇
官
し
、

妙
光
よ
り
二
〇
年
近
く
長
生
き
を
し
て
咸
淳
八
年
（
一
二
七
二
）
に
八
三
歳
の
高
齢
を
保
っ
て
逝
去
し
て
い
る（

（3
（

。

一
方
、
枯
崖
円
悟
は
さ
ら
に
『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
下
「
東
谷
光
禅
師
」
の
項
に
お
い
て
、

与
二
実
斎
蒋
公
、一 
為
二
法
喜
之
遊
。一 

蒋
録
二
西
庵
三
偈
一
以
寄
、
和
酬
云
、

　

莫
レ
道
西
庵
小
、
了
無
二
辺
与
一レ
表
、
還
二
他
親
到
来
、一 

一
一
方
分
暁
。

　

莫
レ
道
西
庵
静
、
鉄
牛
吼
声
震
、
露
柱
与
二
燈
籠
、一 

点
頭
相
共
応
。

　

莫
レ
道
西
庵
窮
、
呑
レ
空
復
吐
レ
空
、
相
二
逢
金
粟
老
、一 

﨟
月
鼓
二
春
風
。一 

と
い
う
妙
光
が
詠
じ
た
三
偈
を
載
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
実
斎
蒋
公
」
と
は
俗
姓
が
蒋
氏
で
、
実
斎
と
は
号
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
妙

光
と
官
僚
士
大
夫
と
の
関
わ
り
を
伝
え
る
記
事
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
蒋
実
斎
と
い
う
官
僚
が
妙
光
と
道
交
を
な
し
、「
西
庵
」
の
題
目
で
三
偈
を
寄

せ
た
の
に
対
し
、
妙
光
が
こ
れ
に
和
韻
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
円
悟
は
妙
光
が
詠
じ
た
偈
頌
三
偈
を
載
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
蒋
実
斎
と
い
う
人

物
が
如
何
な
る
素
性
の
官
僚
な
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
妙
光
は
こ
の
人
物
と
も
法
喜
の
遊
す
な
わ
ち
法
外
の
交
わ
り
を
な
し
て
い
た
も
の
ら
し

い（
（3
（

。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
に
は
丞
相
の
蒋
芾
（
字
は
子
礼
、
莫
斎
居
士
）
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
蒋
芾
す
な
わ
ち
蒋
莫
斎
が
蒋
実
斎
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か（

（3
（

。

元
代
に
編
集
さ
れ
た
『
無
錫
県
志
』
巻
四
下
「
記
述
」
の
「
宋
」
に
よ
れ
ば
、
尤
焴
が
撰
し
た
「
宋
故
刑
部
侍
郎
蒋
公
壙
誌
」
が
載
せ
ら
れ
て
お

り
、無
錫
の
人
で
刑
部
侍
郎
で
あ
っ
た
蒋
重
珍
（
字
は
良
貴
、一
梅
先
生
、一
一
八
三
─
一
二
三
六
）
の
伝
記
を
載
せ
て
い
る
。『
咸
淳
毘
陵
志
』
巻
一
七
「
人

物
」
の
「
無
錫
」
に
は
尤
焴
の
記
事
に
つ
づ
い
て
、

蒋
重
珍
、
字
良
貴
。
世
居
二
錫
山
之
富
安
、一 

読
レ
書
一
覧
即
記
。
嘉
定
癸
未
、
擢
二
進
士
第
一
人
、一 

授
二
湖
州
幕
郡
大
水
。一 

与
二
太
守
一
説
二
荒
政

不
一レ
合
、
引
レ
疾
丏
レ
祠
息
レ
意
二
栄
進
、一 

即
所
レ
居
築
二
梅
堂
、一 

以
二
琴
書
一
自
娯
。
紹
定
己
丑
、
対
二
三
疏
一
□
□
。
時
以
為
二
朝
陽
之
鳳
、一 

尋
上

二
六
箴
。一 

端
平
更
化
、
左
□
□
経
筵
。
与
二
魏
寉
山
・
真
西
山
一
為
二
深
交
。一 
其
所
二
講
明
、一 

皆
聖
門
義
理
。
卒
謚
二
忠
文
。一 
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と
い
う
蒋
重
珍
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
こ
こ
に
い
う
蒋
重
珍
が
蒋
実
斎
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
蒋
重
珍
が

妙
光
と
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
と
す
る
と
端
平
三
年
（
一
二
三
六
）
以
前
の
や
り
取
り
で
、
常
州
無
錫
の
華
蔵
寺
か
蘇
州
呉
県
の
万
寿
寺
に
お
け
る

消
息
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
妙
光
が
和
韻
し
た
三
首
の
偈
頌
を
書
き
下
し
て
み
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

実
斎
蒋
公
と
法
喜
の
遊
を
為
す
。
蒋
が
「
西
庵
」
の
三
偈
を
録
し
て
以
て
寄
す
る
に
、
和
酬
し
て
云
く
、

　

道
う
こ
と
莫
か
れ
、「
西
庵
は
小
な
り
」
と
。
了
に
辺
と
表
と
無
し
。
他
の
親
し
く
到
り
来
た
る
に
還
す
。
一
一
に
方
に
分
暁
な
り
。

　

道
う
こ
と
莫
か
れ
、「
西
庵
は
静
か
な
り
」
と
。
鉄
牛
、
吼
声
震
う
。
露
柱
と
燈
籠
と
、
点
頭
し
て
相
い
共
に
応
ず
。

　

道
う
こ
と
莫
か
れ
、「
西
庵
は
窮
ま
れ
り
」
と
。
空
を
呑
み
復
た
空
を
吐
く
。
金
粟
老
に
相
い
逢
う
て
、
﨟
月
に
春
風
を
鼓
す
。

こ
の
三
偈
は
蒋
実
斎
が
「
西
庵
」
と
題
す
る
三
偈
を
妙
光
に
寄
せ
た
の
に
対
し
、
妙
光
が
和
韻
し
た
も
の
で
あ
り
、
妙
光
の
詠
じ
た
貴
重
な
偈
頌

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
蒋
実
斎
が
妙
光
に
寄
せ
た
詩
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
西
庵
小
」「
西
庵
静
」「
西
庵
窮
」
と
い
う
こ
と
ば
が
語
ら
れ
て

い
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
一
々
に
対
し
て
妙
光
は
韻
を
和
し
て
三
題
の
偈
頌
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

「
西
庵
が
小
さ
い
」
な
ど
と
言
う
な
。
も
と
も
と
内
も
外
も
な
く
、
表
も
裏
も
な
い
の
だ
。
人
が
親
し
く
や
っ
て
来
る
で
は
な
い
か
。
一
つ
一

つ
が
き
っ
ぱ
り
と
明
ら
か
な
の
だ
。

「
西
庵
は
静
か
だ
」
な
ど
と
言
う
な
。
鉄
牛
が
遠
吼
え
を
震
わ
せ
て
い
る
ぞ
。
露
柱
と
燈
籠
が
こ
れ
に
頷
き
、
互
い
に
応
じ
て
い
る
ぞ
。

「
西
庵
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
」な
ど
と
言
う
な
。
大
空
を
呑
ん
だ
り
吐
い
た
り
し
て
い
る
の
だ
。
金
粟
の
釈
迦
牟
尼
仏
に
逢
え
て
、臘
月
（
十
二

月
）
に
春
風
を
起
こ
し
て
い
る
ぞ
。

と
い
っ
た
意
味
と
な
ろ
う
。
こ
こ
に
い
う
西
庵
と
は
蒋
実
斎
が
居
住
し
て
い
た
草
庵
の
名
な
の
か
、
妙
光
が
何
れ
か
の
寺
院
に
建
て
た
居
室
の
名
な

の
か
明
確
で
な
い
が
、
西
庵
で
の
閑
居
を
楽
し
む
こ
と
を
説
く
妙
光
の
楽
道
自
適
の
あ
り
よ
う
が
偲
ば
れ
る
偈
頌
と
い
え
よ
う
。

明
州
の
阿
育
王
山
広
利
寺
に
勅
住
す
る

さ
ら
に
妙
光
は
久
し
い
蘇
州
万
寿
寺
に
お
け
る
活
動
を
経
て
、
明
州
鄞
県
東
五
〇
里
の
阿
育
王
山
広
利
寺
に
勅
住
す
る
因
縁
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

「
五
燈
会
元
補
遺
」
に
よ
れ
ば
「
勅
に
て
明
の
育
王
を
授
か
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
妙
光
は
こ
の
と
き
勅
請
に
よ
っ
て
禪
宗
五
山
の
第
五
位



東
谷
妙
光
と
曹
洞
宗
宏
智
派
の
相
承
（
上
）（
佐
藤
）

二
五

二
五
頁

［
再
念
校
］　

駒
澤
大
學　

佛
教
學
部
論
集　

第
53
號

に
当
た
る
阿
育
王
山
の
住
持
に
迎
え
ら
れ
て
入
院
し
て
い
る
。『
扶
桑
五
山
記
』
一
「
育
王
住
持
位
次
」
に
は
、
阿
育
王
山
の
歴
代
住
職
と
し
て
禅

刹
開
山
で
あ
る
法
眼
宗
の
宣
密
居
素
か
ら
第
五
四
代
に
当
た
る
曹
源
派
の
東
生
徳
明
（
一
二
四
三
─
一
三
二
六
）
ま
で
、
北
宋
代
か
ら
元
代
に
至
る
歴

代
住
職
の
名
を
列
記
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
妙
光
が
住
持
し
た
前
後
の
世
代
に
つ
い
て
、

卅
七
、
笑
翁
堪
禅
師
。
卅
八
、
偃
渓
聞
禅
師
。
卅
九
、
東
谷
光
禅
師
。
四
十
、
毒
川
済
禅
師
。
四
十
一
、
虚
堂
愚
禅
師
。
四
十
二
、
西
江
謀
禅

師
。
四
十
三
、
淮
海
肇
禅
師
。
四
十
四
，
物
初
観
禅
師
。（
玉
村
本
・
三
二
頁
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
妙
光
が
阿
育
王
山
第
三
九
代
の
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
一
方
、
阿
育
王
山
の
寺
志
で
あ
る
『
明
州
阿
育
王
山
続

志
』
巻
六
「
先
覚
攷
〈
補
遺
〉」
に
は
、
阿
育
王
山
の
歴
代
住
職
と
し
て
禅
刹
開
山
で
あ
る
法
眼
宗
の
宣
密
居
素
か
ら
の
歴
代
住
職
の
世
代
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
妙
光
の
前
後
の
世
代
に
つ
い
て
、

第
三
十
九
代
、
笑
翁
堪
禅
師
。
嗣
二
無
用
全
公
。一 

三
月
廿
七
日
忌
。

第
四
十
代
、
偃
渓
聞
禅
師
。
嗣
二
浙
翁
琰
公
。一 

六
月
初
十
日
忌
。

第
四
十
一
代
、
東
谷
光
禅
師
。
嗣
二
華
蔵
祚
公
。一 

第
四
十
二
代
、
毒
川
済
禅
師
。
嗣
二
浙
翁
琰
公
。一 

六
月
十
四
日
忌
。

第
四
十
三
代
、
虚
堂
愚
禅
師
。
四
明
人
。
嗣
二
法
于
道
場
巌
公
。一 

第
四
十
四
代
、
西
江
謀
禅
師
。
南
昌
呉
氏
子
。
嗣
二
淳
菴
浄
公
。一

第
四
十
五
代
、
淮
海
肇
禅
師
。
通
州
潘
氏
子
。
嗣
二
浙
翁
琰
公
。一

第
四
十
六
代
、
物
初
観
禅
師
。
鄞
県
横
渓
陸
氏
子
。
嗣
二
浄
慈
簡
公
。一 

と
記
さ
れ
て
お
り
、『
扶
桑
五
山
記
』
の
「
育
王
住
持
位
次
」
と
は
二
代
の
ず
れ
が
存
し
て
い
る
も
の
の
、妙
光
が
阿
育
王
山
第
四
一
代
の
住
持
で
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
両
史
料
と
も
妙
光
の
前
住
は
大
慧
派
の
偃
渓
広
聞
（
仏
智
禅
師
、
一
一
八
九
─
一
二
六
三
）
と
な
っ
て
お
り
、
林
希
逸
（
字
は

粛
翁
、
号
は
竹
渓
、
一
一
九
三
─
一
二
七
一
）
の
文
集
『
竹
渓
鬳
斎
十
一
稿
続
集
』
巻
二
一
「
墓
誌
銘
」
の
「
径
山
偃
溪
仏
智
禅
師
塔
銘
」
や
『
偃
溪
和

尚
語
録
』
巻
末
に
付
さ
れ
る
同
じ
林
希
逸
が
撰
し
た
「
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
「
戊
申
移
二
育
王
、一 

辛
亥
移
二
浄
慈
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
広
聞
は
淳
祐

八
年
（
一
二
四
八
）
に
阿
育
王
山
に
住
持
し
、
淳
祐
一
一
年
（
一
二
五
一
）
に
阿
育
王
山
か
ら
杭
州
銭
塘
県
の
南
屏
山
浄
慈
報
恩
光
孝
禅
寺
の
住
持
に

赴
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
妙
光
は
広
聞
の
後
席
を
継
い
で
阿
育
王
山
に
住
持
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
広
聞
が
阿
育
王
山
を
退
住
し
た
の
と
同
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じ
淳
祐
一
一
年
の
年
内
に
は
妙
光
も
蘇
州
万
寿
寺
か
ら
阿
育
王
山
に
遷
住
し
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

妙
光
が
入
寺
す
る
以
前
に
阿
育
王
山
に
住
持
し
た
曹
洞
禅
者
と
し
て
は
、
真
歇
清
了
（
寂
庵
、
悟
空
禅
師
、
一
〇
八
八
─
一
一
五
一
）
が
紹
興
六
年

（
一
一
三
六
）
一
〇
月
に
阿
育
王
山
第
一
三
世
（
ま
た
は
第
一
四
世
）
に
住
持
し
た
が
、
わ
ず
か
一
年
ほ
ど
で
建
康
府
（
南
京
）
上
元
県
の
蒋
山
太
平
興
国

禅
寺
に
遷
住
し
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
宏
智
正
覚
の
法
嗣
で
あ
る
了
黙
が
紹
興
二
〇
年
代
に
第
一
八
世
（
ま
た
は
第
一
九
世
）
と
し
て
住
持
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
詳
し
い
状
況
は
定
か
で
な
い（

（3
（

。
あ
る
い
は
高
弟
の
了
黙
が
示
寂
し
た
た
め
か
、
正
覚
は
後
住
に
楊
岐
派
（
大
慧
派
祖
）
の
大
慧
宗
杲
を
推

挙
し
た
因
縁
が
存
し
て
い
る
も
の
ら
し
い
。
さ
ら
に
宏
智
下
の
自
得
慧
暉
の
法
嗣
で
あ
る
海
印
徳
雲
が
十
三
世
紀
の
初
め
頃
に
第
二
七
世
（
ま
た
は

第
二
八
世
）
と
し
て
住
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（3
（

。
妙
光
に
と
っ
て
清
了
は
法
の
曾
伯
父
に
当
た
り
、
了
黙
は
法
の
祖
叔
父
に
当
た
り
、
徳
雲
は
法

伯
父
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
妙
光
は
徳
雲
が
住
持
し
て
よ
り
半
世
紀
近
く
を
経
て
第
三
九
世
な
い
し
第
四
一
世
と
し
て
阿
育
王
山
に
入
寺
し
て
い
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

興
味
深
い
の
は
大
慧
派
の
無
文
道
璨
（
柳
塘
、
一
二
一
四
─
一
二
七
一
）
が
こ
の
時
期
に
阿
育
王
山
の
妙
光
の
も
と
に
書
簡
を
呈
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。『
無
文
印
』
巻
一
九
「
書
箚
」
に
よ
れ
ば
、

　
　

育
王
東
谷
和
尚
。

昔
登
レ
舟
之
夕
、
晴
日
満
川
、
春
潮
平
岸
、
目
不
レ
及
レ
瞬
。
而
已
次
二
西
陵
、一 

知
識
辱
臨
、
極
レ
意
如
護
、
江
神
亦
解
レ
事
矣
。
開
法
許
久
、
道

声
隠
如
二
雷
霆
。一 

皇
皇
洞
宗
、
大
行
二
東
海
。一 

自
二
先
宏
智
去
一
後
、
未
レ
有
レ
盛
二
於
此
時
一
也
。
某
籍
二
霊
隠
、一 

而
家
二
霊
鷲
。一 

門
掩
二
薫
風
、一 

口
挂
二
老
壁
。一 

意
味
殊
翛
然
、
久
欲
レ
申
二
起
居
状
。一 

入
レ
夏
無
二
端
便
、一 

当
レ
蒙
二
尊
照
。一 

と
い
う
書
簡
の
文
面
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
道
璨
が
阿
育
王
山
の
妙
光
に
宛
て
て
書
簡
を
送
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
書
箚
を
書
き
下
し
て
み

る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
　

育
王
の
東
谷
和
尚
。

昔
、
舟
に
登
る
の
夕
、
晴
日
の
満
川
、
春
潮
の
平
岸
、
目
は
瞬
く
に
及
ば
ず
。
而
し
て
已
に
西
陵
に
次
る
に
、
知
識
、
辱
臨
し
、
意
を
極
め
て

如
護
し
、
江
神
亦
た
事
を
解
る
。
開
法
し
て
許
れ
久
し
く
、
道
声
の
隠
る
る
こ
と
雷
霆
の
如
し
。
皇
皇
た
る
洞
宗
、
大
い
に
東
海
に
行
な
わ
る
。

先
宏
智
の
去
り
て
よ
り
後
、
未
だ
此
の
時
よ
り
盛
ん
な
る
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
。
某
、
霊
隠
に
籍
り
て
、
霊
鷲
に
家
す
。
門
は
薫
風
に
掩
わ
れ
、

口
は
老
壁
に
挂
く
。
意
味
、
殊
に
翛
然
た
り
、
久
し
く
起
居
の
状
を
申
さ
ん
と
欲
す
。
夏
に
入
り
て
端
便
無
し
、
当
に
尊
照
を
蒙
る
べ
し
。
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道
璨
の
語
に
「
某
、
霊
隠
に
籍
り
て
、
霊
鷲
に
家
す
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
と
き
道
璨
は
一
介
の
修
行
僧
と
し
て
杭
州
霊
隠
寺
に
席
を
置
き
、
虎

丘
派
（
松
源
派
祖
）
の
松
源
崇
嶽
（
老
聵
翁
、
一
一
三
二
─
一
二
〇
二
）
の
塔
所
で
あ
る
鷲
峰
庵
に
寓
居
し
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
あ
る
い
は
後
に
触
れ
る

ご
と
く
鷲
峰
庵
に
閑
居
中
で
あ
っ
た
松
源
派
の
虚
堂
智
愚
（
息
耕
叟
、
一
一
八
五
─
一
二
六
九
）
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
道
璨
が
「
皇
皇
た
る
洞
宗
、
大
い
に
東
海
に
行
な
わ
る
。
先
宏
智
の
去
り
て
よ
り
後
、
未
だ
此
の
時
よ
り
盛
ん
な
る
こ

と
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
妙
光
が
阿
育
王
山
に
在
っ
て
盛
ん
に
曹
洞
宗
旨
を
挙
揚
し
、
大
い
に
徳
化
を
な
し
て
い
た
様
子

が
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
の
阿
育
王
山
の
修
行
僧
の
数
な
ど
は
定
か
で
な
い
が
、
す
で
に
蘇
州
万
寿
寺
で
妙
光
の
会
下
は
七
〇
〇
人

に
満
ち
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
阿
育
王
山
で
は
こ
れ
よ
り
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
人
を
越
え
る
参
学
者
で
寺
内
は
溢
れ
て
い
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
若
き
道
璨
が
老
熟
し
た
妙
光
と
親
密
な
道
交
を
な
し
て
い
た
事
実
が
窺
わ
れ
る
。

此
山
師
寿
と
辨
山
了
阡
の
葬
儀

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
、
妙
光
は
阿
育
王
山
の
住
持
と
し
て
楊
岐
派
の
此
山
師
寿
（
一
一
八
一
―
一
二
五
二
）
と
大
慧
派
の
辨
山
了
阡
（
了
仟
と
も
、
？

─
一
二
五
二
）
と
い
う
二
人
の
禅
者
の
葬
儀
に
関
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、大
慧
派
の
物
初
大
観
（
一
二
〇
一
─
一
二
六
八
）
が
撰
し
た
『
物
初
賸
語
』

巻
二
三
の
「
此
山
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、

出
二
世
衢
之
超
化
、一 

瓣
香
為
二
石
橋
一
拈
。
徙
二
蘇
之
定
慧
、一 

又
徙
二
雙
塔
。一 

勇
退
返
二
玉
几
、一 

無
準
範
命
分
座
者
再
。
最
後
領
二
処
之
連
雲
。一 

復

返
二
玉
几
西
塔
、一 

為
二
菟
裘
計
、一 

燕
晦
深
密
。
淳
祐
壬
子
九
月
一
日
、
寺
以
二
利
レ
衆
事
、一 

率
二
数
耆
宿
一
抵
二
闉
闍
一
公
与
レ
焉
。
帰
レ
舟
笑
語
如
二

平
常
。一 

次
日
忽
示
レ
疾
、
索
レ
紙
疏
二
治
命
、一 

別
二
住
山
光
東
谷
。一
又
次
日
薄
莫
、
書
レ
偈
云
、
七
十
二
年
、
不
レ
然
不
レ
然
、
撒
二
手
長
空
、一 

日

月
麗
レ
天
。
従
容
隠
レ
几
而
寂
。
僧
臘
四
十
八
。
龕
停
三
日
而
闍
維
。

衢
の
超
化
に
出
世
し
、
瓣
香
を
石
橋
の
為
め
に
拈
ず
。
蘇
の
定
慧
に
徙
り
、
又
た
双
塔
に
徙
る
。
勇
退
し
て
玉
几
に
返
る
に
、
無
準
範
、
命
じ

て
分
座
せ
し
む
る
こ
と
再
ど
な
り
。
最
後
に
処
の
連
雲
を
領
す
。
復
た
玉
几
の
西
塔
に
返
り
、
菟
裘
の
計
を
為
し
、
燕
晦
す
る
こ
と
深
密
な
り
。

淳
祐
壬
子
九
月
一
日
、
寺
、
衆
に
利
す
る
事
を
以
て
数
耆
宿
を
率
い
て
闉
闍
に
抵
り
、
公
、
焉
れ
と
与
に
す
。
舟
に
帰
り
て
笑
語
す
る
こ
と
平

常
の
如
し
。
次
日
、忽
ち
疾
を
示
し
、紙
を
索
め
て
治
命
を
疏
し
、住
山
の
光
東
谷
に
別
る
。
又
た
次
日
の
薄
莫
、偈
を
書
し
て
云
く
、「
七
十
二

年
、
然
ら
ず
然
ら
ず
。
手
を
長
空
に
撒
て
ば
、
日
月
は
天
に
麗
し
」
と
。
従
容
と
し
て
几
に
隠
れ
て
寂
す
。
僧
臘
四
十
八
。
龕
停
す
る
こ
と
三
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日
に
し
て
闍
維
す
。

と
い
う
記
事
が
存
し
て
い
る
。
此
山
師
寿
は
楊
岐
派
の
石
橋
可
宣
（
仏
日
）
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
あ
り
、
そ
の
系
譜
は
圜
悟
克
勤
─
密
印
安
民
─

石
橋
可
宣
─
此
山
師
寿
と
次
第
相
承
し
て
お
り
、彼
の
圜
悟
克
勤
（
仏
果
禅
師
、一
〇
六
三
─
一
一
三
五
）
の
法
曾
孫
に
当
た
っ
て
い
る（

（3
（

。
師
寿
は
明
州
（
浙

江
省
）
慈
渓
県
慈
水
の
李
氏
の
出
身
で
あ
り
、
嘉
泰
四
年
（
一
二
〇
四
）
に
二
四
歳
で
剃
髪
受
具
し
、
そ
の
後
、
徧
参
し
て
杭
州
径
山
に
到
り
可
宣
の

も
と
で
法
を
嗣
い
で
い
る
。
衢
州
（
浙
江
省
）
西
安
県
治
東
の
超
化
禅
寺
に
開
堂
出
世
し
て
可
宣
に
嗣
承
香
を
焚
き
、
蘇
州
長
洲
県
（
蘇
州
府
城
）
の

定
慧
禅
寺
や
蘇
州
長
洲
県
の
寿
寧
万
歳
禅
寺
（
双
塔
寺
）
に
住
持
し
た
後
、
師
寿
は
明
州
阿
育
王
山
に
閑
居
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
師
寿
は
無
準
師

範
の
も
と
で
二
度
に
わ
た
っ
て
首
座
と
し
て
分
座
説
法
し
、
さ
ら
に
処
州
（
浙
江
省
）
麗
水
県
の
連
雲
禅
院
の
住
持
職
を
領
し
て
い
る
。
晩
年
に
至
っ

て
住
持
職
を
退
い
て
阿
育
王
山
の
西
塔
に
帰
隠
し
、
終
焉
の
計
を
な
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
淳
祐
一
二
年
（
一
二
五
二
）
九
月
二
日
に
師
寿
は
外
泊

か
ら
戻
っ
て
微
疾
を
示
し
、
と
き
の
阿
育
王
山
住
持
で
あ
っ
た
妙
光
に
別
れ
の
疏
文
を
書
き
記
し
た
。
そ
の
翌
三
日
の
薄
暮
に
「
七
十
二
年
、
然
ら

ず
然
ら
ず
、
手
を
長
空
に
撒
ず
れ
ば
、
日
月
は
天
に
麗
く
」
と
遺
偈
を
書
し
、
世
寿
七
二
歳
、
法
臘
四
八
齢
で
生
涯
を
終
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
お

そ
ら
く
師
寿
は
生
前
か
ら
妙
光
と
親
し
い
道
交
を
な
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
妙
光
と
師
寿
は
ほ
ぼ
同
世
代
の
禅
者
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
師
寿

の
遺
骸
は
三
日
間
に
わ
た
り
龕
に
留
め
ら
れ
た
後
、
闍
維
（
荼
毘
）
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
妙
光
は
こ
の
と
き
亡
き
道
友
の
師
寿
の
た
め

に
阿
育
王
山
の
住
持
と
し
て
秉
炬
仏
事
の
導
師
を
勤
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
南
宋
後
期
や
元
代
の
禅
僧
あ
る
い
は
日
本
中
世
の
禅
僧
（
主
に
臨
済
僧
）
ら
が
な
し
た
葬
送
に
関
す
る
法
語
を
集
め
た
駒
澤
大
学
図
書
館
所

蔵
『
禅
林
諸
祖
弔
霊
語
薮
』
巻
一
〇
「
入
祖
堂
」
に
、

　
　

為
二
天
童
辨
山
和
尚
。一 　
　

東
谷
光
。

老
辨
山
主
中
主
、
借
問
而
今
在
二
何
処
。一
拈
レ
牌
示
レ
衆
云
、
字
義
分
明
薦
得
親
、
不
レ
離
二
此
位
一
超
二
諸
祖
。一 

超
則
不
レ
無
且
回
互
。
以
レ
牌
点

三
下
云
、
回
時
更
相
渉
、
不
レ
爾
依
レ
位
住
。

と
い
う
妙
光
が
行
な
っ
た
入
祖
堂
の
法
語
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
州
鄞
県
の
天
童
山
景
徳
禅
寺
の
第
三
八
代
住
持
を
勤
め
て
い
た
大
慧
派

の
辨
山
了
阡
が
示
寂
し
て
後
、
位
牌
を
天
童
山
内
の
祖
堂
に
納
め
る
儀
式
（
入
祖
堂
）
を
妙
光
が
勤
め
た
際
、
妙
光
が
唱
え
た
貴
重
な
法
語
で
あ
る
。

了
阡
は
大
慧
派
の
浙
翁
如
琰
（
仏
心
禅
師
、
一
一
五
一
─
一
二
二
五
）
の
法
を
嗣
い
だ
高
弟
で
あ
り（

（3
（

、
生
没
年
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
妙

光
が
阿
育
王
山
の
住
持
を
勤
め
て
い
た
時
期
に
示
寂
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。「
為
二
天
童
辨
山
和
尚
一
」
の
入
祖
堂
法
語
を
書
き
下
す
と
、
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天
童
の
辨
山
和
尚
の
為
め
に
す
。　
　

東
谷
光
。

「
老
辨
山
は
主
中
の
主
な
り
。
借
問
す
、
而
今
、
何
れ
の
処
に
か
在
る
」
と
。
牌
を
拈
じ
て
衆
に
示
し
て
云
く
、「
字
義
は
分
明
に
し
て
薦
得
し

て
親
し
、
此
の
位
を
離
れ
ず
し
て
諸
祖
を
超
ゆ
。
超
ゆ
る
こ
と
は
則
ち
無
き
に
あ
ら
ず
、
且
つ
回
互
す
」
と
。
牌
を
以
て
点
ず
る
こ
と
三
下
し

て
云
く
、「
回
す
る
時
に
は
更
に
相
い
渉
り
、
爾
ら
ざ
れ
ば
位
に
依
り
て
住
す
」
と
。

と
読
み
熟
せ
る
。
こ
の
と
き
妙
光
は
お
そ
ら
く
臨
峰
の
阿
育
王
山
の
住
持
と
し
て
天
童
山
に
赴
き
、
亡
き
了
阡
の
た
め
に
入
祖
堂
の
儀
式
を
取
り
仕

切
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
入
祖
堂
の
法
語
は
現
今
に
伝
わ
る
妙
光
が
唱
え
た
貴
重
な
こ
と
ば
で
あ
っ
て
、
法
語
に
は
回
互
と
不
回
互
の
道
理
が

示
さ
れ
、
唐
代
の
石
頭
希
遷
（
無
際
大
師
、
七
〇
〇
─
七
九
〇
）
の
「
参
同
契
」
の
「
回
す
る
時
に
は
更
に
相
い
渉
り
、
爾
ら
ざ
れ
ば
位
に
依
り
て
住
す
」

の
こ
と
ば
が
引
用
さ
れ
て
結
ば
れ
て
い
る（

（3
（

。
ち
な
み
に
『
天
童
寺
志
』
巻
七
「
塔
像
考
」
に
よ
る
と
「
弁
山
阡
禅
師
塔
、
在
二
玲
瓏
嵓
南
一
」
と
記

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
了
阡
の
墓
塔
は
天
童
山
の
玲
瓏
巌
の
南
に
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

了
阡
が
天
童
山
に
住
持
す
る
直
前
に
松
源
下
の
滅
翁
文
礼
（
天
目
樵
者
、
一
一
六
七
─
一
二
五
〇
）
が
活
躍
し
て
お
り
、
淳
祐
一
〇
年
（
一
二
五
〇
）

一
〇
月
に
世
寿
八
四
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。
一
方
、
了
阡
が
示
寂
し
て
後
、
破
庵
派
（
無
準
下
）
の
西
巌
了
慧
（
一
一
九
八
─
一
二
六
二
）
が
新
た
に
天

童
山
第
三
九
代
住
持
の
請
を
受
け
た
の
は
淳
祐
一
二
年
（
一
二
五
二
）
一
一
月
一
五
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（4
（

。
し
た
が
っ
て
、
了
阡
が
天
童

山
の
住
持
と
し
て
示
寂
し
た
の
は
淳
祐
一
二
年
一
一
月
よ
り
以
前
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
時
期
的
に
妙
光
が
阿
育
王
山
の
住
持
を
勤
め
て
い
た
時
期

に
符
合
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
了
阡
が
示
寂
し
た
際
に
天
童
山
が
虚
席
と
な
り
、
阿
育
王
山
の
妙
光
な
ど
近
隣
寺
院
の
住
持
が
葬
儀
万
般
を
行
な
っ

た
後
、
了
慧
が
新
た
な
住
持
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
了
阡
と
同
門
に
当
た
る
大
慧
派
の
淮
海
元
肇
の
『
淮
海
和
尚
語
録
』「
平
江
府
万
寿
報
恩
光
孝
禅
寺
語
録
」
に
は
、
蘇
州
の
万
寿
報
恩

光
孝
禅
寺
に
入
寺
し
た
直
後
の
上
堂
と
し
て
「
天
童
弁
山
和
尚
遺
書
至
上
堂
」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
七
九
ｃ
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
お
そ
ら
く
妙
光

の
後
席
を
継
い
で
蘇
州
の
万
寿
寺
に
住
持
し
た
の
は
淮
海
元
肇
で
あ
っ
て
、
天
童
山
の
了
阡
の
遺
書
は
万
寿
寺
の
元
肇
の
も
と
に
も
同
時
期
に
届
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
、
こ
の
「
天
童
弁
山
和
尚
遺
書
至
上
堂
」
に
よ
っ
て
、
妙
光
が
阿
育
王
山
に
遷
住
し
た
際
、
元
肇
が
新
た
に

台
州
天
台
県
の
天
台
山
万
年
報
恩
光
孝
禅
寺
か
ら
蘇
州
の
万
寿
報
恩
光
孝
禅
寺
の
住
持
に
就
任
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
う
し
た
背
景
に
は
妙

光
が
了
阡
や
元
肇
ら
浙
翁
如
琰
の
門
人
た
ち
と
親
密
な
道
交
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
挙
げ
ら
れ
よ
う（

（4
（

。
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日
本
僧
無
本
覚
心
が
阿
育
王
山
の
妙
光
の
も
と
に
掛
搭
す
る

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
日
本
か
ら
無
本
覚
心
（
心
地
房
、
法
燈
円
明
国
師
、
一
二
〇
七
─
一
二
九
八
）
が
一
介
の
求
法
僧
と
し
て
入
宋
し
、
明
州
の
阿

育
王
山
を
親
し
く
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
覚
心
の
伝
記
史
料
で
あ
る
『
鷲
峰
開
山
法
燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、

己
酉
、
宝
治
三
、三
月
十
八
日
、
建
長
改
元
〈
宋
朝
理
宗
皇
帝
淳
祐
九
年
也
〉。
師
四
十
三
歳
。（
中
略
）
三
月
二
十
八
日
、
従
二
博
多
津
、一 

附
レ

舶
跨
レ
宋
。
先
礼
二
補
陀
、一 
次
到
二
長
津
一
上
レ
岸
、
与
二
覚
儀
・
観
明
等
、一 

結
レ
伴
頂
レ
包
行
脚
。
初
陟
二
径
山
、一 

参
二
住
持
癡
絶
和
尚
。一
寓
二
一
単

於
僧
堂
、一 

昕
夕
孜
々
未
二
曾
暫
出
一レ
堂
、
機
語
不
レ
契
。

庚
戌
、
淳
祐
十
、
本
朝
建
長
二
。
師
四
十
四
歳
。
謁
二
荊
叟
珏
于
道
場
、一 

過
レ
夏
。
夏
末
東
方
游
二
四
明
、一 

駐
二
錫
育
王
一
寓
二
衆
寮
、一 

得
二
鰻
菩

薩
舎
利
等
伝
。一 

辛
亥
、
淳
祐
十
一
、
建
長
三
。
師
四
十
五
歳
、
尚
止
二
育
王
。一 

壬
子
、
淳
祐
十
二
、
建
長
四
。
師
四
十
六
歳
。
上
二
天
台
一
礼
二

応
真
、一 

過
二
石
橋
一
供
養
有
レ
感
。（
続
群
類
九
上
・
三
五
〇
ｂ
～
三
五
一
ｂ
）

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
淳
祐
一
〇
年
（
一
二
五
〇
）
の
夏
末
に
覚
心
は
四
明
に
遊
び
、
阿
育
王
山
を
訪
れ
て
衆
寮
に
寓
し
、
霊
鰻
菩
薩
や
舎
利
塔

な
ど
を
拝
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（4
（

。

覚
心
は
信
濃
（
長
野
県
）
神
林
の
恒
氏
（
常
澄
氏
）
の
出
身
で
あ
り
、
紀
伊
（
和
歌
山
県
）
高
野
山
の
禅
定
院
（
金
剛
三
昧
院
）
で
栄
西
門
下
の
退
耕
行

勇
（
荘
厳
房
、
一
一
六
三
─
一
二
四
一
）
に
学
び
、
山
城
（
京
都
府
）
深
草
の
興
聖
宝
林
寺
に
到
っ
て
道
元
（
仏
法
房
）
に
就
い
て
菩
薩
戒
を
受
け
て
お
り
、

上
野
（
群
馬
県
）
世
良
田
の
長
楽
寺
に
て
栄
西
門
下
の
栄
朝
（
釈
円
房
、
一
一
六
五
─
一
二
四
七
）
に
も
師
事
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
京
都
東
福
寺
の
円

爾
（
辨
円
、
聖
一
国
師
、
一
二
〇
二
─
一
二
八
〇
）
ら
の
勧
め
で
入
宋
を
志
し
、
淳
祐
九
年
（
日
本
の
建
長
元
年
、
一
二
四
九
）
三
月
二
八
日
に
筑
前
（
福
岡
県
）

博
多
か
ら
入
宋
し
て
い
る
。
南
宋
に
到
っ
た
覚
心
は
直
ち
に
杭
州
餘
杭
県
の
径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
に
上
山
し
、
曹
源
派
の
癡
絶
道
冲
（
玉
山
、

一
一
六
九
─
一
二
五
〇
）
に
参
学
し
て
い
る
。
淳
祐
一
〇
年
（
一
二
五
〇
）
に
は
湖
州
（
浙
江
省
）
烏
程
県
の
道
場
山
護
聖
万
寿
寺
に
お
い
て
楊
岐
派
の
荊

叟
如
珏
に
参
じ
て
夏
安
居
を
過
ご
し
て
お
り
、
解
制
と
と
も
に
明
州
の
阿
育
王
山
に
掛
錫
し
て
衆
寮
に
寓
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
覚
心
が
阿
育
王
山
に
到
っ
た
当
初
は
大
慧
派
の
偃
渓
広
聞
が
住
持
で
あ
っ
た
時
期
に
当
た
ろ
う
。
覚
心
は
淳
祐
一
一
年
も
ひ
き
つ

づ
き
阿
育
王
山
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
聞
の
後
席
を
継
い
で
妙
光
が
新
た
に
阿
育
王
山
の
住
持
に
迎
え
ら
れ
た
際
も
そ
の
ま
ま
山
内
に
留

ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
淳
祐
一
二
年（
一
二
五
二
）に
至
っ
て
漸
く
覚
心
は
阿
育
王
山
を
離
れ
て
台
州
天
台
県
の
天
台
山
中
に
上
っ
て
石
橋（
石
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梁
瀑
布
）
に
て
羅
漢
供
養
を
な
し
て
い
る
か
ら
、
覚
心
は
そ
れ
ま
で
足
掛
け
二
年
に
わ
た
っ
て
阿
育
王
山
で
妙
光
の
接
化
に
浴
し
て
い
た
こ
と
に
な

ろ
う（

（4
（

。
そ
の
後
、
覚
心
は
日
本
僧
源
心
の
勧
め
で
楊
岐
派
の
無
門
慧
開
（
仏
眼
禅
師
、
一
一
八
三
─
一
二
六
〇
）
に
参
学
し
、
慧
開
の
法
を
嗣
い
で
日
本

に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
覚
心
が
滞
在
し
て
い
た
当
時
、
阿
育
王
山
の
住
持
を
務
め
て
い
た
の
は
大
慧
派
の
広
聞
か
ら
宏
智
派
の
妙
光
に
移
行
す
る
時
期
に
当

た
っ
て
い
る
が
、残
念
な
が
ら
『
鷲
峰
開
山
法
燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
』
に
は
阿
育
王
山
住
持
と
し
て
広
聞
の
名
も
妙
光
の
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

広
聞
や
妙
光
が
覚
心
に
与
え
た
影
響
が
少
な
か
っ
た
た
め
に『
鷲
峰
開
山
法
燈
円
明
国
師
行
実
年
譜
』の
作
者
が
敢
え
て
両
禅
者
の
名
を
記
さ
な
か
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
覚
心
が
在
宋
中
に
阿
育
王
山
の
妙
光
ら
の
も
と
で
足
掛
け
三
年
に
わ
た
っ
て
留
ま
っ
て
い
た
事
実
に
は
興
味
深
い
も
の
が

あ
ろ
う
。
覚
心
が
在
宋
し
て
い
た
期
間
は
六
年
間
で
あ
る
が
、
そ
の
内
で
三
年
も
の
歳
月
を
阿
育
王
山
で
過
ご
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
阿
育
王

山
住
持
の
広
聞
や
妙
光
の
影
響
を
全
く
受
け
て
い
な
か
っ
た
と
は
見
難
い
。

先
に
述
べ
た
ご
と
く
大
休
正
念
が
や
は
り
妙
光
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
た
点
な
ど
も
踏
ま
え
る
と
、
鎌
倉
中
期
に
曹
洞
宗
の
影
響
を
受

け
た
入
宋
僧
や
渡
来
僧
と
し
て
は
、
実
際
に
曹
洞
宗
を
伝
え
た
道
元
の
ほ
か
に
、
道
元
を
慕
っ
て
渡
来
し
た
宝
慶
寂
円
（
一
二
〇
七
─
一
二
九
九
）
を

加
え
て
、
入
宋
僧
無
本
覚
心
と
渡
来
僧
大
休
正
念
と
い
う
併
せ
て
四
禅
者
が
存
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
も
注
目
さ
れ
る
事
実
と
い
え
よ
う
。

定
海
県
の
瑞
巌
開
善
寺
に
石
窓
法
恭
の
墓
塔
を
拝
登
す

い
ま
一
つ
妙
光
が
阿
育
王
山
で
な
し
た
活
動
の
一
端
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
『
物
初
賸
語
』
巻
一
〇
「
行
記
」
に
、

玉
几
東
谷
、
以
二
淳
祐
壬
子
九
日
（
月
カ
）
、一 

来
二
十
二
峯
、一 
拝
二
石
牕
大
士
窣
堵
波
、一 

読
二
汪
待
制
銘
・
張
雪
牕
些
載
、一 

瞻
二
遺
像
一
凛
然
。
御
史
〈
攻

媿
先
生
曰
三
石
牕
為
二
空
門
御
史
一
〉
之
風
烈
、
遍
挹
。
住
山
□
□
、
作
二
新
規
制
、一 

為
二
信
宿
一
留
。
蘭
発
二
深
林
之
芳
、一 

芝
茁
二
陰
厓
之
玉
。一 

登
レ
閣
遐
眺
、
笑
語
落
二
千
巌
間
、一 

瀹
茗
而
別
。
同
遊
者
、
粲
無
文
・
観
物
初
泪
東
谷
之
子
曄
用
晦
。

と
い
う
興
味
深
い
記
事
が
見
い
出
せ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宏
智
下
の
石
窓
法
恭
（
石
牕
叟
、
一
一
〇
二
─
一
一
八
一
）
が
示
寂
し
て
七
二
年
を
隔
て
た

淳
祐
一
二
年
壬
子
（
一
二
五
二
）
九
月
に
、
法
恭
と
同
門
の
自
得
慧
暉
の
法
孫
に
当
た
る
妙
光
が
阿
育
王
山
（
玉
几
）
の
住
持
と
し
て
明
州
定
海
県
の

瑞
巌
開
善
禅
寺
の
十
二
峰
に
到
り
、
法
叔
祖
に
当
た
る
法
恭
の
墓
塔
「
石
牕
大
士
窣
堵
波
」
を
拝
登
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（4
（

。
法
恭
は
妙
光
に

と
っ
て
法
祖
慧
暉
の
法
弟
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
法
の
曾
祖
叔
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
妙
光
に
同
行
し
て
法
恭
の
墓
塔
を
一
緒
に
拝
登
し
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た
の
が
大
慧
派
の
無
文
道
璨
と
物
初
大
観
、
そ
れ
に
妙
光
の
法
嗣
で
あ
る
宏
智
派
の
用
晦
□
曄
を
加
え
た
三
禅
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
中
で

道
璨
は
す
で
に
触
れ
た
ご
と
く
阿
育
王
山
の
妙
光
に
書
簡
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
後
、
実
際
に
阿
育
王
山
に
妙
光
を
訪
ね
て

そ
の
も
と
に
暫
し
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

ま
た
大
観
の
こ
と
ば
に
よ
れ
ば
、
妙
光
ら
は
瑞
巌
山
の
十
二
峰
に
登
っ
て
法
恭
の
墓
塔
を
拝
し
て
い
る
が
、
墓
塔
の
場
所
と
上
方
塔
の
存
す
る
地

に
建
て
ら
れ
た
塔
頭
（
上
方
塔
院
か
）
に
は
、
法
恭
の
生
前
の
す
が
た
を
刻
ん
だ
遺
像
（
木
造
の
坐
像
か
）
が
凛
然
と
存
し
、
あ
た
か
も
御
史
の
楼
鑰
（
攻

媿
先
生
）
が
『
攻
媿
集
』
巻
一
一
〇
「
瑞
巌
石
牕
禅
師
塔
銘
」
に
て
「
自
得
如
二
深
雲
中
片
石
、一 

石
窓
則
空
門
中
御
史
也
」
と
尊
称
し
て
い
る
が
、

そ
ん
な
法
恭
の
風
貌
を
そ
の
ま
ま
に
仰
ぎ
拝
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
墓
塔
と
木
像
を
安
置
し
た
塔
頭
の
近
隣
に
は
実
際
に
「
瑞
巌
石

牕
禅
師
塔
銘
」
も
立
石
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
、
妙
光
や
大
観
ら
も
こ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う（

（4
（

。

ま
た
法
恭
の
塔
頭
に
は
遺
像
の
ほ
か
に
、
あ
わ
せ
て
待
制
の
汪
大
猷
（
字
は
仲
嘉
、
号
は
適
斎
、
一
一
二
〇
─
一
二
〇
〇
）
が
記
し
た
銘
や
、
張
良
臣
（
字

は
雪
窗
、
武
子
）
が
記
し
た
些
載
な
ど
も
付
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
と
く
に
張
良
臣
と
い
え
ば
宏
智
正
覚
や
自
得
慧
暉
に
参
学
し
、
法
恭
と
も
親
し

い
道
交
を
な
し
た
と
さ
れ
る
文
人
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
汪
大
猷
も
法
恭
と
交
遊
の
存
し
た
人
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
銘
文
な
ど
の
内
容
が
明
確
に
な

る
こ
と
で
も
あ
れ
ば
、
晩
年
の
法
恭
に
関
す
る
興
味
深
い
事
跡
な
ど
も
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
法
恭
が
示
寂
し
た
の
は
淳
煕
八
年
（
一
一
八
一
）

八
月
二
五
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
妙
光
が
直
接
に
瑞
巌
寺
の
法
恭
に
参
学
し
た
可
能
性
は
存
し
な
い
も
の
の
、
あ
る
い
は
妙
光
が
若
い
頃
に
法
恭

の
高
弟
で
あ
る
中
庵
重
皎
や
古
巌
如
璧
（
堅
璧
と
も
）
な
ど
の
も
と
に
参
じ
た
可
能
性
も
存
し
よ
う
。
後
に
詳
し
く
触
れ
る
松
源
派
の
虚
堂
智
愚
の

場
合
は
、
若
く
し
て
明
州
奉
化
県
の
雪
竇
山
資
聖
禅
寺
に
上
山
し
て
慧
暉
の
高
弟
で
あ
る
文
煥
の
も
と
に
投
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
法
恭
の
高
弟
で
あ

る
中
庵
重
皎
を
杭
州
銭
塘
県
の
南
屏
山
浄
慈
報
恩
光
孝
禅
寺
に
参
じ
て
い
る
。

妙
光
が
大
観
・
道
璨
・
用
晦
曄
ら
を
伴
っ
て
明
州
定
海
県
の
瑞
巌
寺
に
到
っ
た
当
時
、
瑞
巌
寺
の
住
持
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
残
念
な
が
ら
「
住

山
□
□
」
と
あ
る
の
み
で
人
名
の
箇
所
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
の
が
誠
に
惜
し
ま
れ
る
よ
う
。
と
き
の
住
持
が
臨
済
禅
者
で
あ
っ
た
の
か
曹
洞
禅
者

で
あ
っ
た
の
か
も
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
禅
者
は
瑞
巌
寺
の
風
規
を
一
新
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
信
宿
と
は
二
晩
に
わ
た
っ
て
宿

泊
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
妙
光
ら
は
瑞
巌
寺
に
二
泊
三
日
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
、
山
水
の
勝
景
を
愛
す
る
と
と
も
に
昔
年
の
法
恭
の
遺
徳
を
偲
ん

だ
こ
と
で
あ
ろ
う（

（4
（

。
遺
像
を
目
の
当
た
り
に
拝
し
た
妙
光
は
、
生
前
の
法
恭
に
直
に
相
見
し
た
か
の
ご
と
き
感
慨
に
浸
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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註（
１
）
南
宋
代
の
曹
洞
宗
を
明
確
に
真
歇
派
と
宏
智
派
の
両
系
に
配
す
る
発
想

は
、
南
宋
末
期
に
臨
済
宗
破
庵
派
の
希
叟
紹
曇
が
『
五
家
正
宗
賛
』
巻

三
「
曹
洞
宗
」
で
、「
丹
霞
淳
禅
師
」
の
門
下
を
「
真
歇
了
禅
師
」
の
章
（
卍

続
蔵
一
三
五
・
四
八
三
ａ
～
ｄ
）
と
「
宏
智
覚
禅
師
」
の
章
（
同
・
四
八
三

ｄ
～
四
八
四
ａ
）
に
分
け
、さ
ら
に
真
歇
下
に
「
天
童
珏
禅
師
」
の
章
（
同
・

四
八
四
ａ
～
ｃ
）
を
、
宏
智
下
に
「
自
得
暉
禅
師
」
の
章
（
同
・
四
八
四

ｃ
～
四
八
五
ｂ
）
を
載
せ
て
立
伝
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

（
２
）『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
三
巻
は
南
宋
末
期
の
景
定
年
間
（
一
二
六
〇
─

一
二
六
四
）
に
大
慧
派
の
枯
崖
円
悟
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
十
二
世

紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
中
葉
に
か
け
て
南
宋
禅
林
で
活
躍
し
た
禅
僧
や

禅
宗
に
関
わ
っ
た
官
僚
士
大
夫
な
ど
の
貴
重
な
事
跡
を
編
集
し
て
ま
と

め
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
埋
も
れ
て
し
ま
う
禅
僧
た
ち
の
逸
話
や
こ
と

ば
な
ど
を
収
録
し
て
お
り
、
南
宋
後
期
の
禅
宗
界
の
状
況
を
知
る
上
で

も
興
味
深
い
史
料
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
大
半
は
楊
岐
派
の
臨
済

禅
者
で
あ
っ
て
、
曹
洞
禅
者
と
し
て
は
明
極
慧
祚
・
天
童
如
浄
・
短
篷

□
遠
・
東
谷
妙
光
の
四
禅
者
の
事
跡
を
載
せ
る
に
止
ま
り
、
ほ
か
に
名

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
真
歇
派
の
足
庵
智
鑑
、
宏
智
派
の
自
得
慧
暉

と
中
庵
重
皎
が
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
３
）
李
國
玲
編
著
『
宋
僧
録
（
上
冊
）』（
北
京
市
綫
装
書
局
）
に
は
「
妙
光
」

と
し
て
東
谷
妙
光
の
項
を
立
て
て
お
り
、
湯
華
泉
輯
撰
『
全
宋
詩
輯
補
』

（
黄
山
書
社
刊
）
の
第
一
〇
冊
（『
全
宋
詩
未
収
作
者
輯
録
』
三
「
僧
人
」）
に

も
「
釈
妙
光
」
と
し
て
妙
光
に
関
す
る
詩
偈
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
近

年
の
中
国
の
文
献
で
も
明
確
に
「
妙
光
」
と
明
記
し
て
収
録
し
て
い
る
。

（
４
）「
東
谷
無
尽
塔
碑
」
は
宏
智
正
覚
が
示
寂
し
て
三
ヶ
月
余
を
経
た
紹
興

二
八
年
（
一
一
五
八
）
正
月
に
天
童
山
第
一
七
世
住
持
で
法
嗣
の
法
為
に

よ
っ
て
東
谷
庵
に
立
石
さ
れ
て
い
る
。
ま
た「
宋
故
宏
智
禅
師
妙
光
塔
銘
」

は
紹
興
二
九
年
（
一
一
五
九
）
七
月
望
日
に
天
童
山
第
一
八
世
住
持
で
法

姪
の
大
休
宗
珏
に
よ
っ
て
立
石
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
石
井
修
道
『
宋

代
禅
宗
史
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、昭
和
六
二
年
一
〇
月
）に
影
印
拓
本（
駒

澤
大
学
図
書
館
所
蔵
）
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。　

（
５
）
天
台
宗
の
晦
巌
法
照
（
仏
光
法
師
）
に
つ
い
て
は
『
続
仏
祖
統
記
』
巻

一
に
「
法
師
法
照
〈
法
照
法
師
〉」
の
章
（
卍
続
蔵
一
三
一
・
三
五
六
ｂ
～

三
五
七
ａ
）
が
存
す
る
。
禅
宗
と
の
関
わ
り
で
は
建
康
府
（
南
京
）
の
蒋

山
太
平
興
国
禅
寺
で
大
慧
派
の
浙
翁
如
琰
（
仏
心
禅
師
、
一
一
五
一
―

一
二
二
五
）
に
参
学
し
て
お
り
、
明
州
鄞
県
の
南
湖
延
慶
教
寺
の
住
持
を

務
め
て
い
た
際
に
は
同
じ
鄞
県
の
阿
育
王
山
広
利
寺
（
禅
宗
五
山
第
五
位
）

の
兼
務
住
持
に
天
童
山
の
癡
絶
道
冲
（
一
一
六
九
―
一
二
五
〇
）
を
推
挙

し
て
い
る
。
さ
ら
に
法
照
は
杭
州
銭
塘
県
の
上
天
竺
教
寺
の
住
持
で
あ
っ

た
際
に
は
、
日
本
に
渡
来
し
た
松
源
派
の
蘭
渓
道
隆
（
大
覚
禅
師
、

一
二
一
三
―
一
二
七
八
）
の
宋
版
『
蘭
渓
和
尚
語
録
』
に
序
文
を
寄
せ
て

い
る
。　

（
６
）
虎
丘
派
の
晦
巌
大
光
は
笑
庵
了
悟
の
法
嗣
で
あ
り
、
日
本
の
永
平
道
元
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が
在
宋
中
に
明
州
阿
育
王
山
で
参
学
し
た
禅
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
。
詳

し
く
は
佐
藤
秀
孝
「
笑
庵
了
悟
と
晦
巌
大
光
─
道
元
が
在
宋
中
に
参
学

し
た
阿
育
王
山
の
大
光
長
老
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研

究
紀
要
』
第
七
三
号
、平
成
二
七
年
〈
二
〇
一
五
〉
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
如
浄
の
生
没
年
に
関
す
る
新
説
で
あ
る
宝
慶
三
年
七
月
一
七
日
示
寂
説

に
つ
い
て
は
、
佐
藤
秀
孝
「
如
浄
禅
師
示
寂
の
周
辺
」（『
印
度
学
仏
教
学

研
究
』
第
三
四
巻
第
一
号
、
昭
和
六
〇
年
〈
一
九
八
五
〉
一
二
月
）
と
伊
藤

秀
憲
「『
仏
鑑
禅
師
語
録
』
の
上
堂
年
時
考
―
宝
慶
三
年
如
浄
示
寂
説
を

確
か
め
る
―
」（
駒
沢
大
学
中
国
仏
教
史
蹟
参
観
団
編
『
中
国
仏
蹟
見
聞
記
』

第
七
集
、
昭
和
六
一
年
〈
一
九
八
六
〉
八
月
）
を
参
照
。

（
８
）『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
一
「
金
陵
報
恩
院
清
護
禅
師
」
の
章
に
、

	

　

�

師
風
神
清
灑
、操
行
孤
標
。
二
十
年
不
レ
服
二
綿
絹
、一 
唯
衣
二
紙
布
。一 （
大

正
蔵
五
一
・
三
九
七
ｂ
）

	

と
あ
り
、
風
神
と
は
人
柄
・
人
品
あ
る
い
は
趣
や
気
品
を
い
い
、
操
行

も
品
行
・
素
行
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
三
「
汝
州

首
山
念
禅
師
」
の
章
に
、

	

　

�

為
レ
人
簡
重
有
二
精
識
、一 

専
修
二
頭
陀
行
。一 

誦
二
法
華
経
、一 

叢
林
畏
二
敬

之
、一 

目
以
為
二
念
法
華
。一 （
卍
続
蔵
一
三
七
・
二
二
七
ａ
～
ｂ
）

	

と
あ
り
、
精
識
と
は
よ
く
記
憶
し
て
い
る
こ
と
、
記
憶
力
が
き
わ
め
て

す
ぐ
れ
て
い
る
意
で
あ
る
。　

（
９
）
詳
し
く
は
佐
藤
秀
孝
「
曹
洞
宗
宏
智
派
の
明
極
慧
祚
に
つ
い
て
─
天
童

如
浄
と
の
交
友
と
接
化
の
相
違
を
踏
ま
え
て
─
」（
駒
沢
宗
教
学
研
究
会『
宗

教
学
論
集
』
第
二
三
号
、
平
成
一
六
年
〈
二
〇
〇
四
〉
三
月
）
を
参
照
。　

（
10
）『
叢
林
盛
事
』
巻
下
「
遯
菴
演
」
の
項
（
卍
続
蔵
一
四
八
・
四
七
ｄ
～
四
八

ａ
）
に
よ
れ
ば
、
大
慧
下
の
遯
庵
宗
演
は
福
州
の
鄭
氏
の
出
身
で
、
大

慧
下
の
枯
木
祖
元
に
相
見
し
た
後
、
径
山
の
大
慧
宗
杲
に
参
じ
て
法
を

嗣
い
で
お
り
、
黄
龍
派
の
塗
毒
智
策
（
一
一
一
七
―
一
一
九
二
）
の
推
挙

を
得
て
無
錫
の
華
蔵
寺
に
一
九
年
に
わ
た
っ
て
化
導
を
敷
い
た
と
さ
れ

る
。『
叢
林
盛
事
』
巻
末
に
は
慶
元
五
年
（
一
一
九
九
）
に
華
蔵
寺
の
住

持
と
し
て
宗
演
が
著
わ
し
た
跋
文
（
卍
続
蔵
一
四
八
・
四
八
ａ
～
ｂ
）
が
存

し
、『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』
巻
末
に
も
華
蔵
寺
の
宗
演
が
撰
し
た
「
大

慧
先
師
年
譜
跋
」
が
存
し
、
開
禧
元
年
（
一
二
〇
五
）
に
宗
演
に
よ
っ
て

校
訂
さ
れ
て
い
る
。
秀
巌
師
瑞
は
九
江
（
江
西
省
）
謝
氏
の
出
身
で
、
拙

庵
徳
光
の
法
を
嗣
い
だ
後
に
安
徽
の
諸
刹
に
住
持
し
、
徳
光
の
後
を
受

け
明
州
の
阿
育
王
山
広
利
寺
に
遷
住
し
た
。
東
塔
に
隠
閑
し
て
い
た
徳

光
に
対
し
、
師
瑞
も
西
塔
に
閑
居
し
た
が
、
嘉
泰
三
年
（
一
二
〇
三
）
に

徳
光
が
示
寂
す
る
と
、
舒
州
（
安
徽
省
）
の
投
子
山
に
七
年
間
住
持
し
、

さ
ら
に
無
錫
の
華
蔵
寺
に
遷
住
し
て
い
る
。
華
蔵
寺
で
の
住
持
期
間
は

短
か
っ
た
も
の
ら
し
く
、
ま
も
な
く
阿
育
王
山
の
西
塔
に
戻
っ
て
い
る

か
ら
、
時
期
的
に
如
浄
が
華
蔵
寺
に
寓
居
し
て
い
た
当
時
、
師
瑞
が
住

持
で
あ
っ
た
可
能
性
も
存
し
よ
う
。『
宝
慶
四
明
志
』
巻
九
「
師
瑞
」
に

よ
れ
ば
、
師
瑞
が
阿
育
王
山
東
堂
の
身
で
示
寂
し
た
の
は
嘉
定
一
六
年

（
一
二
二
三
）
八
月
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。　

（
11
）『
如
浄
和
尚
語
録
』「
偈
頌
」
に
、
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送
三
僧
見
二
明
極
和
尚
。一 

	
　
　

�
機
絲
抽
尽
万
縁
平
、
休
倚
二
寒
岩
一
転
路
程
。
千
聖
不
レ
携
無
影
像
、

那
辺
借
レ
伴
月
華
明
。（
大
正
蔵
四
八
・
一
三
二
ｂ
～
ｃ
）

	

と
い
う
偈
頌
が
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は
如
浄
の
門
下
に
い
た
一
僧
が
明

極
慧
祚
の
も
と
に
相
見
せ
ん
と
赴
く
の
を
見
送
る
内
容
で
あ
る
。　

（
12
）
佐
藤
秀
孝
「
曹
洞
宗
宏
智
派
の
短
篷
遠
に
つ
い
て
─
天
童
如
浄
に
参
じ

て
孤
高
な
坐
禅
を
貫
い
た
遠
鉄
橛
─
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』

第
六
七
号
、
平
成
二
一
年
〈
二
〇
〇
九
〉
三
月
）
を
参
照
。　

（
13
）『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
中
「
嘉
興
府
光
孝
石
室
輝
禅
師
」
の
項
の
全
文

を
示
す
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

	

　
　

�

嘉
興
府
光
孝
石
室
輝
禅
師
。
僧
問
、
明
招
見
二
勝
光
、一 

纔
跨
レ
門
光

垂
二
一
足
、一 

意
旨
如
何
。
室
曰
、
乞
児
弄
二
飯
椀
。一 

問
、
只
如
下
招

云
二
伎
倆
已
尽
、一 

払
袖
便
行
、上
又
且
如
何
。
室
曰
、
鈍
鳥
逆
レ
風
飛
。

室
久
侍
二
明
極
、一 

後
嗣
二
無
準
。一 

性
介
烈
貴
勢
、
不
二
敢
干
以
一レ
私
。

住
二
慶
元
彰
聖
、一 

官
府
科
擾
無
レ
節
、
棄
去
。
府
公
聞
レ
之
雖
二
勉

留
、一 

不
レ
回
矣
。
嘗
掛
レ
牌
、
首
二
衆
径
山
。一 

其
語
穏
実
。（
卍
続
蔵

一
四
八
・
八
六
ａ
）

	

冒
頭
に
嘉
興
府
嘉
興
県
（
嘉
禾
）
の
天
寧
報
恩
光
孝
寺
で
法
輝
が
一
僧
と

な
し
た
問
答
を
載
せ
、
そ
の
後
に
法
輝
の
事
跡
を
簡
略
に
記
し
て
い
る
。

法
輝
は
激
し
い
気
性
を
具
え
て
い
た
ら
し
い
が
、
そ
の
平
生
の
語
句
は

穏
実
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
法
輝
は
初
め
に
明
州
（
慶
元
府
）
鄞
県
の
彰

聖
寺
に
開
堂
出
世
し
た
が
、
官
府
と
の
軋
轢
を
理
由
に
退
住
し
、
径
山

の
師
範
の
も
と
で
首
座
を
務
め
て
い
る
。
あ
る
い
は
妙
光
が
嘉
興
府
の

本
覚
禅
寺
に
住
持
し
て
後
、
法
輝
も
改
め
て
同
じ
嘉
興
府
の
天
寧
報
恩

光
孝
禅
寺
に
住
持
し
、
化
導
を
敷
い
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
14
）『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
四
「
光
孝
石
室
輝
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵

一
四
二
・
四
〇
七
ｂ
）
で
は
、
一
上
堂
を
載
せ
る
の
み
で
、
明
極
慧
祚
と
の

関
わ
り
な
ど
を
伝
え
る
伝
記
的
な
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

（
15
）『
無
文
印
』
巻
一
二
「
祭
文
」
に
「
祭
二
癡
絶
和
尚
一
〈
輝
石
室
・
衆
寮
・

日
本
能
侍
者
・
門
祭
・
含
暉
亭
祭
骨
〉」
が
存
し
て
お
り
、
石
室
法
輝
が

曹
源
派
の
癡
絶
道
冲
（
一
一
六
九
―
一
二
五
〇
）
を
祀
る
祭
文
を
無
文
道

璨
に
依
頼
し
て
い
る
。

	

　
　
　
　

祭
二
癡
絶
和
尚
、一　

輝
石
室
。

	

　
　

�

嗚
呼
師
乎
、
法
施
如
レ
雲
如
レ
雨
、
道
鳴
如
レ
雷
如
レ
霆
。
上
而
天
子
、

下
而
庶
士
、
皆
能
知
レ
之
。
至
三
於
有
二
古
尊
宿
之
道
三
、一 

世
之
論
者

或
未
レ
知
焉
。
曹
源
門
戶
、
荒
寒
寂
寥
、
老
臂
独
支
、
卒
使
三
之
広

大
高
明
大
庇
二
天
下
。一 

雖
三
道
盛
如
二
松
源
、一 

不
三
以
易
二
其
素
、一 

一

也
。
気
正
而
厳
、
不
下
以
二
詞
色
一
少
假
中
学
者
。上
我
従
我
違
、
不
二

爾
暇
顧
、一 

二
也
。
僵
二
臥
一
榻
、一 

泰
定
清
明
、
説
レ
偈
書
レ
賛
、
終

日
無
二
倦
色
。一 

侍
僧
以
二
遺
頌
一
請
、
則
麾
斥
不
レ
顧
、
而
以
二
月
望
一

自
期
、
三
也
。
嗟
夫
是
豈
志
満
気
掲
、
嘗
試
為
レ
之
者
所
二
能
及
一
哉
。

嘗
謂
勢
可
二
以
服
一レ
衆
、
而
不
レ
可
三
以
服
二
善
類
之
口
。一 

力
可
二
以

得
一レ
位
、
而
不
レ
可
三
以
得
二
善
類
之
心
。一 

今
夫
方
二
丈
其
居
、一 

絢
二

采
其
衣
。一 

彼
信
矣
、
此
或
不
レ
服
、
此
服
矣
、
彼
或
不
レ
信
。
師
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不
レ
求
レ
信
而
人
信
レ
之
、
不
レ
求
レ
服
而
人
服
レ
之
。
故
其
高
二
臥
玉

山
、一 
望
レ
之
者
如
レ
渴
、
養
二
疴
双
径
、一 

従
レ
之
者
如
レ
市
。
此
其
必

有
二
不
レ
依
レ
勢
而
立
不
レ
恃
レ
力
而
行
者
一
矣
。
遵
二
稟
遺
言
、一 

服
二

役
大
事
、一 
輝
也
何
幸
身
親
見
レ
之
。
然
隳
二
此
大
法
之
幢
、一 

滅
二
此

大
法
之
炬
、一 
而
折
二
此
大
法
之
梁
棟
、一 

天
下
将
安
仰
哉
、
悲
夫
。

	

　

こ
の
祭
文
は
『
天
童
寺
志
』
巻
七
「
塔
像
攷
」
の
「
癡
絶
冲
禅
師
塔
」

に
も
「
石
室
輝
、
癡
絶
和
尚
祭
文
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
道
冲

は
淳
祐
一
〇
年
（
一
二
五
〇
）
五
月
一
三
日
に
遷
化
し
て
お
り
、
あ
る
い

は
法
輝
は
明
極
慧
祚
や
無
準
師
範
の
ほ
か
に
道
冲
に
も
参
学
し
た
経
緯

な
ど
が
存
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
法
輝
と
と
も
に
道
冲
を
祀
る

祭
文
を
道
璨
に
依
頼
し
た
日
本
僧
の
能
侍
者
に
つ
い
て
は
、
如
何
な
る

禅
者
で
あ
っ
た
の
か
事
跡
が
定
か
で
な
い
。
一
方
、
駒
澤
大
学
図
書
館

所
蔵
『
禅
林
諸
祖
弔
霊
語
薮
』
巻
三
「
秉
炬
」
に
「
為
二
癡
絶
和
尚
、一 

石
室
輝
」
と
「
為
二
霊
叟
和
尚
、一 

石
室
輝
」
と
題
す
る
秉
炬
法
語
が
収

め
ら
れ
て
お
り
、
径
山
住
持
と
し
て
遷
化
し
た
曹
源
派
の
癡
絶
道
冲
と

天
台
山
国
清
寺
の
住
持
と
し
て
遷
化
し
た
破
庵
派
の
同
門
に
当
た
る
霊

叟
道
源
の
た
め
に
、
法
輝
が
そ
れ
ぞ
れ
秉
炬
仏
事
の
導
師
を
務
め
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
『
無
文
印
』
巻
一
二
「
祭
文
」
に
「
江
湖
祭
二
石

室
暉
一
」
と
題
す
る
一
文
が
存
し
て
お
り
、
法
輝
（
法
暉
）
が
遷
化
し
た

際
に
は
無
文
道
璨
が
江
湖
を
代
表
し
て
祭
文
を
作
成
し
て
い
る
。

（
16
）『
雲
谷
和
尚
語
録
』
巻
上
に
は
「
嘉
興
府
本
覚
禅
寺
語
録
」（
卍
続
蔵

一
二
七
・
七
九
ｃ
～
八
一
ｃ
）
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、「
浄
慈
介
石
和
尚
遺

書
至
上
堂
」「
仏
海
忌
日
拈
香
」「
謝
二
法
華
希
叟
和
尚
・
源
別
澗
首
座
一

上
堂
」「
仏
海
禅
師
忌
日
上
堂
」
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
。　

（
17
）
霊
石
如
芝
に
関
し
て
は
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
五
「
杭
州
浄
慈
霊
石
如

芝
禅
師
」の
章
に「
初
住
二
嘉
禾
興
聖
、一 

遷
二
台
之
湧
泉
・
嘉
興
本
覚
一
」（
卍

続
蔵
一
四
二
・
四
二
二
ｃ
）
と
あ
る
。『
了
菴
和
尚
語
録
』
巻
二
に
「
住
嘉

興
路
本
覚
禅
寺
語
録
」（
卍
続
蔵
一
二
三
・
三
〇
二
ｃ
～
三
二
〇
ｂ
）
を
収
め
、

『
楚
石
禅
師
語
録
』
巻
五
に
「
住
嘉
興
路
本
覚
寺
語
録
」（
卍
続
蔵

一
二
四
・
五
四
ｃ
～
六
一
ｃ
）
を
収
め
る
。　

（
18
）『
嘉
興
府
志
』
巻
四
「
寺
観
」
の
「
秀
水
県
」
に
「
淳
祐
間
、
守
臣
趙

與
訔
、
請
為
二

本
覚
禅
院
一

」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
淳
祐
年
間

（
一
二
四
一
―
一
二
五
二
）
に
守
臣
の
趙
與
訔
（
字
は
中
父
、
号
は
菊
坡
、

一
二
一
三
―
一
二
六
五
）
が
請
う
て
本
覚
禅
院
の
額
を
賜
っ
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
状
況
的
に
は
妙
光
が
遷
住
し
て
以
降
の
こ
と
と
見
ら
れ

る
が
、
妙
光
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
本
覚
寺
の
寺
勢
が
高
ま
っ
た
た
め
か

も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
趙
與
訔
は
元
代
の
文
人
と
し
て
名
高
い
趙
孟

頫
（
字
は
子
昂
、
号
は
松
雪
、
一
二
五
四
―
一
三
二
二
）
の
父
親
で
あ
る
。

（
19
）『
霊
巌
記
略
』
内
篇
巻
下
「
敍
諸
聖
師
伝
説
」
に
は
宋
代
の
禅
者
と
し

て
「
円
照
禅
師
伝
」「
慈
受
禅
師
伝
」「
仏
海
妙
空
禅
師
伝
」「
仏
眼
無
門

禅
師
伝
」
を
、元
代
の
禅
者
と
し
て
「
石
湖
禅
師
伝
」「
南
石
禅
師
伝
」「
南

堂
禅
師
伝
」
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
中
華
民
国
三
二
年
（
一
九
四
三
）
序

の
『
霊
巌
山
志
』
巻
三
「
高
僧
」
に
は
宋
代
の
禅
者
と
し
て
「
円
照
禅
師
」

「
慈
受
禅
師
」「
仏
海
妙
空
禅
師
」「
月
林
観
禅
師
」「
隆
興
黄
龍
無
門
慧
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開
禅
師
」「
破
菴
禅
師
」
を
、
元
代
禅
者
と
し
て
「
石
湖
禅
師
」「
南
堂

禅
師
」「
大
方
禅
師
」「
天
彰
文
煥
禅
師
」
を
、
明
代
初
期
の
禅
者
と
し

て
「
南
石
禅
師
」
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
霊
巌
寺
に
は

北
宋
代
に
雲
門
宗
の
円
照
宗
本
や
慈
受
懐
深
が
住
持
し
、
南
宋
代
に
雲

門
宗
の
妙
空
智
訥
や
臨
済
宗
楊
岐
派
の
破
庵
祖
先
・
月
林
師
観
・
無
門

慧
開
が
住
持
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
東
谷
妙
光
の
名

は
存
し
て
い
な
い
。　

（
20
）『
月
林
観
和
尚
語
録
』
に
「
住
平
江
府
霊
巌
山
崇
報
禅
寺
語
録
」（
卍
続

蔵
一
二
〇
・
二
四
五
ａ
～
ｄ
）
を
収
め
、『
無
門
開
和
尚
語
録
』
巻
上
に
「
平

江
府
霊
巌
顕
親
崇
報
禅
寺
語
録
」（
卍
続
蔵
一
二
〇
・
二
五
三
ｂ
～
ｄ
）
を

収
め
る
。
と
く
に
無
門
慧
開
の
場
合
は
時
期
的
に
妙
光
と
前
後
し
て
霊

巌
寺
に
住
持
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。　

（
21
）『
虚
舟
和
尚
語
録
』
巻
末
「
行
状
」
に
よ
れ
ば
、

	

　
　

�

無
得
通
禅
師
、
時
唱
二
松
源
之
道
于
番
易
薦
福
、一 
因
決
レ
意
扣
請
、

以
厭
二
初
願
。一 

其
遷
二
福
厳
・
華
蔵
、一 

皆
挟
レ
袱
与
レ
之
倶
。
偶
入
室

次
、
通
問
曰
、
不
下
与
二
万
法
一
為
一レ
侶
、
是
甚
麽
人
。
師
曰
、
金
香

鑪
下
鉄
崑
崙
。
通
曰
、
将
謂
者
矮
子
有
二
長
処
、一 

見
解
乃
爾
。
師

曲
躬
作
礼
曰
、
謝
二
和
尚
証
明
。一 

自
レ
此
磁
鉄
相
契
、
法
務
無
二
難

易
、一 

歴
試
レ
之
。
居
数
年
辞
レ
通
、
以
二
所
得
一
質
二
当
世
。一 

天
童
晦

巌
光
・
大
慈
石
巌
璉
・
虎
丘
石
室
迪
、
一
見
器
異
、
為
レ
不
レ
可
レ
及
。

因
留
二
法
務
于
三
師
間
。一 

淳
祐
初
、
制
府
趙
信
菴
以
二
建
康
半
山
一

敦
請
出
世
。
挙
レ
香
嗣
二
無
得
。一 （
卍
続
蔵
一
二
三
・
九
四
ｄ
）

	

と
あ
り
、
無
得
覚
通
が
無
錫
の
華
藏
寺
に
住
持
し
た
の
は
、
法
嗣
の
虚

舟
普
度
の
動
向
か
ら
し
て
宝
慶
年
間
（
一
二
二
五
―
一
二
二
七
）
か
ら
紹

定
年
間
（
一
二
二
八
―
一
二
三
三
）
の
頃
と
見
ら
れ
る
。

（
22
）『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
二
に
「
華
藏
純
庵
善
浄
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵

一
四
二
・
三
九
〇
ｂ
）
が
あ
り
、同
巻
三
に
「
華
藏
瞎
驢
見
和
尚
」
の
章
（
卍

続
蔵
一
四
二
・
四
〇
〇
ｃ
）
が
存
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
偈
頌
を
載
せ
る
の
み

で
あ
り
、
華
藏
寺
に
お
け
る
具
体
的
な
活
動
の
様
子
な
ど
は
伝
え
ら
れ

て
い
な
い
。
純
庵
善
浄
（
淳
庵
）
は
楊
岐
派
の
息
庵
達
観
（
一
一
三
八
―

一
二
一
二
）
の
法
嗣
で
あ
り
、
瞎
驢
無
見
は
楊
岐
派
の
無
門
慧
開
の
法
嗣

で
あ
る
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
上
に
「
淳
庵
浄
禅
師
」
の
項
（
卍
続
蔵

一
四
八
・
七
六
ａ
）
が
存
す
る
が
、
一
頌
を
載
せ
る
の
み
で
あ
る
。
善
浄

の
法
嗣
に
は
無
行
達
真（
？
―
一
二
六
三
）が
お
り
、宝
祐
四
年（
一
二
五
六
）

に
福
州
の
鼓
山
湧
泉
寺
に
住
持
し
て
い
る
か
ら
、
善
浄
が
華
藏
寺
に
住

持
し
て
い
た
の
は
妙
光
と
相
前
後
す
る
頃
と
な
ろ
う
。　

（
23
）
宋
濂
（
字
は
景
濂
、
号
は
潜
渓
、
一
三
一
〇
―
一
三
八
一
）
の
『
宋
文
憲

公
護
法
録
』
巻
四
「
碑
」
の
「
蘇
州
万
寿
禅
寺
重
構
仏
殿
碑
」
に
、

	

　
　

�

蘇
之
長
洲
東
北
二
里
、万
寿
報
恩
光
孝
禅
寺
在
レ
焉
。
初
晋
義
熙
中
、

有
二
沙
門
一
曰
二
法
愔
、一 

自
二
西
域
一
至
二
中
夏
、一 

与
二
慧
遠
法
師
一
結
二

社
廬
山
。一 

已
而
来
レ
蘇
、
以
二
念
仏
三
昧
、一 

化
二
導
有
情
。一 

蘇
人
翕

然
帰
レ
之
、
為
建
二
浄
寿
院
。一 

梁
時
更
二
名
安
国
。一 

唐
長
寿
二
年
、

又
更
二
名
長
寿
、一 

尋
燬
二
于
兵
。一 

呉
越
銭
氏
、
有
二
国
中
呉
軍
節
度

使
銭
文
一
奉
重
作
レ
之
、
又
更
二
名
安
国
長
呉
寿
禅
院
。一 

始
易
レ
禅
僧
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明
彦
主
レ
之
。
宋
大
中
祥
符
二
年
、
丁
普
公
為
奏
、
改
為
二
万
寿
。一 

崇
寧
二
年
、
詔
加
二
崇
寧
于
万
寿
之
上
。一 

政
和
初
、
又
更
二
名
天

寧
。一 
紹
興
七
年
、
復
詔
更
二
今
額
、一 

為
二
徽
宗
薦
厳
之
所
。一 

元
至
正

末
、
天
下
大
乱
、
寺
為
二
兵
所
一レ
焚
、
群
僧
散
走
、
鞠
為
二
椔
翳
之

場
。一 

国
朝
洪
武
癸
丑
、
蒲
圻
魏
君
観
来
為
レ
郡
、
周
視
二
廃
基
、一 

蹙
レ
額
而
言
曰
、
是
刹
之
廃
不
レ
得
レ
名
、
浮
屠
不
レ
足
二
以
起
一レ
之
。

行
中
禅
師
仁
公
、
乃
寂
照
和
尚
世
適
、
今
住
二
虎
丘
、一 

徳
涵
道
融
、

堪
レ
為
二
人
天
師
。一 

且
兼
通
二
儒
家
経
、一 

発
為
二
辞
章
一
厳
簡
、
而
有
レ

法
二
内
外
之
学
、一 

双
至
二
中
興
之
責
、一 
庶
其
在
レ
是
乎
。
遣
二
使
者
一

致
二
書
幣
、一 

凡
三
往
而
後
応
レ
之
。
視
二
其
寢
室
、一 

則
床
第
篾
如
也
。

稽
二
其
榖
粟
、一 

則
盎
無
二
斗
儲
一
也
。
訊
二
其
執
役
、一 

則
童
隸
無
レ
有

也
。
師
泊
然
独
居
、
若
享
二
万
鍾
之
禄
一
者
、
曾
未
二
幾
何
、一 

僧
之

散
者
復
還
、
遠
近
清
修
士
魚
貫
而
来
。
有
二
饋
レ
食
者
、一 

有
下
供
二
三

衣
一
者
、上
有
下
施
二
黃
白
金
一
者
。上 

禅
師
曰
、
可
矣
。
戒
二
左
右
一
重

構
二
大
雄
殿
五
楹
間
、一 

鑿
二
石
于
山
、一 

市
二
林
于
江
、一 

陶
二
瓦
于
郊
。一 

工
者
奏
レ
技
、壮
者
献
レ
力
、鞠
明
究
曛
、不
レ
督
而
集
。
四
阿
有
レ
厳
、

若
翬
斯
飛
、
丹
雘
絢
爛
、
眩
二
人
心
目
、一 

僝
二
工
于
甲
寅
春
二
月
、一 

至
二
乙
卯
冬
十
月
、一 

厥
事
告
レ
成
。
禅
師
太
息
曰
、
寺
之
凡
役
殿

為
二
鉅
殿
、一 

既
成
二
門
廡
堂
室
、一 

当
三
易
為
二
爾
吾
耄
一
矣
。
宜
選
二

春
秋
、一 

強
盛
者
継
レ
之
。
禅
師
乃
退
二
居
松
林
蘭
若
、一 

勤
旧
合
レ
輿
、

議
延
二
瑩
中
瓛
公
一
嗣
二
其
席
。一 

	

と
あ
る
。
蘇
州
万
寿
寺
に
お
け
る
妙
光
の
こ
と
な
ど
は
何
も
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
大
慧
派
の
元
叟
行
端
（
寂
照
、
慧
文
正
辯
仏
日
普
照
禅
師
、

一
二
五
五
─
一
三
四
一
）
の
高
弟
で
あ
る
行
中
至
仁
（
煕
怡
叟
、
澹
居
子
、

一
三
〇
九
─
一
三
八
二
）
の
活
動
を
経
て
、
行
端
の
法
孫
に
当
た
る
瑩
中

景
瓛
（
笑
軒
、
？
─
一
三
八
二
）
が
住
持
し
た
明
代
初
期
に
至
る
蘇
州
万

寿
寺
の
変
遷
が
詳
し
く
窺
え
る
。

（
24
）『
応
菴
和
尚
語
録
』
巻
五
に
「
平
江
府
報
恩
光
孝
禅
寺
語
録
」（
卍
続
蔵

一
二
〇
・
四
二
三
ａ
～
四
二
四
ｃ
）
を
収
め
、『
月
林
観
和
尚
語
録
』
に
「
住

平
江
府
万
寿
報
恩
光
孝
禅
寺
語
録
」（
卍
続
蔵
一
二
〇
・
二
四
三
ｄ
～
二
四
四

ｂ
）
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
『
淮
海
和
尚
語
録
』
に
「
平
江
府
万
寿
報

恩
光
孝
禅
寺
語
録
」（
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
七
九
ｂ
～
一
八
〇
ｂ
）
を
収
め
て

い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
天
童
弁
山
和
尚
遺
書
至
上
堂
」
や
「
西
余
別
山

和
尚
赴
二
蒋
山
一
上
堂
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
慧
派
の
淮

海
元
肇
は
時
期
的
に
妙
光
が
万
寿
寺
か
ら
阿
育
王
山
に
遷
住
し
た
後
、

そ
の
席
を
継
ぐ
か
た
ち
で
万
寿
寺
に
入
寺
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
二
「
目
録
」
に
は
「
浄
慈
北
磵
簡
禅
師
法
嗣
」
と

し
て
「
万
寿
石
楼
明
禅
師
〈
無
レ
伝
〉」（
卍
続
蔵
一
四
二
・
三
六
五
ｃ
）
と

あ
る
か
ら
、
大
慧
派
の
石
楼
普
明
も
万
寿
寺
に
住
持
し
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
四
に
「
瑞
巌
雲
巣
巌
禅
師
法
嗣
」
と

し
て
「
蘇
州
万
寿
訥
堂
辯
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四
二
・
四
〇
五
ａ
～
ｂ
）

が
あ
り
、
同
じ
く
巻
四
に
「
浄
慈
谷
源
道
禅
師
法
嗣
」
と
し
て
「
万
寿

高
峰
嶽
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四
二
・
四
〇
五
ｂ
）
が
存
し
て
い
る
か
ら
、

松
源
派
の
訥
堂
浄
辯
と
高
峰
□
嶽
も
妙
光
と
前
後
す
る
頃
に
蘇
州
万
寿
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寺
に
住
持
し
て
い
る
。『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
下
に
「
平
江
府
万
寿
訥
堂

辯
禅
師
」
の
項
（
卍
続
蔵
一
四
八
・
九
二
ｂ
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
真
不
レ

忝
レ
為
二
巌
獃
之
子
・
岳
聾
之
孫
一
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
浄
辯
が
岳
聾

す
な
わ
ち
松
源
崇
嶽
（
老
聵
翁
）
の
法
孫
で
あ
り
、
雲
巣
道
巌
（
巌
獃
）

の
法
嗣
と
し
て
八
た
び
道
場
に
坐
す
る
中
で
、
最
後
に
蘇
州
万
寿
寺
に

住
持
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
五
「
蘇

州
万
寿
南
州
珍
禅
師
」
の
章
（
卍
続
蔵
一
四
二
・
四
二
一
ｄ
）
や
『
呉
中
人

物
志
』
巻
一
二
「
方
外
〈
宋
〉」
の
「
永
珍
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
松
源
派

の
大
休
正
念
と
同
門
に
当
た
る
南
洲
永
珍
（
季
潜
、
一
二
二
五
―
一
三
〇
〇
）

が
元
代
に
蘇
州
万
寿
寺
に
住
持
し
て
い
る
。　

（
25
）『
延
宝
伝
燈
録
』
巻
三
「
相
州
金
峰
山
浄
智
寺
大
休
正
念
禅
師
」
の
章

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

	

　
　

�

相
州
金
峰
山
浄
智
寺
大
休
正
念
禅
師
。
宋
国
温
州
永
嘉
郡
人
。
初

参
二
東
谷
光
於
霊
隠
、一 

聞
レ
挙
下
張
拙
秀
才
問
二
長
沙
、一 

百
千
諸
仏

但
聞
二
其
名
、一 

未
審
、
居
二
何
国
土
一
話
。上 

有
レ
省
。作
レ
偈
呈
レ
谷
曰
、

右
軍
王
羲
之
、
艸
聖
最
為
レ
奇
、
淡
書
二
千
仏
榜
、一 

濃
写
二
四
賢
詩
。一 

後
参
二
石
渓
。一 （
日
仏
全
六
九
・
一
六
二
ａ
）

	

ま
た
『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
二
一
「
相
州
浄
智
寺
沙
門
正
念
伝
」
で
も
、

	

　
　

�

釈
正
念
、
自
号
二
大
休
。一 

宋
温
州
永
嘉
郡
人
。
初
参
二
東
谷
光
於
霊

隠
、一 

聞
下
谷
挙
中
張
拙
問
二
長
沙
、一 

百
千
諸
仏
但
聞
二
其
名
、一 

未
審
、

居
二
何
国
土
一
話
。上 

有
レ
省
。
述
レ
偈
呈
レ
谷
曰
、
右
軍
王
羲
之
、
艸

聖
最
為
レ
奇
、
淡
書
二
千
仏
榜
、一 

濃
写
二
四
賢
詩
。一 

後
参
二
石
渓
和

尚
。一 （
日
仏
全
六
三
・
一
三
二
ｂ
）

	

と
あ
っ
て
、『
元
亨
釈
書
』
の
記
事
を
受
け
な
が
ら
も
、
い
ず
れ
も
正
念

が
杭
州
霊
隠
寺
で
妙
光
に
参
学
し
た
こ
と
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
明
ら
か
に
編
者
で
あ
る
卍
元
師
蛮
（
独
師
、
一
六
二
六
―
一
七
一
〇
）

が
思
い
込
み
で
霊
隠
寺
の
名
を
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
妙
光
が
霊
隠
寺

で
な
し
た
活
動
が
わ
ず
か
一
年
に
も
満
た
な
か
っ
た
こ
と
を
理
解
せ
ず
、

短
絡
的
に
妙
光
の
活
動
の
中
心
地
を
霊
隠
寺
で
あ
る
と
見
誤
っ
た
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
説
に
基
づ
い
て
正
念
が
霊
隠
寺
で
初
め
て
妙

光
に
参
学
し
た
と
し
て
事
跡
を
組
み
立
て
た
な
ら
、
正
念
は
宝
祐
元
年

に
三
九
歳
で
初
め
て
霊
隠
寺
の
妙
光
の
も
と
に
参
学
し
、
そ
の
年
の
内

に
悟
道
し
た
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
そ
の
年
の
一
二
月
に
妙
光
が
示
寂

し
た
こ
と
に
な
っ
て
矛
楯
が
増
し
て
し
ま
う
。　

（
26
）『
仏
名
経
』
と
は
天
竺
三
蔵
菩
提
流
支
訳
『
仏
説
仏
名
経
』
一
二
巻
の

こ
と
を
い
い
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
四
巻
（
大
正
蔵
一
四
・
一
一
四

ａ
～
一
八
四
ａ
）に
収
め
ら
れ
て
お
り
、同
じ
く
訳
者
未
詳『
仏
説
仏
名
経
』

三
〇
巻
（
大
正
蔵
一
四
・
一
八
五
ａ
～
三
〇
二
ｃ
）
も
存
す
る
。　

（
27
）
王
羲
之
の
作
品
と
し
て
は
、
楷
書
に
「
楽
毅
論
」「
黄
庭
経
」
が
あ
り
、

行
書
に
「
蘭
亭
序
」
が
あ
り
、
草
書
に
「
十
七
帖
」
が
存
し
て
い
る
。

（
28
）『
仏
智
禅
師
偃
溪
和
尚
語
録
』
の
冒
頭
に
、

	
　
　

�

偃
渓
禅
師
八
坐
二
道
場
、一 

学
者
奔
赴
如
二
水
赴
一レ
壑
。
所
存
句
語
流
二

伝
諸
方
。一 

一
則
並
無
二
一
句
踏
襲
、一 

二
則
亦
無
二
一
句
重
畳
、一 

三
則

塞
二
尽
知
見
理
路
、一 

四
則
截
二
断
葛
藤
窠
臼
。一 

只
此
四
著
尽
掃
二
近



東
谷
妙
光
と
曹
洞
宗
宏
智
派
の
相
承
（
上
）（
佐
藤
）

四
〇

四
〇
頁

［
再
念
校
］　

駒
澤
大
學　

佛
教
學
部
論
集　

第
53
號

日
法
門
獘
病
、一 

宜
其
傑
二
出
一
時
一
也
。
吾
因
知
三
偃
渓
平
昔
背
二
無

説
之
説
。一
学
者
読
レ
之
当
レ
以
二
無
聞
之
聞
。一
所
レ
謂
単
単
只
売
二
死

猫
頭
。一
喫
者
通
身
冷
汗
流
。
作
用
不
レ
愧
二
前
輩
一
矣
。
余
不
レ
足
二

以
与
一レ
此
、
聊
提
二
帙
端
、一 

以
識
二
欣
快
。一 

	

　
　
　

開
慶
改
元
結
夏
日
、
晋
陵
尤
焴
。（
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
二
七
ｃ
）

　

�

と
あ
り
、
開
慶
元
年
（
一
二
五
九
）
の
結
夏
日
（
四
月
一
五
日
）
に
晋
陵

の
尤
焴
が
撰
し
た
序
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
29
）『
仏
祖
歴
代
通
載
』
巻
三
〇
「
南
宋
〈
孝
宗
〉」
の
「
隆
興
元
年
」
の

項
に
「
径
山
杲
禅
師
入
寂
」
の
記
事
に
付
随
し
て
、

	

　
　

淳
祐
間
、
晋
陵
尤
焴
、
号
二
貳
卿
、一 
甞
題
二
大
慧
語
。一 

	

　
　

�

大
慧
説
法
、
従
横
踔
励
、
如
二
孫
吳
之
用
一レ
兵
、
而
広
闊
弘
深
、

不
レ
可
二
涯
涘
、一 

如
二
大
海
水
、一 

魚
龍
飲
者
、
莫
不
レ
取
レ
足
。レ 

今

挙
二
平
昔
聞
見
二
則
。一 

朱
文
公
少
年
不
レ
楽
レ
読
二
時
文
、一 

因
聴
三
一

尊
宿
説
レ
禅
直
指
二
本
心
、一 

遂
悟
二
昭
昭
霊
霊
一
著
。一 
十
八
歲
請
レ

挙
、
時
従
二
劉
屏
山
。一 

屏
山
意
三
其
必
留
二
心
挙
業
。一 
暨
レ
搜
二
其

篋
、一 

只
大
慧
語
録
一
帙
爾
。
次
年
登
科
、
故
公
平
生
深
知
二
禅
学

骨
髄
、一 

透
二
脱
関
鍵
。一 

此
上
根
利
器
、
於
レ
此
取
レ
足
者
也
。
焴
早

得
二
於
潘
子
善
丈
一
云
レ
爾
。
因
取
二
語
録
一
読
レ
之
、
至
レ
老
不
二
敢

釈
一レ
手
。
往
在
二
舂
陵
、一 

永
嘉
徐
棘
卿
瑄
、
亦
貶
二
是
邦
。一 

未
レ
幾
、

忽
遷
二
象
臺
、一 

憂
愁
涕
泣
。
焴
授
以
二
所
レ
携
本
。一 

徐
卿
亟
取
読
レ
之
、

達
レ
旦
不
寐
。
次
日
欣
悦
忘
レ
憂
。
与
二
昨
日
一
敻
然
二
人
也
。
遂
携

以
去
、
手
抄
二
一
本
一
乃
見
レ
還
。
後
三
年
、
徐
没
二
于
貶
所
。一 

臨
レ

終
殆
同
二
游
戲
、一 

不
レ
疾
沐
浴
而
逝
。
此
書
之
霊
験
如
レ
此
。
蓋
焴

之
親
覩
也
。
云
云
。（
卍
続
蔵
一
三
二
・
三
四
九
ｃ
～
ｄ
）

	

と
あ
り
、
尤
焴
（
貳
卿
）
が
大
慧
派
祖
の
大
慧
宗
杲
の
『
大
慧
普
覚
禅

師
語
録
』
に
寄
せ
た
題
跋
の
こ
と
ば
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
30
）『
続
伝
燈
録
』
巻
三
六
「
明
州
天
童
山
天
目
禅
師
」
の
章
に
、

	

　
　

�

松
源
岳
禅
師
唱
二
道
饒
之
薦
福
、一 

室
中
問
レ
僧
、
不
二
是
風
動
、一 

不
二

是
幡
動
。一 

擬
議
即
棒
出
。
師
聞
レ
之
、
頓
忘
二
知
解
。一 

廼
往
参
レ
焉
、

蒙
二
印
可
一
得
レ
尽
二
其
旨
。一 

辞
二
松
源
、一 

巡
二
礼
江
淮
間
祖
塔
。一 

時

淛
翁
琰
公
主
二
蒋
山
、一 

挽
レ
師
充
二
立
僧
首
座
。一 

晋
陵
尤
公
焴
数

至
レ
山
、
誦
二
師
提
唱
語
一
悦
服
。
嘉
定
五
年
、
約
斎
居
士
張
公
鎡
、

請
レ
師
開
二
法
臨
安
慧
雲
、一 

一
香
為
二
松
源
嗣
。一 （
大
正
蔵
五
一
・

七
一
四
ａ
～
ｂ
）

	

と
あ
り
、
建
康
府
（
南
京
）
の
蒋
山
太
平
興
国
寺
で
大
慧
派
の
浙
翁
如

琰
（
仏
心
禅
師
、
一
一
五
一
―
一
二
二
五
）
の
も
と
で
首
座
を
務
め
た

松
源
派
の
滅
翁
文
礼
（
天
目
樵
者
、
一
一
六
七
―
一
二
五
〇
）
の
立
僧

の
語
を
聞
き
、
尤
焴
が
大
い
に
心
服
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
尤
焴

が
若
い
頃
に
し
ば
し
ば
蒋
山
の
浙
翁
如
琰
に
参
禅
し
て
い
た
こ
と
、
新

た
に
滅
翁
文
礼
の
提
唱
に
も
深
い
関
心
を
示
し
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。

し
か
も
『
天
童
寺
志
』
巻
八
之
上
「
表
貽
考
」
に
、

	

　
　
　
　

晋
陵
尤
焴
、
天
目
禅
師
語
録
序
。

	

　
　

�
嘉
定
壬
申
、
琰
浙
翁
唱
二
道
蒋
山
、一 

予
每
至
レ
山
。
浙
翁
詑
二
其
上

首
、一 
得
レ
人
誦
二
其
提
唱
。一 

相
与
携
レ
手
、
詣
レ
寮
見
レ
之
、
精
采
端
厲
、
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使
二
人
斂
衽
、一 

莫
レ
測
二
其
浅
深
一
也
。
後
数
年
、
礼
滅
翁
之
名
、

諠
二
于
江
湖
。一 

歴
二
住
五
大
刹
、一 

学
者
圜
向
レ
之
。
又
三
十
年
、
予

乃
得
レ
見
二
其
遺
語
于
天
竺
晦
巌
。一 

晦
巌
嘱
レ
余
拈
出
、
因
思
二
諸
祖

中
、一 
惟
丹
霞
本
書
生
、
悟
後
句
語
玄
妙
、
猶
帯
二
儒
酸
気
、一 

脱
二
去

窠
臼
、一 
超
二
然
言
意
之
表
、一 

頭
頭
顕
露
、物
物
全
彰
。
如
二
滅
翁
一
者
、

丹
霞
合
レ
放
二
他
一
頭
地
。一 

然
是
事
非
三
凡
流
可
二
湊
泊
、一 

学
者
当
下

于
二
破
沙
盆
上
一
著
一レ
眼
、
勿
レ
錯
二
路
頭
一
可
也
。
輒
以
二
俗
語
一
題
二

其
巻
首
一
云
。

	

と
あ
り
、
淳
祐
一
〇
年
（
一
二
五
〇
）
に
文
礼
が
示
寂
し
た
後
、
尤
焴

が
天
台
宗
の
晦
巌
法
照
（
仏
光
法
師
、
一
一
八
五
―
一
二
七
三
）
の
依

頼
で
文
礼
の
『
天
目
禅
師
語
録
』
に
序
文
を
寄
せ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

（
31
）
大
慧
派
の
蔵
叟
善
珍
（
一
一
九
四
─
一
二
七
七
）
は
『
蔵
叟
摘
稾
』
巻

下
「
祭
文
」
に
お
い
て
、

	

　
　
　
　

祭
二
端
明
尤
木
石
。一 

	

　
　

�

昔
大
慧
師
道
鳴
二
東
南
、一 

率
先
伏
膺
横
二
浦
紫
岩
。一 
繇
レ
是
徧
交
二
渡

江
諸
老
、一 

鉤
党
牽
連
優
二
游
嶺
島
。一 

至
レ
今
微
言
皎
若
二
日
星
。一 

公

忽
開
レ
巻
如
二
暗
得
一レ
燈
。
遂
登
二
蓬
山
一
乃
掌
二
太
史
。一 

金
鑾
応
レ
制

倚
レ
馬
万
字
。
平
生
補
レ
袞
用
レ
功
最
深
。
羣
媚
衆
嫉
独
天
賞
音
。
宝

祐
一
疏
拠
レ
経
引
レ
義
。
申
レ
救
二
大
臣
、一 

惟
有
レ
去
耳
。
疑
二
公
前

身
、一 

即
二
張
公
。
与
二
大
慧
師
、一 

所
レ
立
一
同
。
末
劫
浮
栄
磨
滅
誰

紀
。
晩
節
芬
芳
公
真
不
レ
死
。
公
於
二
大
慧
一
世
異
心
通
。
儒
喜
詆
レ

仏
公
愈
推
レ
宗
。
紫
岩
之
銘
過
者
必
式
。
酷
哉
秦
火
毀
レ
珠
隕
レ
璧
。

公
童
感
慨
伐
レ
石
再
鐫
。
着
語
未
レ
了
騎
レ
鯨
翩
然
。
某
疇
昔
親
奉
二

麈
尾
、一 

霏
屑
氷
座
墨
妙
堆
レ
几
。
俛
仰
之
間
事
往
迹
陳
。
更
幾
百

年
復
生
二
斯
人
。一 

と
い
う
端
明
の
尤
焴
（
木
石
）
を
祀
る
祭
文
を
残
し
て
い
る
。
尤
焴
は
妙

光
と
莫
逆
の
交
わ
り
を
な
し
た
官
僚
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
尤
焴
が
咸
淳

八
年
（
一
二
七
二
）
に
八
三
歳
で
逝
去
し
た
際
、
径
山
の
住
持
で
あ
っ
た

善
珍
が
葬
儀
に
対
し
て
尤
焴
の
祭
文
を
撰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
一
方
、『
兀
菴
和
尚
語
録
』
巻
末
に
は
宝
祐
六
年
（
一
二
五
八
）

六
月
一
五
日
（
季
夏
望
日
）
に
晋
陵
の
尤
焴
が
書
し
た
跋
文
（
卍
続
蔵

一
二
三
・
二
一
ｄ
）
が
存
し
て
お
り
、
尤
焴
が
破
庵
派
無
準
下
の
兀
庵
普

寧
（
宗
覚
禅
師
、
一
一
九
八
─
一
二
七
六
）
と
も
交
流
が
存
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
し
か
も
普
寧
は
尤
焴
の
逝
去
に
際
し
て
『
兀
菴
和
尚
語
録
』

巻
下
「
小
仏
事
」
に
「
尤
木
石
相
公
薨
背
上
香
」（
卍
続
蔵
一
二
三
・
二
〇

ｂ
～
ｃ
）
を
残
し
て
い
る
か
ら
、
南
宋
に
帰
国
し
た
後
も
普
寧
は
尤
焴
が

亡
く
な
る
ま
で
深
く
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。　

（
32
）
法
喜
の
遊
と
は
在
俗
の
徒
が
僧
侶
と
交
流
し
て
法
悦
に
浴
す
る
こ
と
で

あ
り
、
た
と
え
ば
『
元
亨
釈
書
』
巻
一
七
「
王
臣
二
」
の
「
副
元
帥
平

時
賴
」
の
項
に
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

	

　
　

�

文
応
元
年
、
寧
兀
菴
入
二
相
陽
、一 

迎
請
寓
二
建
長
寺
。一 

便
懐
レ
香
参

礼
進
前
曰
、
弟
子
在
二
大
宋
一
曾
礼
二
拝
和
尚
。一 

今
者
多
幸
再
拝
二
慈

顔
。一 

寧
見
二
其
語
異
、一 

即
握
二
起
拳
一
曰
、
吾
雖
レ
老
拳
頭
硬
在
。
進

曰
、
弟
子
両
年
前
夢
一
僧
教
曰
二
参
禅
。一 

惺
後
図
二
所
レ
夢
像
一
供
養
。
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今
見
二
尊
儀
、一 

与
レ
像
無
レ
異
。
寧
曰
、
且
莫
レ
説
レ
夢
。
又
問
、
和

尚
年
多
少
。
寧
曰
、
六
十
三
。
進
曰
、
弟
子
不
レ
問
二
這
箇
年
。一 

寧

竪
レ
拳
曰
、
莫
二
是
這
箇
年
一
麼
。
時
頼
擬
議
。
寧
乃
𡎺
三
拳
。
時
頼

忻
然
曰
、
蒙
二
和
尚
老
拳
、一 

歓
喜
無
量
。
寧
曰
、
不
レ
得
レ
作
二
拳
頭

会
。一 

従
レ
茲
公
務
之
暇
、
為
二
法
喜
之
遊
。一 （
日
仏
全
六
二
・
一
五
五
ｃ
）

	

　

鎌
倉
幕
府
第
五
代
執
権
の
北
条
時
頼
（
最
明
寺
殿
道
崇
、
一
二
二
七
―

一
二
六
三
）
が
公
務
の
合
間
に
建
長
寺
に
赴
い
て
渡
来
僧
の
兀
庵
普
寧
の

も
と
に
参
禅
し
、
法
喜
の
遊
を
な
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

（
33
）『
枯
崖
和
尚
漫
録
』
巻
上
「
丞
相
蒋
公
芾
」
の
項
に
、

	

　
　

�

丞
相
蒋
公
芾
、
居
二
建
昌
。一 

時
号
二
莫
斎
居
士
、一 

婁
詣
二
光
孝
寺
、一 

問
二
道
於
璨
隠
山
。一 

聞
レ
挙
二
狗
子
無
仏
性
話
、一 

擬
二
下
語
、一 

被
二
喝

住
。一 

呈
レ
偈
曰
、
眼
前
一
座
鉄
壁
、
拄
レ
天
拄
レ
地
黒
漆
、
今
朝
瓦

解
氷
消
、
一
段
孤
明
歴
歴
。
又
被
二
喝
出
。一 

後
請
益
、
得
レ
示
以
二

清
素
侍
者
語
、一 

兜
率
悦
、
可
二
能
入
一レ
仏
、
不
レ
能
レ
入
レ
魔
。
渙
然

氷
釈
、
述
レ
偈
曰
、
翻
著
二
襴
衫
一
倒
著
レ
靴
、
横
拈
竪
放
㹅
由
レ
他
、

入
レ
魔
入
レ
仏
尋
常
事
、
一
段
風
流
出
二
当
家
。一 

又
曰
、
婬
坊
酒
肆

飽
経
過
、
一
曲
尊
前
囉
哩
囉
、
打
レ
鼓
看
来
君
不
レ
会
、
大
家
把
レ
手

上
二
高
坡
。一 

隠
山
深
肯
レ
之
、
即
陞
レ
堂
告
レ
衆
。
有
二
隠
山
撾
レ
皷
為

証
明
、
千
古
叢
林
一
盛
事
之
句
。一 （
卍
続
蔵
一
四
八
・
七
九
ａ
）

	

と
い
う
記
載
が
存
し
て
い
る
。
隠
山
□
璨
（
叢
林
一
害
）
は
圜
悟
克
勤
―

此
庵
景
元
―
退
庵
□
空
―
隠
山
□
璨
と
継
承
す
る
楊
岐
派
の
禅
者
で
此

庵
景
元
の
法
孫
に
当
た
り
、
丞
相
の
蒋
芾
は
洪
州
隆
興
府
（
江
西
省
）
建

昌
県
の
報
恩
光
孝
寺
で
隠
山
璨
に
参
禅
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
34
）真
歇
清
了
の
事
跡
に
関
し
て
は
石
井
修
道「
芙
蓉
道
楷
の
三
賢
孫
」（『
宋

代
禅
宗
史
の
研
究
』
に
所
収
）
の
「
真
歇
清
了
」
の
項
に
詳
し
い
。　

（
35
）
宏
智
下
の
了
黙
に
関
し
て
は
佐
藤
秀
孝
「
宏
智
正
覚
の
嗣
法
門
人
に
つ

い
て
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
六
三
号
、
平
成
一
七
年

〈
二
〇
〇
五
〉
三
月
）
の
「
育
王
了
黙
」
の
項
を
参
照
。　

（
36
）
自
得
慧
暉
の
門
下
で
あ
る
海
印
徳
雲
に
関
し
て
は
、
佐
藤
秀
孝
「
自
得

慧
暉
の
活
動
と
そ
の
禅
風
（
下
）
―
曹
洞
宗
宏
智
派
の
源
流
と
し
て
―
」

（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
三
号
、平
成
七
年
〈
一
九
九
五
〉

三
月
）
の
「
雪
竇
山
の
海
印
徳
雲
」
の
項
を
参
照
。

（
37
）『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
一
「
目
録
」
に
は
「
径
山
石
橋
宣
禅
師
法
嗣
〈
嗣
二

華
蔵
民
一
〉」
と
し
て
「
古
樵
侃
禅
師
〈
無
レ
伝
〉」（
卍
続
蔵
一
四
二・三
六
五
ｂ
）

を
載
せ
る
の
み
で
、
此
山
師
寿
に
関
し
て
は
名
す
ら
載
せ
ら
れ
て
い
な

い
。
一
方
、
日
本
の
南
北
朝
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』

の
大
慧
派
の
箇
所
に
よ
れ
ば
「
育
王
仏
照
拙
菴
徳
光
」
の
法
嗣
の
ひ
と

り
に
「
径
山
石
橋
可
宣
」
を
挙
げ
、
可
宣
の
法
嗣
に
「
連
雲
此
山
師
寿
」

を
載
せ
て
い
る
。
江
戸
期
の
『
正
誤
仏
祖
正
伝
宗
派
図
』
三
で
は
、
楊

岐
派
の
「
華
藏
密
印
安
民
」
の
法
嗣
に
「
径
山
別
峯
宝
印
」「
径
山
石
橋

可
宣
〈
仏
日
〉」
を
挙
げ
、
石
橋
可
宣
の
法
嗣
に
「
古
樵
侃
」
と
「
連
雲

此
山
師
寿
」
を
載
せ
て
い
る
。

（
38
）
大
慧
派
の
辨
山
了
阡
（
弁
山
、
了
仟
と
も
、
？
─
一
二
五
二
？
）
に
つ
い

て
は
『
増
集
続
伝
燈
録
』
巻
二
「
四
明
天
童
辨
山
仟
禅
師
」
の
章
に
、
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�

送
二
僧
帰
一レ
郷
偈
曰
、
奮
レ
志
南
方
問
二
正
因
、一 

正
因
一
字
不
二
曾

聞
、一 

七
零
八
落
袈
裟
角
、
惹
二
得
凌
霄
幾
片
雲
。一 

讃
二
観
音
一
偈
曰
、

螺
髻
屈
蟠
春
嶋
碧
、
緑
衣
零
乱
暁
雲
寒
、
尋
レ
声
只
麼
随
レ
流
去
、

見
二
甚
真
観
清
浄
観
。一 （
卍
続
蔵
一
四
二
・
三
八
八
ｃ
～
ｄ
）

	

と
い
う
「
送
二
僧
帰
一レ
郷
」
と
「
讃
二
観
音
一
」
と
題
す
る
二
偈
を
載
せ
る

の
み
で
あ
っ
て
、
伝
記
的
な
記
載
は
一
切
存
し
て
い
な
い
。
ま
た
『
希

叟
和
尚
広
録
』巻
六「
頌
」に
は「
賀
下
阡
辨
山
退
二
双
林
一
赴
中
金
山
上
」（
卍

続
蔵
一
二
二
・
一
四
七
ｄ
）
と
い
う
偈
頌
が
存
し
、『
希
叟
和
尚
語
録
』「
偈

頌
」
に
「
賀
下
弁
山
和
尚
自
二
双
林
一
赴
中
金
山
上
」（
卍
続
蔵
一
二
二
・
九
一
ｃ
）

と
題
し
て
同
じ
偈
頌
が
存
し
て
い
る
。
了
阡
は
郷
里
や
俗
姓
な
ど
が
定

か
で
な
い
が
、
辨
山
（
弁
山
）
と
号
し
て
大
慧
派
の
浙
翁
如
琰
の
法
を
嗣

ぎ
、
開
堂
出
世
し
た
後
、
婺
州
（
浙
江
省
）
義
烏
県
の
雲
黄
山
宝
林
禅
寺

（
双
林
）
や
鎮
江
府
（
浙
江
省
）
丹
徒
県
の
金
山
龍
游
禅
寺
の
住
持
を
経
て
、

明
州
天
童
山
に
陞
住
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。　

（
39
）『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
〇
「
銘
記
箴
歌
」
の
「
南
嶽
石
頭
大
師
参
同
契
」

に
「
門
門
一
切
境
、迴
互
不
迴
互
。
迴
而
更
相
渉
、不
レ
爾
依
レ
位
住
」（
大

正
蔵
五
一
・
四
五
九
ｂ
）
と
あ
る
。　

（
40
）『
物
初
賸
語
』
巻
二
三
「
西
巌
禅
師
行
状
」
や
『
西
巌
和
尚
語
録
』
巻

末
「
行
状
」
に
よ
れ
ば
、

	

　
　

�

霊
隠
石
渓
月
書
招
、
翩
然
絶
レ
江
、
延
以
二
第
一
座
、一 

不
レ
就
。
月

遷
二
径
山
、一 

大
川
済
継
レ
席
、
又
延
レ
之
、
亦
不
レ
就
。
江
帥
朱
公

属
二
径
山
、一 

挙
下
堪
二
東
林
一
者
、上
月
以
レ
師
応
。
朱
礼
致
レ
之
。
師
曰
、

廬
山
古
禅
淵
薮
、
今
雖
二
寂
寥
、一 

佳
山
水
固
無
レ
恙
、
是
行
也
可
レ

価
二
夙
願
。一 

居
一
年
、
天
童
虚
レ
席
、
朝
命
二
諸
禅
公
挙
、一 

以
二
師

名
一
奏
、
特
差
補
処
。
五
年
間
、
訓
レ
徒
起
レ
廃
、
靡
レ
不
レ
加
レ
意
。

両
閣
後
先
、
金
碧
昂
霄
、
又
将
レ
広
二
選
仏
場
、一 

而
一
二
新
之
。一 （
卍

続
蔵
一
二
二
・
一
八
五
ｄ
～
一
八
六
ａ
）

	

と
あ
り
、
西
巌
了
慧
が
霊
隠
寺
の
石
溪
心
月
と
大
川
普
済
か
ら
首
座
要

請
を
受
け
た
も
の
の
、
こ
れ
を
辞
退
し
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
後
、
廬
山
東
林
寺
に
出
世
し
、
天
童
山
が
虚
席
と
な
っ
た
際
に
諸

禅
者
に
推
さ
れ
て
住
持
に
任
命
さ
れ
、
伽
藍
を
一
新
し
た
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。
了
慧
は
辨
山
了
阡
の
後
席
を
継
い
で
天
童
山
に
住
持
し
て
い

る
も
の
で
あ
ろ
う
。　

（
41
）『
淮
海
和
尚
語
録
』「
仏
祖
讃
頌
」
に
「
天
童
弁
山
和
尚
見
招
」（
卍
続

蔵
一
二
一
・
一
八
四
ｂ
）
と
い
う
偈
頌
が
存
し
、
淮
海
元
肇
が
同
門
に
当
た

る
天
童
山
の
了
阡
と
関
わ
り
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
同
じ
く
『
淮

海
和
尚
語
録
』「
平
江
府
万
寿
報
恩
光
孝
禅
寺
語
録
」
に
は
、

	

　
　

�

天
童
弁
山
和
尚
遺
書
至
上
堂
。
臈
月
毘
嵐
風
、
吹
二
倒
太
白
峰
。一 

石

女
眼
中
流
レ
血
、
木
人
換
レ
手
槌
レ
胸
。
致
レ
使
二
万
寿
笑
亦
不
レ
成
、

哭
亦
不
一レ
是
。
拈
二
主
丈
一
云
、
払
レ
暁
倚
レ
笻
和
レ
雨
看
、
崔
嵬
依
レ

旧
在
二
雲
中
。一 （
卍
続
蔵
一
二
一
・
一
七
九
ｃ
）

	
と
い
う
上
堂
が
存
す
る
か
ら
、
了
阡
が
亡
く
な
っ
て
後
、
元
肇
の
も
と

に
了
阡
の
遺
書
が
届
け
ら
れ
た
の
が
一
二
月
（
臘
月
）
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

お
そ
ら
く
了
阡
は
淳
祐
一
一
年
の
秋
か
ら
冬
の
頃
に
示
寂
し
て
い
る
も
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の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
元
肇
の
『
淮
海
外
集
』
巻
下
「
祭
文
」
に
は

「
祭
二
天
童
弁
山
禅
師
一
文
」
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
『
淮
海
外

集
』
巻
上
に
「
赴
二
清
涼
一
途
中
回
二
金
山
一
弁
山
先
状
」
が
あ
り
、『
淮

海
外
集
』
巻
下
に
は
「
祭
二
天
童
弁
山
禅
師
一
文
」
の
ほ
か
に
同
じ
く

「
祭
二
芝
巌
禅
師
一
文
」
に
も
了
阡
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
42
）
大
慧
派
の
無
文
道
璨
も
辨
山
了
阡
と
は
親
し
い
交
友
を
な
し
て
お
り
、

『
無
文
印
』
巻
一
「
詩
」
に
「
和
二
金
山
曇
書
記
韻
一
寄
二
仟
弁
山
一
」
と

「
送
三
愿
上
人
過
二
雪
竇
一
兼
呈
二
弁
山
一
」
を
収
め
、
巻
九
「
序
」
に

「
悼
二
仟
弁
山
一
頌
集
序
」
を
収
め
、巻
一
五
「
書
劄
」
の
「
松
山
何
知
府
」

の
項
に「
弁
山
在
二
雪
竇
天
童
一
時
」の
語
句
が
存
し
て
お
り
、巻
一
九「
書

劄
」
に
「
天
童
弁
山
和
尚
」
を
収
め
て
い
る
。　

（
43
）
松
源
派
（
大
通
派
祖
）
の
西
澗
子
曇
（
大
通
禅
師
、
一
二
四
九
─
一
三
〇
六
）

が
撰
し
た
「
鷲
峰
開
山
法
燈
円
明
国
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、

	

　
　

�

建
長
己
酉
、遂
附
レ
舶
跨
二
巨
宋
。一 

首
至
二
補
陀
、一 

登
レ
陸
迤
（
逸
）
邐
。

趍
二
双
径
、一 

礼
二
癡
絶
和
尚
、一 

寓
二
一
単
於
広
衆
、一 

無
レ
事
不
レ
出
二

僧
堂
。一 

以
二
機
語
未
一レ
契
、
更
謁
二
道
場
荊
叟
和
尚
。一 

後
東
遊
二
四

明
、一 

掛
二
錫
育
王
。一 

後
因
止
二
天
台
、一 

礼
二
応
真
一
供
養
有
レ
感
。
偶

覩
二
壁
間
所
一レ
書
、
念
起
是
病
、
不
レ
続
是
薬
。
正
抓
二
着
痒
処
。一 

	

と
あ
り
、
期
間
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
や
は
り
径
山
の
癡
絶
道

冲
（
一
一
六
九
―
一
二
五
〇
）
や
道
場
山
の
荊
叟
如
珏
（
仏
心
禅
師
、
？
―

一
二
六
四
）
に
参
じ
た
後
に
、
覚
心
が
四
明
に
到
っ
て
阿
育
王
山
に
掛
錫

し
、
そ
の
後
、
台
州
の
天
台
山
に
上
山
し
て
羅
漢
の
応
現
に
遭
遇
し
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。　

（
44
）『
紀
州
由
良
鷲
峯
開
山
法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
』
の
「
師
四
十
五
歳
、

宋
淳
祐
十
一
年
」
の
項
に
、

	

　
　

�

掛
二
搭
於
明
州
育
王
山
、一 

寺
在
二
平
坦
山
中
。一 

爰
有
レ
塔
、
是
阿
育

王
八
万
四
千
基
之
其
一
也
。
故
曰
二
育
王
山
。一 

伝
曰
、
定
海
綱
人
牽

上
二
此
塔
。一 

又
説
、
従
レ
寺
四
五
町
外
、
現
二
大
石
上
、一 

放
二
舎
利
光

明
、一 

自
二
諸
国
一
毎
年
二
三
月
、
人
多
参
詣
、
奇
瑞
太
多
矣
。
大
権

菩
薩
為
二
守
護
神
。一 

師
於
二
此
山
、一 

建
二
一
宇
堂
、一 

安
二
日
本
将
軍

実
朝
遺
骨
於
等
身
観
音
像
肚
内
。一 

凡
実
朝
前
生
之
鴈
蕩
山
、

合
レ
被
レ
納
二
遺
骨
、一 

安
措
二
此
山
。一 

未
審
、
師
意
如
何
。
師
止
二
住

此
山
一
三
年
矣
。
図
〈
育
王
山
塔
、
師
建
立
之
堂
〉

	

と
い
う
興
味
深
い
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
覚
心
は
高
野
山
の
金
剛

三
昧
院
（
初
め
は
禅
定
院
）
に
て
栄
西
門
下
の
退
耕
行
勇
（
荘
厳
房
、

一
一
六
三
―
一
二
四
一
）
に
学
ん
で
い
る
が
、
金
剛
三
昧
院
は
非
業
の
死

を
遂
げ
た
三
代
将
軍
の
源
実
朝
（
大
慈
寺
殿
、
一
一
九
二
―
一
二
一
九
）
の

菩
提
を
弔
う
た
め
に
北
条
政
子
（
尼
御
台
、
安
養
院
、
一
一
五
七
―

一
二
二
五
）
が
高
野
山
中
に
建
て
た
寺
院
で
あ
り
、
行
勇
が
開
山
に
迎
え

ら
れ
て
い
る
。
在
宋
中
の
覚
心
が
さ
ら
に
こ
の
源
実
朝
を
祀
る
た
め
に

阿
育
王
山
の
一
隅
に
堂
宇
を
設
置
し
、
等
身
大
の
観
音
菩
薩
像
の
胎
内

に
実
朝
の
遺
骨
を
納
め
た
の
が
史
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
き
わ
め
て
興
味

深
い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
妙
光
が
阿
育
王
山
の
住
持
を
務
め
て
い
た

時
期
に
相
当
し
よ
う
。　



東
谷
妙
光
と
曹
洞
宗
宏
智
派
の
相
承
（
上
）（
佐
藤
）

四
五

四
五
頁

［
再
念
校
］　

駒
澤
大
學　

佛
教
學
部
論
集　

第
53
號

（
45
）
石
窓
法
恭
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
秀
孝
「
明
州
瑞
巌
寺
の
石
窓
法
恭
に
つ

い
て
─
南
宋
初
期
に
活
躍
し
た
宏
智
門
下
の
破
家
子
─
」（『
駒
澤
大
学
仏

教
学
部
研
究
紀
要
』
第
六
五
号
、
平
成
一
九
年
〈
二
〇
〇
七
〉
三
月
二
五
日
）

を
参
照
。　

（
46
）
楼
鑰
（
字
は
大
防
、
攻
媿
主
人
、
一
一
三
七
─
一
二
一
三
）
の
『
攻
媿
集
』

巻
一
一
〇
「
塔
銘
」
の
「
瑞
巌
石
牕
禅
師
塔
銘
」
に
よ
れ
ば
、
法
恭
が

淳
煕
八
年
（
一
一
八
一
）
八
月
二
五
日
に
示
寂
し
て
一
週
間
あ
ま
り
を
経

た
九
月
三
日
に
門
人
ら
に
よ
っ
て
か
瑞
巌
山
の
西
偏
に
塔
が
建
て
ら
れ
、

法
恭
の
遺
骨
が
葬
ら
れ
て
上
方
塔
と
号
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。　

（
47
）
明
州
瑞
巌
寺
に
住
持
し
た
禅
者
に
と
っ
て
、
石
窓
法
恭
の
存
在
は
き
わ

め
て
大
き
な
も
の
が
存
し
た
ら
し
い
。
松
源
派
の
虚
堂
智
愚
は
若
い
頃

に
法
恭
の
法
嗣
の
中
庵
重
皎
に
参
学
し
て
お
り
、『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻

六
「
仏
祖
讃
」
に
「
石
窓
和
尚
」
の
祖
賛
（
大
正
蔵
四
七
・
一
〇
三
二
ｂ
）

を
残
し
て
い
る
。
破
庵
派
無
準
下
の
西
巌
了
慧
は
『
西
巌
和
尚
語
録
』

巻
上
「
瑞
巌
山
開
善
禅
寺
語
録
」
の
入
寺
法
語
の
「
提
綱
」
に
て
「
只

如
三
隰
州
古
仏
与
二
石
窓
老
人
。一 

竪
レ
払
云
、
見
今
在
二
山
僧
払
子
頭
上
、一 

互
相
耳
語
、
取
次
商
量
」（
卍
続
蔵
一
二
二
・
一
七
五
ｂ
）
と
述
べ
て
い
る
。

了
慧
と
同
門
の
希
叟
紹
曇
は
『
希
叟
和
尚
語
録
』「
慶
元
府
瑞
巌
山
開
善

禅
寺
語
録
」
に
「
石
窓
和
尚
忌
拈
香
」（
卍
続
蔵
一
二
二
・
八
七
ｃ
）
を
残
し
、

『
希
叟
和
尚
広
録
』
巻
三
「
慶
元
府
瑞
巌
山
開
善
崇
慶
禅
寺
語
録
」
に
も

「
石
窗
和
尚
忌
拈
香
」（
卍
続
蔵
一
二
二
・
一
一
三
ｄ
）
を
残
し
て
い
る
が
、

拈
香
の
法
語
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
同
じ

曹
洞
禅
者
で
あ
っ
た
妙
光
に
と
っ
て
石
窓
法
恭
に
寄
せ
る
思
い
に
は
、

そ
れ
以
上
の
親
近
感
が
存
し
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。　

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉�

東
谷
妙
光
、
曹
洞
宗
宏
智
派
、
宏
智
正
覚
、
明
極
慧
祚
、
長
翁
如
浄
、
短
篷
遠
鉄
橛
、「
五
燈
会
元
補
遺
」、『
枯
崖
和
尚
漫
録
』、

無
錫
華
蔵
寺
、
蘇
州
万
寿
寺
、
大
休
正
念
、
阿
育
王
山
広
利
寺
、
無
本
覚
心




